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第一章　ホワイトデイの逡巡







　春とは名ばかりの寒気の中――長々と校舎の影かげが落ちる夕暮れ色の校庭を、下校する生徒達の姿がまばらに在あった。

　見慣れた風景が眼下に広がっている。

　屋上の柵さくにもたれかかってそれを見下ろしながら――

「…………」

　――南なん部ぶ匡きよう平へいは恍こう惚こつと溜ため息をついた。

　嗚あ呼あ。平へい穏おんはいい。

　何の変へん哲てつも無い緩ゆるやかな時間こそが彼の望むものである。

　だから目立ったり突とつ出しゆつしたりするのを彼は好まない。当たり前の人生を当たり前に過ごすのが匡平の理想だった。

　凡ぼん庸よう結構。普ふ通つう歓かん迎げい。平和上等。神は天にしろしめし、なべて此この世は事もなし。

　クラーク博士辺りが見れば『いやちょっとは抱いだけよ大志を！』などと嘆なげきそうな、少年らしからぬ志向だが、まあ誰に迷めい惑わくをかけるでもなし、他人様から文句を言われる筋合いではない。

　そういう訳で。

　南部匡平はいつもの平へい凡ぼんな学校風景をのんびりと眺ながめながら、自分がその一部に含ふくまれる至福を、爺じじむさくも、じっとりと噛かみ締しめていたりする。

　だが……

「――お兄ちゃん」

　至福の時間というのは長く続かないのが世の常だ。きっと神様は底意地の悪い奴やつなのだろうと匡平は思う。

　そんな彼の背にもう一度涼すずやかな声が投げ掛かけられた。

「何をしているのだ？　帰るぞお兄ちゃん」

「…………」

　長々と――今度は未練の溜め息をつきながら匡平は振ふり返った。

　屋上に夕ゆう陽ひを受けて立つ少女が一人。

　宝石のような蒼あおを湛たたえた大きな瞳ひとみが、匡平を不思議そうに眺めていた。

　綺き麗れいな少女だった。

　その容姿は清せい楚そ可か憐れん。黙だまってその場に立てば、そこはかとない気品すら漂ただよい、空気の質を変える。白い肌はだはまるで名工の手になる陶とう磁じ器きのよう。流れるような金糸の髪かみが、枯かれ葉色のブレザーと見事なコントラストを生み出していて――黄昏たそがれの光の中に立つ彼女の姿は、ある種の芸術を想わせた。

　本来ならばブラウン管か紙面の向こう側にしかお目にかかれないような美少女だ。

　南部晴はる美み。

　日本人名がついてはいるが、その特とく徴ちょう的てきな金きん髪ぱつ碧へき眼がんは一いち目もく瞭りよう然ぜんの天然物――コーカソイドのそれだ。

　なので匡平も彼女を『晴美』と戸こ籍せき上の名で呼ぶ事は先まず無い。まあ戸籍といっても匡平の父がなんやかやと怪あやしげな技能を駆く使ししてでっち上げた代しろ物ものだが。

「パミル……」

　それが彼女の通つう称しようであり愛あい称しようだった。

　そしてそれは――南部匡平の愛して止まない平凡な日常を、完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき潰つぶす破は壊かい神の名でもある。

「たまには平凡な日常に浸ひたらせてくれ」

「む？」

　小首を傾かしげるパミル。その仕草すらも小鳥のようであどけなく愛らしい。

　これで――

（自じ称しよう『王女の替かえ玉用アンドロイド』じゃなくて、眼からビーム出したり、掌てのひらから電でん撃げき出したりしなけりゃな……）

　などとしみじみ想う匡平であった。

　彼女の戯たわ言ごとなんだか電波なんだか分からない主張は、現在も当然の如ごとくに継けい続ぞく中である。

それが単なる妄もう言げんの類たぐいならば別に問題は――まあ無い事もなかろうが、未まだマシだ。

　ところがパミルの場合、どこからどう見ても人間にしか見えないし、風ふ呂ろも入ればトイレにも行く、飯も喰くうしベッドに入れば当然の如くぐーすか眠ねむる癖くせに――コンクリート壁へきをぶち抜ぬいたりするビームを眼から出したりするので油断できない。

　そもそもこの少女は何者なのか。

　建前上の兄になっている匡平にも、今以もつて全くの謎なぞなのである。

「屋上から校庭を眺めるのがキョウヘイの平凡な日常なのか？」

「……まあそう想ってくれていいよ」

　非日常の核かく心しんとも言うべき存在に説明するのも面めん倒どう臭くさいので匡平はそう言った。

　その時――




　Mama & Papa were Laing in bed

　Mama rolled over and this is what's she said

　Oh, Give me some Oh, Give me some

　P.T.!　P.T.!

　Good for you

　Good for me

　Mmm good




　甲かん高だかくアップテンポな歌声に思わず突つっ伏ぷしそうになりながら、匡平は腰こしのポーチから携けい帯たい電話を引っ張り出した。

　液えき晶しよう画面を見れば『響ひびき　瑞みず人ひと』の文字が出ている。身に覚えのない着信音設定だと想ったが――これで納得がいった。瑞人なら勝手に匡平の携帯の着信音設定をいじる事くらいはやりかねない。

　匡平はうんざりした表情で受信ボタンを押おした。

『おお――心の友よ！』

「誰が心の友だ。どこぞの漫まん画がに出てくるガキ大将か、お前は」

『今度リサイタル開こうか。ぼえーっと』

「開かんでいい。つかお前――バイトに行ったんじゃねえのかよ？」

　と匡平。

　彼が屋上にて平へい凡ぼんな日常を満まん喫きつしていたのは……これも理由の一つだ。

　総合的な非常識さでは眼からビームとか出しちゃうパミルの方が一歩上だが……授業中は別教室にいる彼女と異なり、同級生の響瑞人の場合、フルタイムで匡平の日常を掻かき乱みだしてくる。だが今日はバイトが入っているとかで、彼は匡平に絡からまず、さっさと下校してしまっていたのだ。

『おう。現在勤労中』

「黙って働け、勤労少年」

『堅かたい事言うな。それよりお前、確かバレンタインでチョコ貰もらってただろ？』

「――はあ？」

　唐とう突とつな話題に匡平は眉まゆをひそめた。

　バレンタインデイ。

　もう一ヶ月も前の話だ。

　その時――確かに匡平はパミルや早さ苗なえを含ふくむ何人かの女の子からチョコを受け取っている。まあ正確に言えばパミルのそれはチョコではなかったが――それはさておき。

「ああ――そうか」

　そう。バレンタインデイから一ヶ月。

「ホワイトデイか」

『当たり。いまバイト先でホワイトデイ・フェアやっててさ。優先的に良い商品をお前に格安で残しといてやろーかなって思って――あ、なんか電池きれそう。ああん、早く早く返事プリーズ！』

「……いきなり電話してきて何言ってんだお前は……っていうか、そもそも他人様の携帯に変な着メロ勝手に登録すんなっ」

『あれ？　匡平『ぴくせる☆まりたん』嫌きらい？』

「ＴＰＯを考えろと言ってんだよ！」

　いきなり着信音が魔ま法ほう少女アニメの主題歌だったりすると、さすがに大たい抵ていの人間は『引く』。まあ先の歌は歌詞がそれ以前の問題という話もあるが……それはさておき。

『で。どうよ？　ホワイトデイ』

「そうだな……六つばかり頼たのむ」

　と匡平。

　まあ中にはチョコじゃないのや、明らかに妙みような味のものも在ったが……義理だろうと何だろうと、貰った以上、お返しはせねばなるまい。

『ＯＫ――で、内訳は？』

「内訳？」

『同じの六つって訳にもいかんだろ』

「…………」

　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんの表情を浮うかべる匡平。

「同じじゃ駄だ目めなのか？」

『あのな、匡平。身内はともかくとして、それ以外の女の子からチョコを貰って――ホワイトデーのお返しにゃ、お付き合いＯＫかどうかっていう回答の意味合いがあるってのは分かってるか？　義理に義理で返すのとは訳が違ちがうぞ』

「へ？　なっ、ちょ――!?」

　思ってもみなかった事を言われて匡平は目を剥むいた。

　直後――

「…………」

　虚むなしい不通音をたてるばかりとなった携けい帯たいをしばし眺ながめ……匡平は短く溜ため息をついた。どうやら瑞人の携帯の電池が切れてしまったらしい。

　まあそれはいいのだが……

「……いきなりそんな事言われてもな」

　呟つぶやく匡平。

　パミル。そして村むら田た早苗。峰みね部べ蓉よう子こ。豊ほう和わ薫かおる子こ。他に比ひ較かく的てき仲の良い同級生の女子達から二つ。匡平がバレンタインデイ絡がらみで貰ったチョコレートは――まあチョコじゃないものもあったが――それで全部だ。

　同級生の女子や蓉子、薫子のそれは明らかに義理だ。いくらその手の事には鈍にぶくて疎うとい匡平にもそれは分かる。特に蓉子などは明らかに早苗のつきあいというか、『ついで』の印象があった。

　だが……

「うーん……」

　微び妙みように判断し難いのは早苗である。

　やたらめったら凝こった箱に入ったチョコブラウニーが彼女からは贈おくられたのだが……そもそも本命チョコと義理チョコに明確な境界線が在るでもなし。元々生き真ま面じ目めそうな子なので、義理チョコでもコンビニの百円チョコとかではなくきちんとした手作りを渡わたしてくれただけかもしれない。

　そもそも早苗とは未まだ知り合って間もない訳で……そんな女の子が本命チョコをくれると考える程、匡平は自うぬ惚ぼれてもいない。

「おつき合いねえ……」

　そもそも匡平は特定の彼女がいた例ためしが無い。目下最大の欲求が『普ふ通つうの生活を送る事』なので、恋こい人びとだの何だのというのは後回しというか……そこまで気が回っていなかったのが実際の処である。

　とはいえ匡平も健康な十代男子。

　欲しいか否いなかと言われれば彼女は欲しかったりもする。

　ただ……

「…………」

「どうしたキョウヘイ？」

　携帯を手にしたまま途と方ほうに暮れていると、パミルが首を傾かしげながら匡平の顔を覗のぞき込んでくる。

「……いや。別に」

　言葉を濁にごして匡平は唸うなった。




　　　　●　●　●




「――特に変化無し」

　とあるビルの上。

　双そう眼がん鏡きよう越ごしに校舎の屋上を――そこに立つ匡平とパミルを眺めながらそう呟く人ひと影かげが在った。

　黒のスーツに黒のネクタイに黒ソフト帽ぼうに黒のサングラス。いわゆるブラック・メン・ルックというか……いかにもＵＦＯ目もく撃げき者しやの口くち封ふうじをしたり、ネバダ州グルーム湖辺りで宇宙人の手を引っ張ってそうな感じである。

　もっとも……

「平和なもんね」

　そう言うのは長い赤毛の若い娘むすめだった。ついでに言えば隣となりに全く同じ格好をしたもう一人の娘がいるので、正しくはブラック・ウーメンと呼ぶべきだろう。

「……姉さん」

　隣に立つショートカットの、しかし同じく赤毛の娘が言った。

「エミット。仕事現場じゃ『姉さん』と呼ぶなと言ったでしょ」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞいたまま長ちよう髪はつの娘は言った。

「……エルシア。いつまでこんな事やんなきゃなんないの？」

「しょうがないでしょ。この間の失敗は不問に付す代わりに――って条件で引き受けちゃったんだから」

「…………」

　エミットと呼ばれた赤毛娘は長々と溜め息をついた。

「ボク、どうもあの『大たい佐さ』って信用出来ないんだよね」

「でも金かね払ばらいはいいし。必要経費も出るし」

「そりゃそうだけど」

「監かん視し任務なんて特に危険無いし、日本は食べ物も美お味いしいし、いいじゃない」

「そりゃそうだけど」

「何が不満なのよ？」

　エルシアと呼ばれた娘が不ふ機き嫌げんそうに訊きいてくる。

「……眼からビームでる女の子の監視とかさせられてる割には、ボク等、彼女の素性とか何一つ知らされてないじゃん。知らない内に貧びん乏ぼうくじとか引かされてんじゃないの？」

「…………」

　エルシアが言葉に詰つまった処を見ると、彼女としてもそういう不安は頭の片かた隅すみに引ひっ掛かかっているらしいのだが。

「じゃあ」

　エルシアはようやく双眼鏡を降ろして妹を振ふり返った。

「あんただけでもポツダムに帰って家業継つぐ？　ランプ磨みがきとか好き？」

「…………」

　今度黙だまり込んだのはエミットの方であった。

「まあ本気でやばくなったら逃にげるわよ」

「……気付いた時には手て遅おくれ、って事にならないといいけどね」

　憂ゆう鬱うつそうな表情でエミットは言った。




　　　　●　●　●




（彼女……ねえ）

　やたらと高い天てん井じようを――まあ倉庫だから当然だが――見上げながらぼんやりと匡平は考えた。

（……そういえば……あんまり深く考えた事無かったな……）

　匡平は、女性といわゆる男女交際した経験が無い。勿もち論ろん、そういう欲求が無い訳ではないのだが――改めて『じゃあお前はどういう女性が好きなんだよ？』と問われると途方に暮れてしまうのだ。

　まあ彼も健康な十代男子――瑞人に押おし付けられたエロ本だの何だのを見れば、それなりに興奮もしたりする訳だが……ぶっちゃけこれは女性の裸はだかなら大体同じな訳で。はっきり言えばこれは単に本能だろう。

　とにかく匡平は、自分の異性に対する好みについて深く考えた事はあまり無いのだ。

　例えば元気溌はつ剌らつな子が好みなのか、大人しくて控ひかえめな子が好みなのか。例えばスレンダーな娘が好みなのか、少しぽっちゃりしてるくらいの方が好みなのか。例えば歳とし上うえが好みなのか、歳下が好みなのか――

「うーん……」

（……ちょっとでも気にした事があるのは薫子さんぐらいかなあ……）

　咄とつ嗟さに脳裏に浮うかぶ姿は――喫きつ茶さ『コルベット』の店長、豊和薫子のそれである。

　あのおっとりのんびりした雰ふん囲い気きと喋しやべり方が何とも平和な感じで――安らぐというか癒いやされるというか。まあ若干、趣しゆ味みや言動におかしな処はあるが……奇き人じん変人揃ぞろいの匡平の周りでは比ひ較かく的てきまともな人物である。

　日本に戻もどってきた際、周平共々色々と世話になった事もあり、淡あわい恋こい心ごころのようなものを抱だいた事があるのは事実だ。

　他には……

（……ああ。そういえば）

　ずっとずっと昔。

　未まだ周平に引きずられて世界中を飛び回っていた頃ころの事。そういえば何処かヨーロッパ辺りで出会った女の子の事が思い出される。

　どういう経けい緯いで出会ったのかはもう全然覚えていないのだが……ふわふわと柔やわらかそうな、フリルの沢たく山さんついたドレスを着て、まるでお人形さんのような雰囲気の少女だった。

（衝しよう撃げきだったな、あれは）

　それまで紛ふん争そう地帯だの何だのを行き来する事が多く、同年代の少女といえば、人形代わりに自動小しよう銃じゆう抱かかえていたり、十三で子持ちだったりと色々洒しや落れにならない感じの、生々しい体験が多かった匡平としては……その少女の儚はかなげで、何ど処こか浮うき世よ離ばなれした雰囲気がひどく印象に残っていた。

　こんな綺き麗れいで繊せん細さいな人間が、この世にいるのかと幼心にも驚おどろいた記き憶おくがある。

　実を言えば……その少女の細かな顔立ちや、どんな会話をしたのかは、その後の記憶に押し流されてあまり覚えていない。だが、少女のまとっていたその独特の空気感だけは未だに匡平の脳裏に残っている。

　まるで童話の中のお姫ひめ様さまみたいな……

（……そういえば）

　あの少女は金きん髪ぱつ碧へき眼がんではなかったか――

「――どうしたキョウヘイ。手が止まっているが、夕食の支度は済んだのか？」

　問いかけてくる声に、思考の海に沈しずんでいた匡平はハッと我に返った。

　振り返ってみれば既すでにパミルが食しよく卓たくについて料理を待っている。

　倉庫の片隅にあるキッチン、もとい調理道具の集められた空間――そこで匡平は夕食の支度をしていたのである。

「……とと」

　ぼんやりしていたのは恐おそらく一分にも満たない時間だろう。フライパンの上で既に焼き上がり、焦こげ始める寸前のハンバーグを、匡平は慌あわてて皿に移した。

　隣となりで煮にていたニンジンのグラッセも丁度良い感じなので火を止めて皿へ。最後に刻みキャベツを盛りつけて出来上がり。

　先に温めてあったコーンスープや御ご飯はんを鍋なべごと食卓に運ぶと――これらはそれぞれが好き勝手に自分の器に取るのが南部家の作法である――とりあえず夕食の準備は全て終しゆう了りようだ。

　並んだ料理を前にパミルは満足げに頷うなずいた。

「ご苦労――それではいただきます、だ！」

　やっぱりその口調は無意味に偉えらそうである。

　まあ某ぼう王おう国こくの姫ひめ君ぎみの替かえ玉アンドロイド（自じ称しよう）なのでいちいち言動が偉そうな仕様なのかもしれないが――

（大体アンドロイドの癖くせに人並みに食ったり眠ねむったりするし）

　ナイフとフォークを使って器用にハンバーグを切り分け、小さな口へ運ぶパミル。

　もぐもぐもぐもぐ――と妙みように一いつ生しよう懸けん命めいな感じで咀そ嚼しやくする様は、まるでリスとかハムスターが餌えさを食べている姿にも似て、妙に可愛かわいらしい。これまた仕様なのか、育ちのせいなのか、普ふ段だんはどちらかというと表情変化に乏とぼしい少女なのだが――こういう時のパミルは何とも幸せそうで、匡平としても料理の作り甲が斐いがある。

（……そういやこいつも金髪碧眼だっけ）

　想い出の少女と同じ髪かみと眼の色。

　雰囲気が全然違ちがうので比べてみた事も無かった――というかまあ、異性云うん々ぬんの話が出るまでは件くだんの少女の事も殆ほとんど思い返す事は無かった訳だが。

　もしあれが匡平の初はつ恋こいだったとしたら。

（うーん……？）

「どうした匡平。食べないのか？」

　不意に声をかけられて、再び匡平は我に返る。彼が料理に手をつけていないのを不ふ審しんに思ったらしく――パミルが宝石のように大きく蒼あおい眼を怪け訝げんそうに瞬まばたかせていた。

「食べないならキャロットのグラッセは私が貰もらうぞ？」

「……王女の替え玉アンドロイドの癖に、結構、食い意地張ってんな、おまえ」

「む？　変か？」

「いやまあ……いいけど」

　ニンジンのグラッセをパミルの皿に移してやりながら匡平はぼんやりと考える。

（……異性……恋こい……ねえ……）

　まるで始めて聞く異国の言葉のように……それらは匡平の中で落ち着き場所も無く、ふわふわと漂ただよっているばかりだった。
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「――そういう訳で」

　何処か期待感を漂わせた微び笑しようを浮うかべつつ峰部蓉子は言った。ポニーテールのよく似合う活発そうな少女である。

「いよいよ明日ね」

　教室の壁にぶら下がっている時計が指し示しているのは、午後の一時十分。

　お昼休みの時間である。

　教室の机を二つくっつけて作った即そく席せきの食卓を、パミルと村田早苗とその友人の蓉子の三人がそれぞれ昼食を持ち寄って囲んでいた。

「む？　何が明日なのだ？」

　首を傾かしげるパミル。ちなみに夕食の余りが在る時は、彼女の分まで匡平が弁当を作ってくれるのだが、今日は早苗と同じく購こう買ばいで買ったイチゴジャムパンをかじっている。

「ホワイトデイ！――よ」

　蓉子の和製英語発音でも一応は通じたらしい。パミルはオウム返しに尋たずねた。

「White day?　白い日とはなんだ」

「ああ。そうか」

　苦笑する蓉子。

「パミルは日本のそういう風習とか、よく知らないんだっけ」

「む。英語なのに日本の風習なのか」

　とパミル。肩かたを竦すくめて蓉子は頷いた。

「バレンタインデイと対になってるからそう言ってるのよ」

　ちなみにホワイトデイというのは基本的に日本の習慣である。

　日本からの影えい響きようで韓かん国こくや台たい湾わんでもホワイトデイは在るようだが……少なくともバレンタインデイと違って欧おう米べいにホワイトデイの風習は無い。

　パミルが知らないのも当然ではあった。まあ彼女はバレンタインデイですら知らなかった訳だが。

「バレンタインデイにチョコを貰った男の子が、異性にキャンディーとかマシュマロとかでお返しするって日――」

　と、そこで言葉を切って。

「なんだけどね？」

　蓉子は、何やら意味ありげな視線を傍かたわらの早苗に向ける。

「よ……蓉子ちゃん？」

「果たして南部先せん輩ぱいはどうするのかなぁって。楽しみねえ。ねぇ――早苗？」

「……！」

　呼吸困難の金魚のように口をぱくぱくさせながら早苗は真っ赤になった。

　村田早苗。

　今時まず見かけないくらいの見事なおかっぱ頭に、特注したのかと尋ねたくなるようなまん丸レンズの眼鏡。『私地味です』と逆に看板背負って歩いているような感じの少女である。

　ただしよく見ると決して顔立ちそのものは不細工ではない。艶あでやかな雰ふん囲い気きは確かに無いのだが、和風美人というか――楚そ々そとした清らかな雰囲気がその目鼻立ちにはあった。

「むむ？　その白い日には、キョウヘイ――もといお兄ちゃんが何かするのか？」

「いや。だからお返しが来る訳でしょ」

　と蓉子。

「まあ南部先輩がホワイトデイそのものを、忘れてる可能性も無い訳じゃないけど……先輩、割と義ぎ理り堅がたそうだから、きちんとお返ししてくるんじゃない？」

「そ……そうかな……」

　早苗が俯うつむきながら言う。

　顔は更さらに紅あかくなっていて……彼女の頭の上にヤカンを置いたら瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうしかねない感じである。

「まあ私のいかにもって感じの義理チョコはともかく……早苗のは手作りだし、かなりインパクトあったしね。ちゃんと本命って分かるんじゃないかな？」

「……そ……そそ、そうかな……」

「マシュマロかな？　クッキーかな？　あるいは……」

「……あるいは……？」

「ステディリングだったりしてねー？」

「…………！」

　許容限度（何の？）を超こえてくらっときたのか、一瞬、早苗の上半身が傾かたむき――しかし心得た様子で手を伸のばした蓉子が、早苗の襟えり首くびを掴つかんで引き戻もどした。

　そんな早苗と蓉子の様子をパミルはしばし不思議そうに眺ながめていたが――

「すると私にもお兄ちゃんはホワイトデイするのか？　私もバレンタインしたのだが」

「身内はちょっと微び妙みようっぽいけどねえ」

　とまた苦笑する蓉子。

「でも早苗の場合は――」

「も、もう……いいじゃない、この話題は……！　そ、それより、次の授業の……」

　何かを振ふり払はらうかのように、手をぶんぶんと振って、早苗が言う。

「むむ？　今一つ話が見えないのだが。身内には感謝の意を表現してはいけないのか？」

「――ああ。パミルはバレンタインデイをそういう風にとらえてた訳ね」

　一瞬、怪け訝げんそうな表情を浮うかべてから、蓉子は頷うなずいた。

「まあ娘むすめが父親に渡わたしたり、会社の部下が上司に渡したりするのはそういう意味合いが強いけど――好きな人、異性に、チョコを贈おくるのがまあ事実上、日本のバレンタインデイの風習よね」

「好きな……人？」

「ぶっちゃけ、恋こい人びとになりたい人」

　と蓉子。

　勿もち論ろん、彼女は軽い調子で言ったのだが――

「むむむむ？」

　何が引っ掛かかったのか……パミルは腕うでを組んで真しん剣けんな感じに思案し始める。

　一瞬、蓉子と早苗は顔を見合わせた。

　まさかパミルがこんな反応を示すとは思ってもみなかったのである。

「いやまあ――家族とかは別だけどね。パミルは先輩の妹なんだからあんまり細かい事は気にしなくてもいいんじゃない？」

　慌あわてて取り繕つくろうように言う蓉子。

　だが――

「結局、それでは妹にはバレンタインデイやホワイトデイは関係のない風習なのか？　私もキョウヘイ――もといお兄ちゃんは好きだぞ？　お兄ちゃんは好意に値する」

　臆おく面めんもなくきっぱりと断言するパミル。

「ま……まあ、一いち概がいに関係ないとは言い切れないけど」

　やや気け圧おされた感じで蓉子は言った。

「でも、パミルのチョコは、早苗の渡したチョコとじゃ意味合いが違ちがってくるかな」

「むむむ？」

　ナゾナゾをかけられたようで、いまいち意味が読み取れずパミルは眉まゆをしかめる。

「……妹の私には関係なくて、早苗なら関係があるものなのか？」

「そ……そう。そうそう」

　念を押おすように蓉子。

「だからパミルは南部先せん輩ぱいと早苗が良い雰ふん囲い気きになるのを邪じや魔ましちゃ駄だ目めだからね」

「ちょ……蓉子ちゃん!?」

「むむ。邪魔？　邪魔するなとは――」

　これまた首を傾かしげて悩なやみ始めるパミル。

　どうもこの手の話についてパミルはとことん知識が無いらしい。あるいは単に察しが悪いのか。

　蓉子は溜ため息をついてから言った。

「だから、二人が付き合う事になったら野暮はナシって事よ。あんたは妹なんだから」

「よ、蓉子ちゃん……もう、この話、止めよ……？　じゃ、じゃないと私………」

　何処から出したのか、藁わら人形と五ご寸すん釘くぎをぎゅっと握にぎりしめて早苗。今にも五寸釘を人形にぶち込みそうな雰囲気である。彼女なりの恥はじらいらしい。

「呪のろうなっ！　とにかくそういう事だから」

　さすがにこれ以上話を続けるとややこしい方向に行きそうなのを察したのだろう。さっさと切り上げる蓉子だったが――

「むむむ……」

　パミルはまだ唸うなっていた。
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　基本的に匡平とパミルは一いつ緒しよに登下校する。

　匡平は特に部活にも入っていないしこれはパミルも同様だ。なので大体の時間と場所を決めて待ち合わせて一緒に帰る事が多い。

　瑞人や他のなんぞは『兄妹で仲いいねえ』などと面白がってからかってくるが、匡平に言わせるとこれは彼等が期待しているよーな理由からではない。

　うっかり眼を離はなすとこの常識欠落電波娘が何をしでかすか分からない為ためだ。

　青果店の店先で売り物のリンゴをいきなり手に取って囓かじるくらいは未まだ可愛かわいい方で――窃せつ盗とうというにはあまりに堂々としているからか、その場で謝って金を払えば、まあ大たい抵ていは許して貰もらえる――パミルの場合、何かの拍ひよう子しに破は壊かい光線とか電でん撃げきとか出して器物損そん壊かいだの殺人未み遂すいだの起こしかねない。

　そしてもし警察沙ざ汰たになりでもすれば、戸こ籍せきやら何やらも調べられて――色々とまずい感じの事が明るみに出かねない。

　平へい凡ぼんで平和な生活を望む匡平としては、それは何より避さけたい事態であった。

　そういう訳で匡平はパミルが余計な騒さわぎを起こさないようにと、一緒に登下校して見張っている訳だが……

「……パミル？」

　はっと気がつくと――数秒前まで彼の傍かたわらを歩いていた筈はずの『妹』の姿が無い。

「ってまた何か……」

　慌てて辺りを匡平は見回す。

　夕陽の色に染まる商店街の風景。

　その中に……買い物客や下校途と中ちゆうの生徒たちが行き交かっている雑ざつ踏とうの中に、何故か一人ぽつんと立ち尽つくすような姿のパミルを彼は発見した。

「パミ……」

　呼びかけようとして――

「……ル……？」

　何かいつもと様子が違ちがう。

　物思いに沈しずむかのような横顔に色いろ濃こい影かげが落ちている。伏ふし目がちにうつむいたパミルの視線は、ショーウインドウの向こう側にある何かを見つめているらしかった。

「…………」

　茜あかね色いろの光を弾はじきながら、風にさらさらと揺ゆれる金色の髪かみが、ひどく儚はかなげな印象を生んで――

（……あ）

　それは遠い記き憶おくの中の少女と重なった。

　ぼんやりと立つパミルの姿は、まるで一枚の絵画のような――あるいはセピアに色いろ褪あせた写真のような風情があった。

　自じ称しよう・王女の替かえ玉。

　故に……

（黙だまってると、本当のお姫ひめ様さまみたいなんだよな……）

　その横顔には確かに典てん雅がな美しさが在る。

　何だか声を掛かけにくくなって匡平はしばらくパミルの姿を見守っていたが――

「………うん？」

　パミルの視線の先にあるものに気付いて匡平はぎくりと身を強張らせた。

　洋よう菓が子し店のショーウインドウ。

　硝ガラ子スの向こう側には大きなメッセージボードが飾かざり付けられて置かれていた。
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　そこには――




　ホワイトデイ・フェア

　贈おくりましょう

　貴方の『好きだよ』を包んで

　大切な彼女に




　――などと、見ただけで背中が痒かゆくなってきそうなキャッチフレーズが丸っこい少女文字で書かれている。

　まあこういうものはベタな方が訴そ求きゆう力りよくが在るのかもしれないのだが。

（……まあパミルにも貰いはしたんだよな）

　バレンタインデイ。

　そもそもパミルから贈られたのはチョコレートですらなかったのだが……まあこういうものは気持ちが大事なのであって、品の高い安いや美味い不味いではない。

　とはいえ……

「…………」

　想い出の中の少女に似ていたからか。

　異性――という単語が匡平の意識に浮うかび上がってくる。

「――む？」

　待つ事三分余り。

　ようやく匡平の視線に気付いたのかパミルがこちらを振ふり返ってきた。

「む、すまん。ちょっと考え事をしていてな……足が止まってしまったのだ」

「あ……いやまあ……別に構わないけど」

　頬ほおを掻かきながら言う匡平。何故かパミルの蒼あおい瞳ひとみを見るのに躊ちゆう躇ちよを覚えて、彼は少女の貌かおから視線を外した。

「……まあ……その……なんだ。何か甘あまいものでも……食べたいのか？」

　言ってから匡平は猛もう烈れつに後こう悔かいした。

　何というか、この場でこのタイミングでそんな事を尋たずねるのは、いくらなんでも白々しいというか――必要以上に意味ありげな台詞せりふに聞こえてしまう。

「ぬ……？」

　案の定、パミルは怪け訝げんの表情を浮かべた。

「ふむ……微び量りようながらもブドウ糖、グルコースは生体部品に必要な活動エネルギーだからな、摂せつ取しゆする必要が」

　などといつもの口調で滔とう々とうと述べて。

　しかし急に――

「あるのだが……その……」

　勢いが萎しぼむ。

　一いつ瞬しゆん、彼女が蒼い瞳を向けたのは、硝子の向こうに飾られたメッセージボードである。

「………」

「………」

　何やら妙みように気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　実際にはそれなりに人通りのある商店街の真ん中なのだが――世界が自分とパミルだけになってしまったかのようで、妙に息苦しい感じがする。

「あー……まあ……その」

　しばしの沈黙の後、ようやく匡平は当たり障りの無い台詞を絞しぼり出した。

「帰る……か？」

「う……うむ……そうだな」

　何処かぎくしゃくした口調で台詞がお互たがいに交わされて。

　どこかぎくしゃくした様子を引きずりながら二人は再び連れ立って歩き始めた。
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　――でもって。

「…………」

　そんな匡平とパミルの様子を物もの陰かげからじっと見張る眼があった。正確に言えば眼鏡越ごしにであるが。

　早苗である。

　元々早苗の家はこちら方向ではないので、パミルや匡平と一いつ緒しよに下校を始めても途と中ちゆうで別れる事になる。

　だが匡平の事が、思し慕ぼの対象というか、ぶっちゃけスキスキ大好きストカっちゃうくらいに好き――な早苗としては、素直に別れて家に帰る筈はずも無く。二日に一度はこうして南部邸ていまで後をつけていったりもしている。

　まあそれはさておき。

「……先せん輩ぱい…………」

　ふらりと電信柱の陰かげでよろめきながら早苗は呻うめくように言った。

　そもそも今日の昼休みから不ふ吉きつな予感はあったのだ。

　早苗が匡平に渡わたしたチョコに対してパミルが何処まで理解しているのかは判らない。だがバレンタインの意味について本当の事を知った時のパミルの様子が変――なのはまあいつもの事だがいつにも増して――だったのはさすがに早苗も気付いていた。

（もしかしてパミルちゃんも――？）

　そんな不安にかられて二人を監かん視し、もとい観察していたのだが。

　勿もち論ろん二人の会話は傍はたから見ればちょっと風変わりな兄妹の何気ないやりとりである。

　だが軍用衛星さえも凌りよう駕がする恋こいする乙おと女めの超ちよう高こう感かん度どセンサーは、二人の間に漂ただよう微び妙みような空気をきっちり察知していた。

「そりゃあ………ちょっとは二人の事を疑ったこともあったけど……でも、でも、やっぱり兄妹だし……何もないかな、って、思ってたのに……でも……でも先輩は素敵な人だから……パミルちゃんが好きになるの……判るし………！」

　あれだけ格好が良くて優しくて素敵で非の打ち所がない（早苗の脳内認識）匡平だ。たとえ兄妹という立場が在っても異性として惹ひかれるのは無理からぬ話……！

　思わず愛用の藁わら人形をぎゅっと握にぎって早苗は身を震ふるわせた。

　考えが甘あまかった。

　バレンタインを通じて二人は急速に接近（早苗視点）、今にも禁断の園への扉とびらを開かんばかりにお互いを意識しあっているのだ（早苗判断）……！

　思わず藁人形に『お兄ちゃんラブ禁止』とか何とか書かれたお札を貼はり付けて五ご寸すん釘くぎをぶち込もうとして――しかし早苗はふと我に返って手を止めた。

「…………」

　駄だ目めだ。

　パミルは……数少ない早苗の友達だ。ついうっかり呪のろってしまう事はあっても確信的に呪うなんてとても出来ない。

　だが……

「……先輩」

　そういえば匡平は特にホワイトデイの準備をする様子が無い。ここ数日は特に何かそれらしいものを買った様子も無い。まさかいくら匡平でも手作り御お菓か子しをホワイトデイに持ってきたりはしないだろうし。

　となると……

「……やっぱり……駄目だったのかな……」

　じわりと早苗の眼が潤うるむ。

　同時に早苗の脳内ではかなり暴走気味の妄もう想そうが展開されていたりなんかして――

　…………

「――パミル」

　そっと名を呼ぶ優しい声。

　振ふり返ったパミルはそこに微ほほ笑えむ兄の姿を見る。兄はいつにも増して柔やわらかな表情でパミルの方に手を伸のばしてきた。

「あっ……」

　驚おどろく間もあればこそ。

　パミルの小こ柄がらな肢し体たいは匡平の腕うでの中にするりと抱だき締しめられていた。

「ホワイトデイ……何がいい？」

「そ……それは……」

　真っ赤になりながら俯うつむくパミル。

「それは？」

「……お……お兄ちゃんが……くれるものなら……なんでも……」

　匡平の胸に頬ほおを押おし付けながらパミルは蚊かの鳴くような声で言う。そう。匡平がくれるものなら何だって嬉うれしい。クッキーでもマシュマロでもいい。高くても安くてもいい。食べ物でなくてもいい。

　いや――物ですらなくても……

「何でも――か。これは難しいな」

「……そ……そう？」

「遠えん慮りよせずに言ってごらん。何が一番欲しいんだ？　ちょっとやそっとの無理は聞いてやれる積もりだぞ？」

「……本当？」

「ああ」

「じゃあ……」

　パミルは胸むね一いつ杯ぱいに兄の匂においを吸い込んで囁ささやくように言った。

「お兄ちゃん……が……欲しい……」

「パミル。お前……」

「…………」

「…………」

　するりと滑すべってきた匡平の掌てのひらがパミルの頬に添そえられる。匡平から一いつ旦たん身を離はなしたパミルは匡平の手に促うながされるまま、わずかに上を向き……そっと眼を閉じた。

　重なり合う影かげと影。

　やがてその上にぱさりと脱ぬぎ捨すてられた服が落ちて――

　…………

「あああああああああああああああ」

　自分の妄想に自分で悶もん絶ぜつする早苗。

　そう。それなら匡平がホワイトデイのプレゼントを何ら用意しない事にも筋が通るというもの……！（早苗的思考）

「そんな……そんな事って……そんな事って……ひどいッ……！」

　自らの脳が紡つむぎ出す想像に勝手に打ちのめされながら、くるくると回り地面に座り込んでしまう早苗。

　そんな彼女の脇わきを――

「ママ。あのお姉ちゃん――変」

「しっ。指差しちゃいけません」

　などとひそひそ会話を交わしながら買い物帰りの親子が通り過ぎていった。
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　ふと思い立ってアルバムを本ほん棚だなから引っ張り出す。以前パミルのビームが直ちよく撃げきして一部焦こげたアレだ。

「やっぱ……無いか」

　想い出を逆さまに辿たどりながらぱらりぱらりとページをめくっていくものの……記き憶おくに焼き付いていた少女の写真は一枚も残っていない。先のパミルのビームで焼けた写真は大たい抵ていネガから焼き直した筈はずだが――数少ないポジしかない一枚であったのか、それとも元々写真など撮とっていなかったのか。

「親父が帰ってきたら聞いてみるかな」

　比ひ較かく的てきヨーロッパ方面を回る事は少なかった筈だから、あるいは周平も覚えているかもしれない。

　曖あい昧まいな記憶を辿りに辿れば……少女の背後には何やらお城めいた建物が背後に見えたような気もするのだが。

　あれは一体何処だったのか。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　そこまで考えて匡平は自じ嘲ちよう気味にそう呟つぶやいた。あの少女の事をはっきりと思い出せた処でどうなるというのか。大体――印象に残っているというだけで、あれが本当に匡平にとって初はつ恋こいかどうかすら定かではない。

「恋れん愛あいねえ……」

　ベッドの上に横になりながら呟いてみる。

　脳裏を過よぎるのは下校途と中ちゆうに見たパミルの姿だ。じっと熱心にホワイトデイのキャッチコピーを見ていたのは……あるいは。

（そういう眼で見た事は――まあ無い訳じゃないけども）

　何しろ最初は素すっ裸ぱだかで出てきた訳で。

　さすがの匡平でもパミルの事を嫌いやでも異性として意識せざるを得ない。だが、だからといって性欲そのものと恋愛をごっちゃにするのは何かとまずかろうし――

「うーん……」

　とにかくパミルの様子が今日一日おかしかったのは事実である。

　匡平としては、何となくこの奇き妙みようなパミルとの同居生活が、現状のままずっと続くような気がしていたのだが……互たがいの立場と認識が変わればそれは、あるいは変化を余よ儀ぎなくされる訳で。

　もしパミルが匡平の事を異性として意識しているのだとすれば――

「どうしたもんだかな」

　寝ね返がえりを打ちながら匡平は呟いた。
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「………」

「………」

　朝である。

　すかん、と気持ちいいくらいに晴れた青空が頭上に広がっている。

　なのに――匡平とパミルの間に流れている、この微び妙みように緊きん張ちようした空気は何なのか。

　早朝で人の影がほとんどない直線の道路を、二人は肩かたを並べてずっと無言で歩いている。

「…………」

　匡平は、パミルと自分との間の距きよ離りがいつもより少しばかり離れている事に気づいていた。むしろ自分もホワイトデイうんぬんの話があって、意識している所もある。

　しかし、こうも気まずい空気が長く続くと、さすがに疲つかれが背中にのしかかってくる。

　そんな三月十四日の登校風景の中――

「……おはよう……ございますぅ……南部先せん輩ぱい………」

「うお!?」

　四丁目の角にある真っ赤な郵便ポストからひどく憔しよう悴すいした様子の早苗が幽ゆう霊れいさながらの雰ふん囲い気きを漂ただよわせて顔を出した。

「む、村田さん……？」

　驚おどろきの表情で早苗を見る匡平。

　何というか……早苗はひどくやつれた感じがした。髪かみの毛は乱れているし。眼鏡の奥おくの眼には隈くまができているし。少なくとも昨晩一いつ睡すいもしていないのは間ま違ちがいない。

「ど……どうしたの？」

「……ちょっと……その……夢見が悪かったというか……何というか……」

「はあ……」

　その程度でここまでやつれたりするものだろうか。

「まあ……折角だし一いつ緒しよに行こうか」

　と匡平。彼としても、一緒に早苗が登校してくれれば、パミルと二人で重苦しい空気を背負い込み続けなくて済むので有り難い。

「あ……はい……」

　力なく頷うなずく早苗。

　そんな彼女を見つつ……ふと思い出して匡平は鞄かばんを開いた。

「あ。そうだ、村田さん――これ」

　言って彼が取り出したのは。

「……あ」

　眼を瞬まばたかせて匡平の掌てのひらに載のっているものを見つめる早苗。それは綺き麗れいにラッピングされた小箱だった。

「せ……先輩……これ……まさか」

「いや。その。まあお返しって事で」

　と匡平。

「瑞人が――俺とよく一緒につるんでるあの変な奴やつ知ってるよね。あいつが洋食屋で働いててさ。この時期にはちょっと凝こった御お菓か子しを作るんだよ。だから押おさえておいて貰もらったんだ。まあ――味は保証済みだから」

　頬ほおを掻かきながらそう言う匡平を、早苗はふるふると震ふるえながら見ていたが――

「あ……有り難う御ご座ざいます！」

　ぎゅっと箱を握にぎりしめて叫さけぶように言う早苗。

「あ、よ、喜んで貰えると、嬉うれしい……よ」

　早苗の予想外の喜びように、思わず気け圧おされながら微び苦く笑しようを取り繕つくろう匡平。

　勿もち論ろん――彼は知らない。

　早苗が勝手に妄もう想そうを膨ぼう張ちようさせ暴走させそれに打ちのめされていた事や、『所しよ詮せん、私のチョコの事なんか覚えて貰えてなかったに違ちがいないのよ』とか自じ虐ぎやくしまくって一人鬱うつ入っていた事も。

　勿論、匡平が渡わたしたのは結局は当たり障りの無い、普通の御菓子な訳だが、元々『お返しすら無いに違いない』と思い込んでいた早苗としては、きちんと匡平が彼女の事を忘れずにいてくれただけでも感激ものだったのだ。

　ただ……

「……そうだ。パミルも」

　言って匡平はパミルにも同じ箱を取り出して渡す。

　だが――

「……駄だ目めだキョウヘイ」

　首を振ふってパミルは言った。

「は？」

「私はそれを受け取ってはいけないのだ」

「何言ってるんだ、お前は」

　顔をしかめて言う匡平。

　だが――

「ホワイトデイは妹には関係ないのだ。それを受け取ったら妹ではいられなくなってしまうではないか」

「……って。だから一体何を言ってるんだ、お前は」

「私はお前の『妹』としてお前の近くに居る事を許されているのだから――でも」

　しゅんと俯うつむくパミル。

　そこで――ようやく匡平は理解した。

「ああ……そういう事か」

　パミルは恐おそれていたのだ。

　匡平の『妹』としての立ち位置。

　それが何処にも行く当てのない彼女にとって唯ゆい一いつの居場所なのだ。

　だから自分達の関係性が変化してしまえば、自分の居場所まで失われてしまうのではないかと恐れたのだろう。

　王女の替かえ玉アンドロイド。

　革命による王国政府の消しよう滅めつ。

　彼女は……かつて自分の存在理由を失っている。だからこそ自分の立ち位置について神経質になっているのかもしれない。

「いいんだよ、受け取っても」

　苦笑を浮うかべながら匡平はパミルの胸元に箱を押し付けた。

「むむ？」

「お前が妹でいたけりゃそれでいいの。たかが御菓子一つ、イベント一つだろ。それで何かが変わるなんて――無理に思い込む必要なんてねーんだよ」

「……そう……なのか？」

　きょとんとした表情で言うパミル。

　匡平は小さく溜ため息をついた。

　誰も彼も――まあ匡平自身も含ふくめて――余計な事を考えすぎだ。きっかけとしてバレンタインデイやホワイトデイを使うのはいいとしても、それに振り回されては本ほん末まつ転てん倒とうというものだ。
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　誰かを好きになったりならなかったりは、もっと自然な方がいい。自分のペースで、自分のタイミングで。

　だから……

「行こうか。もうすぐ予よ鈴れいだよ」

　苦笑混じりに言う匡平。

「あ――はい」

　早苗は即そく座ざに頷うなずき。

　そして――

「うむ」

　パミルは大きく頷いた。







第二章　見たいの







　そっとベッドの縁ふちに腰こし掛かけて――少女は匡きよう平へいを見つめていた。

　わずかな衝しよう撃げきでも折れてしまうのではないか……？　そんな不安を呼び起こす程に細く華きや奢しやな少女の身体。白いワンピースに包まれたそれは――まるで無ぶ粋すいな包装が剥はがれるのを待つ宝石の様にも見える。

　匡平は腕うでを伸のばし少女の肩かたを掴つかんだ。

「――パミル」

　胸にこみ上げてくる息苦しい感覚を何とか抑おさえ込み、彼は囁ささやく様に言った。

「正直に答えてくれ……お前の本気の答えが聞きたいんだ」

「む………」

　絹糸のような金色の髪かみがさらりと揺ゆれる。

　薄うす暗ぐらい照明の中でそれは、自ら光っているかの様な艶つややかさを示していた。

　宝石を思わせる透とう明めい感をたたえた青い瞳ひとみが匡平を真っ直すぐに見つめる。

　何の躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無い無む垢くな瞳。

　それがまた匡平を不安にさせる――

「……パミル」

　緊きん張ちようと不安でかすれた声で、匡平はパミルに向かって問いかけた。

　ゆっくりと……大切な一語一語を、相手の意識に染み込ませようとするかの様に。

「……十世紀に成った、千百種を収める歌集の名を何という？」

「ギリシャ詞し華か集しゆう」

　至し極ごく真面目に即そく答とうするパミル。

　だが――

「不正解」

　冷たくそう告げる匡平。

　そんな彼に眼を丸くしてパミルは言った。

「ち……違ちがうのか!?」

「違う」

「むむ。しかしだな。ギリシャ詞華集は確かに紀元十世紀に――」

「パミル」

　溜ため息をついて匡平は微び苦く笑しようを浮うかべる。

　そして――

「――今やってるのは日本史だッ!!」

　机の上に置いてある日本史の教科書を指さして、匡平は喚わめいた。
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　話は六時間ばかり遡さかのぼる。

　購こう買ばい部ぶのパンでほどよく腹を満たし、襲おそい来る眠ねむ気けとの熾し烈れつな闘いが繰くり広げられる五時限目の授業。

　それは匡平が愛して止まぬ平和で平へい凡ぼんで普ふ通つうな授業風景である筈はずだった。

　教師がいらん事を言うまでは。

「――ここまでの範はん囲いは期末テストに出すからな。しっかり復習しておくように」

　黒板をチョークでこつこつと叩たたきながらそう宣のたまう教師。同時に教室のそこかしこで「ぎゃー」とか「うええぇ」とか――微び妙みように力の抜ぬけた生徒達の呻うめき声が上がる。

　まあ教師の側にも学習指導要領とかノルマとか色々在るのかもしれないが……直前でいきなり試験範囲を拡大されたら、受ける側としてはたまったものではない。

　とはいえ……ここまでは匡平にとって想定の範はん囲い内ないではある。

　年度末に教師が駆かけ足授業をするのは程度の差こそあれ毎度の事である。別に今いま更さら、慌あわてる様な事ではない。

　だが……

「……期末テスト……？」

　口にしてみると舌の上に残るこの不安感は何なのだろうか？

　ちなみに匡平の場合、学業成績そのものについては特に不安は無い。

　平凡無個性、平均的な人間である事を至上の幸福としている匡平は、授業は真面目にこなしているし、宿題課題の類たぐいもそつなくこなしている。その結果として学力も問題ない程度に維い持じされているのは当然であった。

　なのに何故……？

「やんなっちゃうよなあ――期末テスト。あんな地味なイベントに何の意味があるんだか、さっぱり判んねーよ〜」

　心底うんざり――といった感じで隣となりの席の瑞みず人ひとが囁ささやいてくる。

　響ひびき瑞人。

　ヘアスプレーで赤く染めた髪。カラーコンタクト使用の緑瞳。頬ほおから首にかけて施ほどこされた入れ墨ずみ。これでもかこれでもかええいこれでもか――って位に派手な少年である。

　大たい抵ていの場合にこういう格好は不良化の始まりであり、比例して成績が急激な下降線を示すものなのだが――瑞人に限って言えばむしろ逆。このファッション・ロッカーは学年でも五本の指に入る成績を維持しているというから、人間、見た目では分からない。

「だったら」

　じとりと横目で睨にらんで匡平は囁き返した。

「ロッカーらしく、学力主義の社会に反はん抗こうして、全部白紙で出してみろよ。目立つぞ」

「その手があったか！」

　ぽん――と手を打ち合わせる瑞人。

　だが次の瞬しゆん間かん、彼は驚おどろきの表情をにやりと不敵な笑みに切り替かえて言った。

「――ってその手は喰くわねえよ。成績落ちたら、周りがここぞとばかりに色々干かん渉しようしてくるのは間ま違ちがいないしな」

「ちっ――」

　舌打ちする匡平。

　瑞人はこういう細かいところで変に聡さとい。

　まあ確かに瑞人の奇き行こうについて周りが何も言わないのは『学生としてやるべき事は全て過不足無くしている』からだ。

　要するに高い学力を保持するのは彼の求めるライフスタイルに必ひつ須すという事なのだ。そしてそれを瑞人も自覚している。

「それはそーとさあ、匡平。パミルちゃんの学力はどーなのよ、帰国子女っぽいし英語とか余よ裕ゆうっぽいけど他の教科は？」

「え………？」

　問われて匡平ははたと気づいた。

　パミルの学力？

「それかッ……！」

　不安感の正体に気付いて匡平は身を強張らせた。

　周平がでっち上げた戸こ籍せきの『南なん部ぶ晴はる美み』として、パミルが匡平と同じ学校に通い始めて早数ヶ月。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの彼女は嫌いやでも目立つが、それは人々の『常識』や『日常』からそう逸いつ脱だつするものではない。多少言動に変な部分が目立つが『まあ外国の人だしね』と周囲の人間は納得してくれていた。

　つまり本当の意味でのパミルの異質性――眼からビーム出したり、走るトラックを片手で止めたりする様な、『外国の人だしね』で片付けたら諸外国から猛もう烈れつに抗こう議ぎを受けそうな異常ぶりは、未まだ周囲の人間には知れ渡わたっていない。

　しかしそうした秘密は常に綱つな渡わたりの様な危うい均きん衡こうの下に守られてきたものだ。

　期末テストという誤ご魔ま化かしようの無い『制度』がパミルの異常性を暴いてしまう可能性は無視出来ない。

　つまり――

「これは確認しておく必要があるな……」

　匡平は呟つぶやいた。
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　大たい概がいの場合において……パミルは匡平の予想を裏切る。それはもう見事な位に予想の、それも斜ななめ下した辺りを行く。行ってしまう。

　まあそういう訳で――

「…………」

　今日も困こん惑わくして唸うなる匡平が居る訳だが。

　南部邸てい。

　倉庫を改造して作った――というより倉庫の端はしに辛かろうじて生活空間が確保されているだけの場所である。仕切り壁も間取りもへったくれもない広い空間には、何やら正体の知れない荷物がそこかしこに積み木の様に積み上げられていて、一種異様な光景になっている。

　でもって。

　今匡平達が居るのは、匡平が自室と呼んでいる――ベッドや机といった最低限の生活用家具を持ち込んだ、倉庫全体を見下ろせる張り出し部。

　そこで机の上に教科書を積み上げ、『テスト勉強』と称しようし匡平はパミルの学力調査中。

　なのだが――

「白玉三個と黒玉六個の入った袋ふくろから玉を一個ずつ、最終的に二個取り出す。ただし取り出した玉を袋に戻もどさないとして、求められる定義は……」

　と、軽く試すつもりで問題を出せば。

「始めに白玉が出る事象をA、黒玉の場合をBと考えた場合、n（A）＝3×8＝24、n（A⊂B）＝3×6＝18。つまり、Pa（B）=n（A）/n（A⊂B）＝24/18＝4/3となるが、その問いの条件に限り確率Pa（B）=2+6/6=8/6＝4/3とも答えられるな」

　顔色一つ変えず、即そく座ざにパミルは――まるで明日の天気を語る様な調子で答える。

　勿もち論ろん、正解だ。完かん璧ぺきと言っていい。模も範はん解答をそのまま読み上げている様な完全無欠ぶりだった。

　こんなやり取りがすでに科目を取とり替かえ引ひき替かえしつつ、小一時間ほど変わらぬ調子で続いているのだ。

　はっきり言ってパミルの前では数学、化学、物理に英語……それらの高校生向け教科書なんぞ何の意味も無かった。

「………お前……なにげに凄すごいな」

　と呻うめく様に言う匡平。

　ちなみに――パミルは匡平と向かい合ってベッドの縁ふちに座っているだけで手にはノートや教科書どころか、ペンの一本だって持っていない。

　つまりパミルは計算用紙も、参考になる書物すらも必要とせずに――それこそ機械の様に淡たん々たんと――完璧な答えを即座に出せるという事だ。

「む――そうか？」

　首を傾かしげるパミル。

「それしきの問題なら私の演算回路が瞬しゆん時じに答えを叩たたき出すぞ？」

　パミル。

　自じ称しよう『王女の替かえ玉アンドロイド』少女。

　その自己紹しよう介かいに対し匡平が未だ若干の疑念を抱いだいているのは――現在の技術ではそれはあまりに現実味が薄うすいからだ。

　パミルは人間と見分けがつかない。

　これは肌はだの質感が優すぐれているとか、単に二足歩行が出来るとか、そういう表層的なものではない。

　彼女の動作は人間のそれとしか思えない位に滑なめらかで自然だ。

　それは単に歩くとか手を伸のばしてものを掴つかむといった作業だけでなく、ちょっと首を傾げたりする僅わずかな仕草にも、単なる機械とは思えない生々しさが伴ともなっているという意味である。市し販はんされているお掃そう除じロボットやらペットロボがやっているような、壁を避さけるとか自発的にコンセントまで歩いていって充じゆう電でんするとか、そういった単純な――まさしく機械的な動作とは訳が違ちがう。

　はっきり言って不可能だ。

　彼女と同じように自然で多様な動作を可能とする為ためには、重心移動やら空間認識やらに絡からんで膨ぼう大だいな量の計算が――それもリアルタイムで必要になってくる。

　そんな演算を可能とする程のコンピュータとそれを二十四時間駆く動どうする為の電源を、このパミルの小こ柄がらな身体に詰つめ込むのは、とても現在の技術では無理だろう。それらの演算結果を現実に反映させる為のアクチュエータやらモーターやらを組み込む事を考えれば尚なお更さらの事だ。

　だからこそ匡平は彼女の自己紹介を『ゆんゆん電波ちゃんのちょいと捻ひねりが入った妄もう想そう』だと未いまだに思っている訳だ。

　だが……

（演算回路……）

　もし――万が一。

　それらの計算が実際に可能な超ちよう高こう速そく演算システムがこのパミルの中に在るのなら、確かに彼女の言う通り、高校生の数学なんぞ瞬時に答えが出ても驚おどろくに値すまい。

「……それじゃまあ……次の科目に行くぞ」

　若干ながら釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえながらも匡平は言う。今はパミルの正体云うん々ぬんよりも間近に迫せまった期末試験の方が重要事である。

　ただし――

「理系科目は問題なし。次は文系科目」

　そう告げる匡平の口調には自分でもそれと分かる楽観が滲にじんでいた。

　数学。物理。化学。ここまではほぼ完璧である。パミルが尋じん常じようならざる頭脳の持ち主である事は最早疑いようが無い。

　この調子ならテストなんぞは楽勝、どころか下手すれば全教科満点、学年一位も夢ではない――と匡平は思っていた。まあそれはそれで目立って困るのだが。

「まず――日本史な」

　まずは念のために小手調べ――などと考えつつ、匡平は中学生レベルの出題をした。

「大化の改新は何年だ？」

「………」

　返ってくるのは――静せい寂じやく。

　これまで間かん髪はつ入れずに即そく答とうしていたパミルが初めて沈ちん黙もくしたのである。

「パミル……？」

　怪け訝げんに思った匡平が改めて顔を上げると、きょとんとした表情で固まっているパミルの姿が見えた。

「タイカの改心とは、なんだ？」

「へ……？」

　思いがけず聞き返されて眼が点になる匡平。

　一いつ瞬しゆん、パミルか、匡平か、あるいは双そう方ほうが、何か聞き間ま違ちがえたのかとも思ったのだが――

「いやだから大化の改新――」

「タイカという男が何か悪い事をしてから、誰かに諭さとされ、その罪を償つぐなったのか？」

　困こん惑わくの表情でパミルはそう問うてくる。

「…………」

　絶句する匡平。

　だが……これは始まりに過ぎなかった。
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　――三十分後。

　絶好調だったパミルのテスト勉強は見事な位に暗あん礁しようへと乗り上げていた。

　古典。現代国語。日本史。

　文系の教科に対する知識がいずれも壊かい滅めつ的てきだったのである。

「西せい暦れき６０７年、聖徳太子が国交のため随ずいへ派は遣けんしたものは？」

　答えはもちろん遣けん隋ずい使しなわけだが――

「む。西暦６０７年と言えばベルグマン王国にモーナットの新記述が誕生した年だな。時の王ディガ・テリル・トリル・ベルグマンはその学術的発見を記念して王立アカデミーを」

　得意げにベルグマン王国の歴史を語るパミルの言葉を遮さえぎって、匡平は喚わめき散らした。

「だから、日本史だって言ってるだろ!?」

「むむ……しかしベルグマン王国では」

　食い下がってくるパミルに向かって、さらに匡平は言葉を覆おおい被かぶせる。

「ニッポンの試験にベルグマン王国についての問題は出て来ねーの！」

「むぅ……そうなのか。嘆なげかわしい事だ。しかし、そうなると六百年代はムハンマドがイスラム教を創始したという事くらいしか特筆に値する出来事は――」

「だから日本史だって言ってんだろが！」

　机の表面面積を埋うめ尽つくすほど広げられた……古典と現代国語と日本史の教科書と、それに付ふ随ずいしている資料プリント。

　それらはここ三十分ばかりの驚きよう愕がくと苦く悩のうの証しよう拠こでもあった。

「古文！　現国！　日本史に至るまで！　綺き麗れいさっぱり全ぜん滅めつじゃねえか!?」

　日本史の教科書を机の上へ放り出し、匡平は頭を抱えて喚いた。

「お前――転入試験はどうやってパスしたんだよッ!?」

「うむ、シュウヘイが校長とやらに何か言ったらパスになったぞ。見事な外交手しゆ腕わんだ」

　やっぱり転入試験も周平がアレしてコレ（婉えん曲きよく表現）していたらしい。

「………あのクソオヤジ」

　がっくりと脱だつ力りよくして、匡平は教科書山積みになっている机に突つっ伏ぷす。

　まあ周平の無茶な手腕に助けられた事も一度や二度ではないのだが、別にその必要が無い時まで裏技を使いたがるのは、色々な意味で問題だった。一度『正せい攻こう法ほう』という言葉についてあの不良中年に徹てつ底てい的てきに教え込む必要があるのではないだろうか。

（油断した……）

　まあ匡平がベルグマン王国の歴史なんぞ基本的に知らない様に、パミルにしてみても極東の島国の歴史なんぞ知っている道理は無いのである。

　考えてみれば流りゆう暢ちような日本語を操るせいでつい忘れがちになるが……パミルは常識というものが幾いくつも幾つも欠落している。匡平が知っていて当然と思う知識ですらまず疑ってかからないといけないのだ。

「まずい……非常にまずい……」

　他の教科――理数系が完かん璧ぺきなだけに、文系テストの出来の悪さが際立って目立つ。

　まあ彼女が赤点を取ろうが留年しようが本来ならば匡平が困る事ではないのだが――教師や周囲の生徒から必要以上に注目されるのは、やっぱりまずい気がする。

「パミル！」

「――む？」

　白く華きや奢しやな少女の肩かたをがしっと掴つかんで、匡平はパミルの碧あおい瞳ひとみを見み据すえた。

「頼たのむからきちんと日本史を覚えてくれ。このままだとまずいんだよ」

「まずいのか？」

　きょとんとした表情でそう尋たずねてくるパミルを前に――匡平は頭を掻かきむしった。

「まずくないとどうして思えるんだ、お前はッ!?」

「いや、しかし、そもそもテストとは本人の能力レベルを調べるためのものであろう？　ならば現段階でニッポンの歴史を知らぬのが私であって。答えを書けぬというのも、一つの答えであるからして……テストの点数を基に今後の勉強法を模も索さくするのが学習と――」

「くっ――」

　なんでこの全方位電波受信娘むすめはこういう時に限って正論を吐はくのか。

「いやだからニッポンの期末テストっていうのは……とにかく、教科書の内容をどれだけ暗記してるかっていうのを確かめる為ためのものでもあるんだよ。一定水準に達してないと色々不都合とかが発生するの。だから――今からでも遅おそくないから、日本史と古典の教科書をしっかり読んで、授業で配られるプリントの内容を暗記しろ！」

「しかし、暗記するだけでは理解したとは言えまい？」

　不審そうに眉まゆ根ねを寄せたパミルの言葉へ覆い被せる様に匡平は喚いた。

「だから！　そーゆー正論はいいから！　ニッポンの勉強ってのはそういうものなの！」

「む………そうなのか？　奇き怪かいな文化だな」

　パミルに言われたら色々な意味でお終しまいな気もするが――まあ確かに匡平だって日本の、知識の詰つめ込みに偏へん重ちようした学習制度には疑問を覚えないでもない。

　しかし……

「お前だって、郷に入っては郷に従えって前に言ってただろうが？」

「む……確かに」

　パミルは小さく頷うなずく。

「あい分かった。キョウヘイがそう言うのならば、暗記しよう」
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　そんなこんなで――翌日。

　二時限目が終わった直後の休み時間である。

　昨晩、匡平に『教科書の内容を頭に詰め込め！』と言われてから、パミルは律りち儀ぎに教科書を読み続けていた。

　ただし一人で――ではない。

　彼女の側には他に二人の少女の姿が在った。

　峰みね部べ蓉よう子こと村むら田た早さ苗なえ――パミルにとってはとりあえずクラスの中で最も親しい少女達である。「テスト勉強は大勢でやった方がはかどる」という蓉子の提案で、三人の少女は椅い子すを持ち寄って一つの机に集まっているのだった。

「蓉子。これはどう読むのだ？」

　古典のページに書かれている文字を指さして問いかける。

　白い指のなぞる文字を上からのぞき込んだ蓉子は手をぱたぱたと振ふった。

「ああ……それは菅すが原わらの道みち真ざねの詩ね。〈東こ風ち吹ふかば　にほひをこせよ　梅の花　主なしとて春な忘れそ〉……主人が居なくなっても季節を忘れず、花を咲さかせろよって梅の木に語りかけてるものなの。なんでそんな詩を詠うたったかって――詳くわしい事は、日本史が得意な早苗に聞けばいいわ」

　途と中ちゆうで解説するのが面めん倒どう臭くさくなったのか、そう言って早苗の方を見る蓉子。

「特に菅原道真は詳しいから」

「そうなのか？」

　パミルもくりんと首を回して眼まな差ざしを向けると――早苗はしどろもどろに喋しやべり出す。

「えっと………菅原道真さんはね……すごい才人で右大臣まで上のぼり詰めたんだけど………それを妬ねたんだ人の策略で……遠くの地に左さ遷せんされちゃったの。それで住み慣れた家を離はなれる時の切なさを詠ったもので」

「政権闘とう争そうに敗北した官かん吏りの捨て台詞ぜりふか」

　と身も蓋ふたもない事を言うパミル。

「でもねでもね」

　早苗が眼を輝かがやかせて――何故か――言う。

「菅原さんって凄すごいのよ」

　まるで近所の知り合いみたいな物言いである。続けて早苗は何処か明後日の方向を、夢見る少女の瞳ひとみで見み据すえながら言った。

「濡ぬれ衣ぎぬを着せられた菅原さんは……死後、日本史上最大級の怨おん霊りようとなって京の都みやこを呪のろい続けたのよ。飢き饉きんを起こしたり雷かみなりを落としたりとかして――凄い呪いの力よね……！」

「ほほう」

「今じゃ学問の神様って事で信しん仰こうを集めたりしてるけど……それって菅原道真ファンから見れば邪じや道どうだと思うの……！」

　拳こぶしを握にぎって力説する早苗。

「そうなのか」

「だって――菅原さんにあやかりたいって思うって事は、最後は権力闘争に敗れて左遷されないといけないのよ？　そこまで真ま似ねないで中ちゆう途と半はん端ぱに、都合の良い処だけ菅原さんの力に縋すがろうなんて……！　栄光の後に来る滅ほろび！　そして平たいらの将まさ門かどと並んで、日本史上有数の怨霊となって首都を呪うその心意気！　そこまでもを模も倣ほうしてこそ真の菅原さんのフォロワーとして――」

「早苗早苗。なんか微び妙みように危険な匂においがしてきたからその辺にしときなさい」

「そ……そうかな」

　と蓉子のツッコミに眼鏡の奥おくで双そう眸ぼうを瞬まばたかせる早苗。

「――して、話を戻もどすが」

　首を捻ひねりながら、パミルは疑問を二人にぶつけた。
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「なぜ、そのような事になったのだ？　宮きゆう廷てい内での権力争いまでは分かるのだが……その呪いとやらは誰がどのようにスガワラサンの所行だと断定したのだ？　神に祭り上げるというからには、それなりの政治的介かい入にゆうがあったと思われるが。時の為い政せい者しやが、事実との因果関係を何らかの形で証明したのか？」

「………」

　二人は同時に黙だまり込み、顔を見合わせる。

　対してパミルは生真面目な表情でじっと二人を見つめるのみだ。その真しん摯しな圧力に気け圧おされる様にして早苗が口を開く。

「えっと……ニッポンには神道っていうのがあって………当時の政治に深く関係してて」

「シントウとはなんだ？」

　重ねて――容よう赦しやなく問いかけるパミル。

　早苗はおろおろして助けを求める様に蓉子の腕へすがりついた。

「えーと、えーと……蓉子ちゃん…!?」

「ちょ……私だって神道がどういう宗教かなんて、具体的には分からないわよ!?」

　まあ問題はそこに無いのだが――では何処に在るのだと言われると早苗にも蓉子にもよく分からない。

『当たり前』を説明する事ほどに難しい事は無い。だってそれは分かっていて当たり前なのだから。

「そもそも政治と宗教が関係するのは不健全ではないのか？　政教分ぶん離り、文民統制は政治の基本であり――」

「あうあうあうあう」

「特にベルグマン王国における王国憲法にもそれは明記されている事であり、帝てい王おう学がく的に見ても王権の純じゆん粋すい性せいにおける――」

「はうはうはうはう」

　……その時。

　ちょうど助けるかの様に授業開始を告げるチャイムが校舎に鳴り響ひびいた。

「宗教における――むむ？」

「あ、授業始まっちゃう。準備準備」

「そ、それじゃ……また後でね、パミルちゃん……？」

　そういって二人はそそくさと逃にげるようにして散っていく。そんな二人をややぼんやりとした様子で見送ってから――

「うーむ」

　腕を組んで唸うなるパミル。

　彼女は……

「不思議の国ニッポン。やはり奥が深いな」

　やっぱりよく分かっていない様子だった。
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「な……南部先せん輩ぱいっ……！」

　息も絶え絶えに切なげな声が呼ぶ。

　思わず脚あしを止めて振ふり返った匡平は――そこに見知った顔を見つけた。それも二つ。

「た……助けてっ……」

　時は放課後。処は校庭――校門近く。

　夕陽の光で何もかもが気け怠だるく染め上げられている。校門の近辺は帰宅組の生徒の後ろ姿で賑にぎわっていた。

　そんな中。

　匡平の視線の先では、門柱の陰かげに隠かくれるようにして――そして肉にく食しよく獣じゆうに追おい詰つめられた小動物の様な感じでぷるぷると震ふるえている早苗が居た。

　でもってその隣となりで一方的に彼女を追い詰めているのは、眼にも鮮あざやかな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女――パミルである。

「な………」

　いつも通りパミルと一いつ緒しよに帰るつもりで、これまたいつもの待ち合わせ場所である校門までやってきた匡平であるが――まあ早苗がパミルと一緒に居るのは別に珍めずらしくない。そのままパミル、早苗、そして匡平の三人で歩いて帰るのも毎度の事だ。

　だが……今日ばかりは何やら状じよう況きようがいつもと違ちがう感じなのだ。

「キゴとは何だ？　ヒカルゲンジとは何だ？　なぜ姓せい名めいにヒカルが入るのだ？　モノイミとはなんだ？　なぜ現代にサムライはおらんのだ？　ブシドーとはなんだ？」

　矢や継つぎ早ばや――というより機き関かん銃じゆうの如ごとき勢いで、次々と質問を浴びせかけているパミル。息を継つく暇ひまもないとはこの事だろう。知識が追いつかないのか単にパミルの勢いに気け圧おされているのか――とにかく早苗は呻うめきながら校門の門柱に寄より掛かかっていた。

「なにやってんだ、お前は」

「む――？」

　きょとんとした顔で匡平をパミルが振り返った。呼よび掛けられてからようやく匡平の存在に気づいたらしい。

「おお、キョウヘイ。待ちかねたぞ」

「待ちかねたぞ――じゃなくてな。何をやってんだ何を」

「早苗に質問をしていたのだ」

　とむしろ『どうだ偉えらいだろう』と胸でも張りそうな感じで宣のたまうパミル。匡平は短く呻いてから――改めて言った。

「あー……お前が勉強熱心だっていうのは、よっく分かった。分かったから村田さんを困らせるのはそこら辺にしとけ」

「困らせる？」

　首を傾かしげるパミル。悪意は勿もち論ろんだが自覚も無いのが困りものではある。

「困ってるだろ、村田さん。そんな何でもかんでも矢継ぎ早に聞くもんじゃないだろ」

「む。しかし……授業で配られたプリントと教科書にざっと目を通してみたが、それだけでは分からん事が多いのだ。もうあまり時間が無い。全てきちんと暗記する為ためには――」

「プリントや教科書に載のってないって事は、テストには出てこないって事だよ。別にそんな所まで調べなくていいって」

「いや。しかし――」

「あ、あの………先輩っ」

　早さ苗なえが弱々しい声で口を挟はさんできた。

「……図書室とか、行くのはどうでしょう……勉強するのに最適だし……教科書やプリントに記き載さいの無い事でも……調べられると思うんですけど……」
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　まあ――そんなわけで。

　一時間後の三人は図書室に居た。

　上から下まで本がみっしりと並べられた――匡平の身長より高い――本ほん棚だなが並び、図書室内は迷路の様相を呈ていしている。部屋の中央にはぽっかりと開けた空間があり、利用者のための巨きよ大だいな机が三台ほど設置されていた。椅い子すの数は十八脚ばかり用意されている。

　テスト期間中となれば人も多いだろう……とも思った匡平達であったが、自宅学習が今の主流なのか、利用者の姿はほぼ皆かい無む。匡平達以外の人ひと影かげと言えば、貸し出しカウンターの中で図書委員が本を片手に暇そうに座っているだけだった。

　でもって……

「…………」

　パミルは窓から差し込む夕日を浴びて――開いた本のページへ視線を落としている。

　彼女の左右には何十冊という本が塔とうの様に積み上げられている。いずれも彼女自身が『必要だから』と書しよ架かから引っ張り出してきたものである。そしてその言葉に嘘うそは無いのだろう――パミルは黙もく々もくとそれらの全てに眼を通し続けている。

「真面目にはやってるみたいだな」

　苦笑気味に呟つぶやく匡平。

　夕陽が白い貌かおの上にうっすらと描えがき出す陰いん影えいは彼女の肌はだの白さときめ細かさ、それに彫ほりの深さを際立たせる。真しん剣けんな顔で本を読むその姿には、確かに姫ひめ君ぎみめいた気品と威い厳げんがあり……それは渾こん然ぜん一いつ体たいとなって幻げん想そう的てきな美しさにまで昇しよう華かされていた。

「…………」

　微び苦く笑しようを浮うかべて首を振ふる匡平。

　何だか引き込まれそうな気がしたからだ。

　彼は溜ため息をついて傍かたわらに座る早苗を振り返った。

「……ごめんね、村田さん」

「あ、はい――じゃなくて、え？」

　ぼーっと匡平の方を見つめていた早苗は、慌あわててびくりと身を震ふるわせた。

「あ……あの……何が……？」

「いや。あいつあんなんだろ。常識がもう徹てつ底てい的てきに欠落してるっていうか――だから村田さんにも迷めい惑わく掛かけてるんだろうなって。さっきの校門の時みたいにさ」

「い、いえ、全然そんな事はっ！」

　ぶんぶんと首を振る早苗。

「そう？　でも――」

「そ……その……パミルちゃんは、いい子だと……思います」

　早苗は真っ赤になって俯うつむきながら言った。

「……確かにちょっと……変わってますけど……でも全然悪意とか無いし……いつも真面目で……一いつ生しよう懸けん命めいで……」

「それはそうかもね」

　と苦笑する匡平。

　そう。基本的にパミルはいつでも大真面目だしいつでも全力投球だ。それがしばしば騒そう動どうに繋つながるのも事実ではあるが――彼女の真しん摯しさは本当に疑う余地が無い。

「パミルちゃんはきっと……自分の思う『当然』とか『普ふ通つう』に忠実なだけで……でも意外と……そういう人って少なくて……」

「…………」

「だから……その……上手く言えないんですけど……あの……そういう人は……好き……です……」

　言って益々紅くなる早苗。

「あ……そ……そう？」

「は……はいっ……」

「…………」

「…………」

　匡平は何というか――妙みように恥はずかしい気分になった。

　別にパミルの話をしていただけなのに、こうして、はにかむ早苗の隣となりに居ると――特に早苗の『好き』って言葉がやたら耳に残ったりして――何だか自分が恋こいの告白でも受けている様な気分になってくる。

「あー……パミル」

　そんな空気から逃のがれる様にして立ち上がると――匡平はパミルに声を掛かけて近付いた。

「分からない事があったら聞けよ？　これでも俺の方が学年上なんだし――」

「うむ？――うむ」

　パミルは顔を上げて頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶ、今のところは順調に学習中だ」

「そりゃ頼たのもしい――」

　と言って彼女の側に歩み寄り、何の気無しに彼女の広げている本の内容を眺ながめる。

　やたら細かいマス目に黒い丸とか白い丸とかが一いつ杯ぱい並んでいる図解が――

「――ってちょっと待て」

　呻うめく様に言って匡平はパミルの手を止めさせると、彼女が読んでいた本を取り上げてその表紙を眺めた。




『囲い碁ご大全　勝利に向けての六箇か条じよう』




「……あの……パミルさん……何を読んでらっしゃいますか？」

　混乱のあまり思わず敬語である。

「む？　この字が読めんのか？　キョウヘイ――もといお兄ちゃんも勉強が必要だな」

「いや読めるけどな」

「では分かるだろうに。イゴとやらの戦術指南書だ」

「…………」

　とりあえず一呼吸。

　でもって改めてその本の表紙を確認してから――

「――って！　だから！　なんで囲碁の本を読んでんだよ!?　試験勉強はどうした!?」

　小声で怒ど鳴なるというのもなかなか難しい。

「む、何を怒おこっているのだキョウヘイ？　これも立派な学習だぞ」

「学習は学習でも――テストには関係ないだろう!?」

「関係ない事はないぞ」

「ある訳ないだろ、日本史だぞ日本史！　囲碁と何の関係が――」

「あの……南部先せん輩ぱい……」

　振ふり返ると、いつの間にか傍かたわらに立っていた早苗が本掲けい載さいの図を指して言った。

「ひょっとして平安京……なんじゃ……？」

　彼女が示すに従って再びその本を眺め――そしてそこで匡平も気付いた。

　７９４年、垣かん武む天皇によって定められた首都『平安京』。街にはいくつも小路が設けられて、碁ご盤ばん目めのように区画分けされていたという。

　要するにパミルが調べていたのは――

「ゴバンメの意味がよく判らなかったのでな。似た字のタイトルの本を読破しているのだ」

　と何処か得意げに宣うパミル。

「…………」

　まあ彼女が遊んでいる訳でもさぼっている訳でもないのは分かった。確かに生真面目で一いつ生しよう懸けん命めいではある。

　だがその方向が明らかに間ま違ちがっていたりする訳で…………

「だからって囲碁の打ち方を覚えてもしょうがないだろうが。お前が今やらなきゃならないのはテスト勉強！」

「む――しかし」

　パミルは可愛かわいらしい顔をしかめて言った。

「プリントや教科書に書かれた事を覚えるにしても、字面だけ覚えたところで、問題の文章が理解できなければ何を問われているか分からんではないか」

「だからってこんな本まで読んでたらいつまで経っても終わりが見えないだろうが！　暗記にはただでさえ時間がかかるってのに――」

「終わったぞ？」

　パミルは――さらりと言った。

「試験範はん囲いの教科書、資料プリントのデータは、日本史、古典、現代国語、全てインプットは完かん了りようしている」

「………へ？」

　思わず間の抜ぬけた声で聞き返す匡平。

「そんな馬ば鹿かな」

「む。疑うのか」

「いや……疑うとか疑わないとか以前にそんな、お前、昨日は」

　何にも知らなかったのに。

　たった一日、いや実質的に数時間でそんな量の知識を記き憶おくなど出来る筈はずが――

「む。疑念には明確なる証しよう拠こを以もつて対するしかあるまい。紀元前から大正にかけての年表データを、いま出力してやろう」

　言うなり――パミルは諳あん誦しようを開始した。

　朗々と。

「…………」

　かくんと匡平の顎あごが落ちる。

　隣となりで早さ苗なえも呆ぼう然ぜんと固まっているのが分かったが――匡平は身動き一つ出来なかった。

　流れるように紡つむぎ出されるその言葉の羅ら列れつ。それは何処までも淀よどみなく……まるで歌っているようで。

　そして――




　――――――。

　――――――――――――……。




「…………か……」

　――完かん璧ぺきだった。

　紀元前、先土器縄じよう文もん時代に楽らく浪ろう郡ぐんを通じて始まった中国との交こう渉しようから古こ墳ふん時代、飛鳥時代……鎖さ国こくしていたニッポンが浦うら賀がに来航した黒船によって開国を迫せまられ、再開した海外諸国との国交を口火として迎むかえた波乱の明治時代を経て第一次世界大戦の始まりまで。

　全てだ。ほぼ完全な日本史がすらすらと暗誦されたのだ。一いつ瞬しゆんの停てい滞たいも逡しゆん巡じゆんも無くまるで自明の理であるかの様に。

　勿もち論ろん――さすがの匡平にもその全てを検証する事など出来ない。だが、彼の知っている限り、間違っている部分は一つも無かったし……思わず助けを求めるかの様に振り返った先では、早苗も口元を押おさえながら『信じられない』といった様子で頷うなずいて見せた。恐おそらく彼女の知識と照らし合わせても何一つ間違いが見つからなかったのだろう。

「凄すごい……パミルちゃん………」

　早苗の口調にはまるで素晴らしいオペラでも観劇したかの様に――感動すら滲にじんでいた。

　だが……

「お前、それ――たった一日で？」

　信じられない思いで匡平が問いかけると、パミルはにっこりと笑った。

「うむ。暗記するよう言われたのでな、一字一句間違いなく、しっかりメモリに入力しておいたぞ。長くなるので諳誦は大正時代までで控ひかえたが。他にも、教科書掲載分ならば、万葉集や蜻蛉かげろう日記の抜ばつ粋すいも記憶してある」

「…………」

　一瞬。

　正直に言って――匡平は少しぞっとした。

　記き憶おく力りよくが良いといっても限度がある。頭が良いとか才能があるとかそういった次元の問題ではないような気がする。はっきり言ってこれは人間業じゃない。

（本当にこいつはロボットなのか………？）

　これまで何度も匡平を悩なやませた疑念が脳裏を過よぎる。

　いや。ロボットであるかないかが問題の本質ではない。何か……とんでもない誤解を自分がしているかの様な不安感が脳裏を過るのだ。

　異常な記憶力。

　圧あつ倒とう的てきな火力。

　こんな能力を備えた存在が人間に紛まぎれて生活しているのだ。それは猫ねこの群れの中に虎とらの子供が交じっているに等しい。一見それは区別がつかないが、虎が本気を出せば周りの猫は全て噛かみ殺ころされてしまうだろう――小さくてもそれは虎なのだから。

（パミルは悪い奴やつじゃない。けど……）

　でも。

　あらゆる面で人間よりも圧倒的に優っている存在が居る。人間に交じって存在している。それは普ふ通つうの人間にとって、脅きよう威い以外の何物でもないのではないか……？

「ね、ね……それじゃ、パミルちゃん」

　匡平の戦せん慄りつを知ってか知らずにか、早苗は興奮した様子で尋たずねる。

「豪ごう族ぞくの血けつ縁えん集団である氏と、その身分の称しよう号ごうである姓せいからなる政治社会制度を……なんというでしょう？」

　基き礎そと呼ぶのも愚おろかしい。問題文の中に既すでにヒントがてんこもりだが――答えは勿論、氏し姓せい制度である。

　級友の問とい掛かけにパミルは大きく頷き、そして言った。

「貴族制度」

「…………」

　思わず斜ななめに三十度程傾かたむいてから――辛かろうじて机に手をついて匡平は転てん倒とうを防いだ。

「おま……さっき諳誦した年表の中に答えがあっただろ！」

「む、そうなのか？」

　困こん惑わくした表情で言うパミルを見て、匡平は先ほどのパミルの主張の意味を――彼女が言っていた『問題の文章が理解できなければ何を問われているか分からん』という台詞せりふの意味を思い知った。

　要するにパミルは本当に丸暗記しているだけなのだ。内容を全く理解していない。オウムやボイスレコーダーと全く変わらない。入力されたものをそのまま出力するだけ。

　つまり覚えた知識を応用する事が出来ないのである。

　まあ理り屈くつは分かる。分かるが――

「どうやったらそんな風に記き憶おくできるんだよ……!?」

「む？　何か問題が――」

「大ありだろがッ！」

　思わず喚わめいて――じろりとカウンター奥おくの図書委員から睨にらまれた匡平は、若干声を落として言った。

「……分かった。よおく分かった」

「む？　キョウヘイ？」

　匡平は机の上に積んである本の山から背表紙に『豪族――その軌き跡せき』と書かれた本を引っ張り出す。

　ぱららららとページをめくって内容を確認。

　でもって――

「基礎から行くぞ――パミル？」

　やはりこの少女に一方的な記憶をさせるだけでは駄だ目めだ。優ゆう劣れつの問題ではない。根本的に能力の質が違ちがうのだ。

　普通の人間は一つの単語や概がい念ねんを覚える時に幾いくつものフックを持つ。

　例えば……『犬』という単語一つから人間は幾つもの記憶を引き出し、それを関連させて諸もろ々もろのものを連想する。

　それは犬に吠ほえられた記憶かもしれないし、飼い犬の死に際して泣いてしまった記憶かもしれないし、あるいは単にテレビで見た名犬の姿であるかもしれないし――中にはまず『警官』を連想するひねくれ者も居るだろう。

　一つの記憶は無数の記憶に連れん鎖さする。

　だが……

（こいつは……記憶が無いんだったな……）

　パミルには自分の実体験としての記憶がわずか数ヶ月分しか存在しない。言ってみれば彼女は赤ん坊ぼうと大差無いのだ。

　その一方で『知識』として詰つめ込まれた情報だけは在る。

　このアンバランスさ……！

　彼女は優ゆう秀しゆうなのではない。

　ただ特とく殊しゆなのだ。どうしようもない位に。

　だから……

（やっぱり俺が面めん倒どう見てやらないと……）

　危なっかしくてしょうがない。

　特殊な癖くせに普通の中で生きていく――その為ためにはこの少女は学ぶべき事が幾つもある。そしてそれは単なるデータ入力だけでは駄目なのだ。経験として生きない。他者とのやり取りの中で、経験を伴ともなう『生きた』知識を与あたえてやらないと、この少女は勉強した事にならない。

　ならば……

「豪族ってのは古こ墳ふん・大和時代の辺りの、土着の権力者の名めい称しようで……律令制度が朝ちよう廷ていに導入されてからは呼び名が貴族に変わっている」

「どうして呼び名が変わるのだ？　混乱するのではないか？」

「時代が、区切りが変わった事を意識させる為じゃねえのかな。ほれ、騎き士しと侍さむらいつったら主に仕える戦士って意味じゃ同じだけど、明らかにイメージ違うだろ？」

「ふむふむ」

「新しい政治体制を敷しこうって連中は、やっぱ全部呼び方も変えた方が、『変わった』って感覚になりやすいんじゃねえか？　今から違う事するぜ――って時に、前の呼び方してたら、余計にややこしいだろ」

「なるほど。システムそのものの入れ替かえとして呼こ称しようも変へん更こうする事で、混乱をむしろ防ぐという考え方だな？」

「多分な。続けるぞ？」

「うむ」

「で――豪ごう族ぞくってのはそう考えると、貴族の原型みたいなもんだ。時代と共にその豪族って名称は、武士の系統の家いえ柄がらを形容して使われるようにもなってだな」

「ふむふむ」

　…………

　まあそんなこんなで。

　その日――匡平と早さ苗なえは延々とパミルに『生きた』日本史を語って聞かせる事になったのだった。




　　　　●　●　●




　後日――期末試験からさらに数日後。

「…………」

　匡平の前で、食しよく卓たくの上いっぱいに広げられた……採点済みの、期末テストの解答用紙。

　名前記き入にゆう欄らんにはどれも『南部晴美』と書かれていた。

　ただし。

　ローマ字で。

「…………」

　重々しい沈ちん黙もくが南部邸ていの食卓の上にのしかかっている。

　英語や数学や化学はおおよそ問題なかった。どれも問題ない点数を取れてはいる。

　だが……

「これは――盲もう点てんだったな」

　と呟つぶやくパミルの前には赤字で『０』が付いた答案が何枚も並んでいた。

　日本史。現代国語。そして古文。

「……盲点か」

「うむ……」

　パミルはとりあえず平然としている様にも見えるが――彼女の頬ほおを一筋の冷ひや汗あせが滑すべり落ちるのを、匡平は見み逃のがさなかった。

　……つまり。

　パミルの答案はいずれもアルファベットを使って書かれていたのである。当然――日本史だの現代国語だの古文だのでは漢字が正しいかどうかも判別基準になる。アルファベットでは全問不正解となって当然ではあった。

「いやその……」

　さすがのパミルもこれはまずいと思ったのか――視線を脇わきに彷徨さまよわせながら言った。

「……私は喋しやべったり読んだりするのに不自由しないのだが………日本語を書くのがこうも困難だとは思わなかったのだ。今までノートはドイツ語で書いていたのだし」

　と――珍めずらしく言い訳がましい。

　匡平の沈黙を怒いかりと取ったのか、パミルは上うわ目め遣づかいで様子をうかがってくる。

「………その。すまぬ」

「…………」

「キョウヘイやサナエの協力を無む駄だにした事についてはまことに遺い憾かんというかその――」

「パミル」

　深々と溜ため息をついて匡平は呼よび掛かける。

　テスト。試験。

　多くの場合に――本来それはパミルが言った通り自分の現状を把は握あくする為ためのものであった筈はずだ。

　低い点数を取る事そのものが悪い訳ではない。点数は結果だ。悪いとされる事の――怠たい惰だや怠たい慢まんの結果としてそれは出てくる。
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　ならば次からそれをしなければ良い。

　それだけの事だ。現状の問題点が把握出来たのなら悪い点を取ったという事実も決して無駄にはならない。

（機械だろうが電波だろうが）

　パミルの正体が何であろうが。

　自分の失敗を失敗として認識し、それを負い目に感じるのならば――それは『次』の為に努力し前に進もうという気持ちを持っている事の証あかしとなる。

　だから……自分もそれに応こたえてやらねばならないと匡平は思うのだ。

「明日から日本語の書き取りの練習すんぞ」

「あ…………」

　眼を瞬まばたかせてパミルは匡平を見つめ――

「うむ。望むところだ！」

　そしてにっこりと笑った。







第三章　王家禁止令！







　南なん部ぶ匡きよう平へいには理想が在る。

　夢――あるいは人生の目的と言っても良いだろう。他人が聞けば拍ひよう子し抜ぬけする位につまらないというか、もうちょい大きな目標を持てよと忠告の一つもしたくなるのだが、彼にとってそれはとてもとても重要な事だった。

　平へい凡ぼんである事。

　普ふ通つうである事。

　わざわざ標ひよう榜ぼうする程の事も無いと多くの者は思うかもしれない。

　思春期の少年としてはいっそ異常といっても過言ではあるまい。

　普通、彼位の年とし頃ごろの少年は、むしろいかにして凡ぼん百びやくの『その他大勢』の中から突とつ出しゆつし、自分という主人公の物語を波は瀾らん万ばん丈じように描えがくかを夢見るものだ。

　だが――密輸やら公文書偽ぎ造ぞうやら、違い法ほうと非常識が服を着て歩いているかの様な父親に何度となく振ふり回され、しばしば死ぬかと思う様な目に遭あわされてきた匡平にしてみれば、それはもう切実極まりない願いなのだった。

　多くは望まない。

　ただ平へい穏おんであれば。余計な事をして、意味も無く目立って、その結果、周りにやたらと小こ突づき回されたり、後始末に奔ほん走そうするよーな事さえ無ければ……！

　まあかくも小市民的な匡平であるのだが。

　そうは問屋が卸おろさなかったりするのが世の常ではあった。




　　　　●　●　●




「王女様はイチゴ、好きかい？」

　開口一番に馴な染じみの八百屋はそう問うた。

「……はい？」

　目を点にして思わず問い返す匡平。当然ながらニッポンには王制など無いので、そんな称しよう号ごうの人は居ない。断じて居ない。居ないったら居ない。

　だが、呪じゆ文もんの様に頭の中でそう繰くり返す匡平の気持ちなんかちーとも知らぬ様子で、八百屋の店主は言った。

「今朝いいのが入ってね。安くしとくから王女様にどうだい？」

「…………えーと」

　冷ひや汗あせがつつつ――と背中を滑すべり落ちていく感覚を覚えながら匡平は呻うめく様に言った。

「……それはつまり、信じがたく認めがたい事ではありますが、俺の義妹であるところの、南部晴はる美みの事ですか？」

「そう。その王女様」

「…………」

　春のうららかな日差しに照らされた商店街。

　何処か懐なつかしく趣おもむきのある――いかにもニッポンの下町といった風情が漂ただよっている。典型的な地域密着型だ。

　この手の商店街は最近ではスーパーやデパートといった大型店てん舗ぽに客を奪うばわれつつあるが、この辺りは未まだ頑がん張ばっている方だ。

　特にこの時期は、季節の行事で町内の商会が『春祭り』と銘めい打うって色々なイベントを催もよおす。季節限定の屋台や、商店街に客を呼よび戻もどそうと町内会が雇やとった路上パフォーマーなどが現われるので、それ目当てに訪れる人も多い。春休みを満まん喫きつする私服姿の学生たちも、ちらほら入り交じり、昼下がりのこの時間帯は買い物客でそれなりに賑にぎわっていた。

　それは平凡で普通の光景だった。

　そこに馴染み溶とけ込む事を、匡平が満喫出来る程度には。

　なのに――八百屋の店主の不用意な一言は一いつ瞬しゆんにしてそこを異次元に変えていた。匡平が愛して止まぬ日常は超ちよう高こう速そくで彼の前から飛び去っていった。

　でもって。

「イチゴ？　Erdbeereの事か。店主」

　答えたのは、匡平の隣となりにいる少女――パミルである。

　細い肩かたにかかる目映い金きん髪ぱつ。宝石のような透とう明めい感をたたえた碧へき眼がん。絹の如ごとく滑なめらかな白い肌はだ。その容姿を構成する全てが可か憐れんかつ上品で――アンティーク・ドールの様な浮うき世よ離ばなれした空気を醸かもし出している。

　未だ『美女』と評するには早い年ねん齢れいで、まろやかな曲線を描く華きや奢しやな体は、まだ発達の余地を幾いく分ぶん残しているが――それでも彼女の存在はこの商店街の真ん中では目立っていた。

　目立ちまくっていた。不必要な位に。

　身を包んでいる服は、ゆったりしたストライプのセーターと赤いチェックのキルトスカート。足には編み上げのハーフブーツという出で立ちだ。これでもやや地味めに固めさせた積もりだが……いくら服装を調整した処であまり意味は無い。とことん地味にするとむしろ容姿との落差で人目を惹ひくし、派手な衣装を着せようものなら相乗効果で更さらに人目を惹く。どっちに転んでも、日本人だらけのこの場所では目立つのだ――この金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女は。

　わずか二ヶ月余りで八百屋の店主がすっかり彼女の事を覚えて馴染んでしまう位に。

「これこれ」

　八百屋の店主は透明パックに山盛りになったイチゴを示して見せる。

「おお。見事なErdbeereだな」

「試食してみるかい？」

「シショク？」

「ええとね――」

　八百屋の店主はちょっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべると、何やら慇いん懃ぎんな仕草で一礼して言った。

「この八百屋めが王女様に産地直送のイチゴを献けん上じよういたしますです。もしお口に合えばどうかお取引の程を」

　鷹おう揚ように頷うなずくパミルの白い手の上に、瑞みず々みずしいイチゴが三粒つぶばかり載せられる。ついでに八百屋の店主は何処からか取り出した砂糖を軽くそれらに振ふりかけた。

「うむ――左様か」

　とりあえずパミルはその一つを口に入れてもぐもぐもぐ――じっくり味わった後で小さく頷く。

「うむ。美味だ」

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至極」

「…………」

「む――どうしたキョウヘイ？」

　パミルと店主のやり取りを無言で見つめていた匡平の態度をどう捉とらえたのか――小鳥の様に可愛かわいらしい仕草でパミルは首を傾かしげる。

「確かに店主の言うとおり美味だ。キョウヘイもシショクするが良いぞ」

「…………」

　だが匡平は無言のまま固まっている。

　まあつまり彼としては予想外の状じよう況きようにただ唖あ然ぜんとしているだけなのだが……パミルは別の捉え方をしたらしく。

「むむ？――そうか」

　匡平が両手に持っている買い物袋ぶくろを見てからパミルは頷いた。
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「食べさせて欲しいのか」

　半開きになっている匡平の口へ、パミルが「あーん」と言いながらイチゴを入れようとしてくる。慌あわててその手を遮さえぎりながら匡平は喚わめいた。

「違ちげぇよッ！　そうじゃなくて……」

「む？　我わが侭ままな奴やつだな。しょうがない」

　言ってパミルはイチゴを口にくわえて、まるでキスするかの様に『んー』と顔を突つき出してくる。

「だから違ちがう！」

　真っ赤になりながら匡平は喚いた。

「むう……口移しでも不満か。困ったものだ。幼児でもあるまいし、Erdbeereの一つや二つ自分で食べ――」

「違うつってんだろが！　つーかなんで、普ふ通つうに『王女』って呼ばれて返事してんだお前はッ!?」

「むむ？　何かおかしいのか」

「おかしいに決まってんだろが！」

　首を傾げるパミルに怒ど鳴なる匡平。

　人生の基本方針として『普通』『平へい凡ぼん』『凡ぼん百びやく上等』を掲かかげる匡平としては、これまで出来る限りパミルの異常な行動を衆目に晒さらさぬ様にと気をつけてきた積もりだ。

　当然、この商店街に連れてくる時も、一いつ緒しよに行動して彼女が余計な事を言ったりやったりしない様に目を光らせてきた。

　少なくともパミルの存在について『誰なのか？』と問うてくる周囲には『義妹です』と一いつ貫かんして主張しており、間ま違ちがっても『王女です』とか『亡国の姫ひめ君ぎみです』とか『実は王女の影かげ武む者しやアンドロイドで眼からビームとか出ます』とか『王家アローは超ちよう音おん波ぱ、王家カッターは岩砕くだく』とか言っていない。断じて。

　なのに――

　どうせこの全方位非常識少女は匡平がよそ見をしている隙すきにでも、八百屋の店主に『王女様と呼ぶが良い』とか何とか言ったに決まっている。油断も隙も無いとはこの事だ。

「まあまあ――匡平君」　

　場を取り繕つくろう様に苦笑いを浮うかべる八百屋の店主。

「いいじゃないか。こっちも好きで『王女様』って呼んでるんだし――そういうプレイも悪くないよ」

「良かないですよ！　っていうかプレイって何ですかプレイって!?」

「ロープレ」

　と八百屋の店主はあっさり言った。

　まあ国民的大ヒット作であるコンピュータＲＰＧ『ドラクエ』が発売されてもう二十年余り、趣しゆ味み趣しゆ向こうは個人の自由なので、八百屋の店主の中年オヤジがロールプレイングゲームをやっていてもおかしかないといえばおかしかない。少なくとも鞭むちとか蝋ろう燭そくとか踏ふんでくださいとか――まあそっち系よりは普通だろう。咄とつ嗟さにそっちを想像した匡平は瞬しゆん間かん的てきに自己嫌けん悪おに陥おちいったりしていたが、まあそれはさておき。

「それに」

　色々な意味で衝しよう撃げきを受けている匡平に、まあ悪意は無いのだろうが八百屋の店主はトドメの一いち撃げきを放ってきた。

「ここら辺――こと商店街じゃ、もうそれで定着してるしねえ」

「…………」

　常識という名の足場が音を立てて崩くずれていく様な感覚に――匡平はぐらりとよろめいた。
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　――ばんッ！

　と鋭するどい打音が南部邸ていに響ひびいた。

　匡平がルーズリーフの用紙を一枚、食しよく卓たくの上に、掌てのひらで叩たたき付ける様にして置いたのだ。

「…………」

　それは断固たる決意の顕あらわれだった。

　時刻は先の買い物から数時間後――午後四時過ぎ。

　食卓で、やや遅おそめのおやつとして先程買ってきたイチゴを食べていたパミルの動きが、ぴたりと止まった。

　匡平の全身に漲みなぎる怒いかりと焦あせりの気配にさすがの電波少女も気がついたのか、驚おどろいた様にパミルは食べかけのイチゴを皿の上に戻もどして言った。

「キョウヘイ……」

　労いたわる様な口調だった。

「なにか食卓にのっぴきならぬ恨うらみでも在るのか？」

「違ちがうわッ！」

　喚わめいて、匡平はルーズリーフの用紙をパミルの方へずいと押おし出した。

「ぬぬ……？」

　一番上に太く書かれている題字へ視線を向けたパミルは、その可愛かわいらしい眉まゆをきゅっと寄せた。

　そこには。

『王家禁止令』

　そう記されていた。

「…………」

　怪け訝げんそうな顔をして見上げてくるパミルへ、匡平は大きく頷うなずいて見せる。

　用紙を手に取ったパミルは、ますますしかめっ面をしながら首を傾かしげた。




『王家禁止令』

　その一、王家または王女という単語の使用の禁止。

　その二、目からビーム、電でん撃げき、怪かい力りき等の力の使用の禁止。

　その三、王族の様に他人と接する事を禁止。




　等々……ずらずらと禁止事じ項こうが箇か条じよう書きにしてある。

「これは――」
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「今日、商店街の事でよーっく判った」

　困こん惑わくの色を帯びたパミルの台詞せりふを強引に遮さえぎって匡平は言った。

「今までの俺が甘あまかった。王家パワーだの何だの人前で使わないように口をすっぱくして言ってきたつもりだったけど――そもそも、お前の普ふ段だんの振ふる舞まいに問題があったんだ。お前が普段から王女王女って主張して、なおかつお姫ひめ様さまみたいな言動するから商店街の人たちがその気になっちゃうんだよ！」

「むむ。しかし、私のこの立ち居振る舞いはデフォルトのプログラムであってだな」

「だーまーれッ!!」

　こめかみに青筋を立てて喚く匡平。

「とにかく意味もなく目立つのはまずいんだよ！　外国人だってのはしょうがないとしても、王女だ姫ひめ君ぎみだって自己主張してたらイタい人だと思われて変な方向に注目されるだろうが!?　ＴＰＯをわきまえろＴＰＯを！　ニッポンには王族も貴族もいないんだ!!」

「しかしキョウヘイ、ニッポンにも天――」

「いないったらいないんだ！　つーかそっち系は色々まずいから触ふれるなッ!!」

　びしりと音がする様な仕草でパミルの顔を指差して匡平は言った。

「むう――だが、キョウヘイ。もともと私はベルグマン王家姫君の替かえ玉アンドロイドとして作られた身であって………」

　なおも食い下がってくるパミル。

　まあ当然と言えば当然ではあるだろう。そもそも彼女のこの『ベルグマン王家姫君の替え玉アンドロイド』というのは出会った時から首しゆ尾び一いつ貫かんして変わらぬ彼女の主張だ。恐おそらくパミルという少女の人格を為なす基点と言っても過言ではない。

　だが……だからといってこのまま放置しておくとそこを介かいして要いらぬ騒そう動どうが舞い込みかねない。そもそもパミルの戸こ籍せきは父の周平が得意の超ちよう法ほう規き的てき（婉えん曲きよく表現）処置で何とかしたものだし、警察に家宅捜そう索さくに入られようものなら、到とう底てい言いい逃のがれがきかないよーな代物も大量に南部邸には置かれている。

　とにかく匡平の趣しゆ味み趣しゆ向こうとはまた別の側面からしても色々と目立つのはまずいのだ。

「とにかく――王家って単語禁止！　王女って言うのも禁止！　俺の妹としてやっていくんだから今後それっぽい言動もぜんっぶ改めて貰もらうからなッッッ!!」

　匡平の剣けん幕まくに圧おされたのか――仰のけ反ぞる様にして表情を引きつらせているパミル。その薄うす紅べに色の頬をつーっと一筋の汗あせが滑すべり落ちていった。

「……だが私は……しかし……」

　逃にげ道を探すかの様に、パミルは青宝石の如ごとき双そう眸ぼうを右へ左へと泳がせていたが――勿もち論ろん、そんなものは何処にも無い訳で。

「……仕方在るまい。了りよう承しようした」

　そう言って項うな垂だれる様に彼女が首しゆ肯こうしたのは、それから三分後の事であった。
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　燦さん々さんと蒼そう天てんに照り盛る春の太陽。

　生命力の源たるその白い光が大地にたっぷりと注がれ、心ここ地ち良い陽気が街を隅すみ々ずみまで満たしている。

　そんな中――

「…………変」

　常識的な価値観の持ち主なら『それはお前だ』と音速で突っ込んできそうな台詞を吐はいたのは――一人電柱の陰かげに潜ひそんで陰いん々いん滅めつ々めつとした空気を放散している少女であった。

　全国的な五月晴れの空の下、彼女の周りだけが局所的にじめっと空気が澱よどんでいるよーな感じさえしている。きっと妖よう気きとか魔ま力りよくとかそーゆーのを感知する装置がもし在れば、原げん子し炉ろに突っ込んだ放射能測定器みたいに鳴りっぱなしになるだろう。

「何か……あったんだわ……！」

　今時珍めずらしいくらいのおかっぱ頭。特注したのかと問い詰つめたくなるようなまん丸い眼鏡。彼女を美人か否いなか判断を下すとすれば――誰も『否』とは言うまい。よくよく見れば整った顔立ちをしている。だが、全身で『ここがスキ』と校舎裏の日ひ陰かげとかを指差しそーな雰ふん囲い気きが全てをぶち壊こわしにしていた。

　村むら田た早さ苗なえ。

　物好きにも南部匡平に懸け想そうするオカルト系女子高生である。

　服装は――春休みらしく私服だ。ラフな水色のワンピース。足には華きや奢しやなサンダルを履はいていた。これだけ見ると普ふ通つうっぽいのだが、肩かたから提さげたショルダーバッグには――何に対する備えなのか、藁わら人形や五ご寸すん釘くぎといった呪じゆ術じゆつアイテムがしっかり収まっている処が早苗の早苗たる所以ゆえんであった。

　でもって。

　彼女が熱心に視線を注いでいる対象は言うまでもなく匡平である。彼をストーキング、もとい重点的観測する事を生き甲が斐いとしている早苗は、学校が春休みに突とつ入にゆうしても当然の如く日課を継けい続ぞく中であった。

　既すでに――というか最初から愛とか健気とかとは微び妙みように違ちがう領域に突入していた感もしないではない早苗の行動だが、生あい憎にくと春休みなのでツッコミ役の峰みね部べ蓉よう子こは側に居ない。

「……先せん輩ぱい……南部先輩……」

　元々恋こいする乙おと女めの観察眼というのは侮あなどれないものだが――早苗の場合はいらん集中力が在るというか思い込みが激しいというか、とにかく南部匡平とその周辺に関する限り、やたら細かい変化まで敏びん感かんに彼女は察知する。

「……何かあったんですか……」

　艶つやのある黒くろ髪かみ。繊せん細さいな顎あご。物語の中に出てくる騎き士しの様に整った気品ある顔立ち（乙女フィルター経由）の中で、弧こを描えがく理知的な眉まゆの下にある凛り々りしい双眸――

　街中を歩く匡平の姿は今日も素敵極まりなかった（早苗視点）。そういう意味で彼自身にはあまり変化は無い。

　ただ……

「……パミルちゃん……？」

　対して――その隣となりを歩いているパミル。

　ある日突とつ然ぜんやってきた匡平の『妹』。

　彼女はどこか沈しずんだ表情をしている。

　眉まゆ根ねには微妙に縦たて皺じわが寄っているし、双眸は何やらいつも自分の足元に視線を注いでいる様な感じだ。

　いつもは無意味に自信に満ち溢あふれた物もの腰ごしの彼女なのに、今日はやけに弱々しく、うつむき加減で、人に声をかけられても困った様に――英語力ゼロの学生がガイジンにいきなり話しかけられて狼狽うろたえる様な顔をして――匡平を振ふり返るのだ。何度も何度も。おどおどと何かを確認するかの様に。

　その仕草は――

「…………」

　――まるで甘あまえている様にも見えて。

　ぶっちゃけ『気弱な妹が優しいお兄ちゃんにべったり縋すがり付いている』図に見えて。

　でもそんな雰囲気は昨日まで無かった筈はずで。

　つまり――

「……まさか……何かあったんですか……」

　二人の間に。

　関係性を変える様な何かが……ッ!!

　義妹とはいえパミルは異性。しかもそんじょそこらじゃお目にかかれないほどに可愛かわいらしい。

　そんな相手とひとつ屋根の下で暮らしているとなれば、匡平も男なわけだし――理性の限界を超こえてしまう事もあるのではないかと不安に思ってしまったりなんかして。

「ま、まさか………とうとう第一線を越こえてしまったんじゃ……！」

　微妙に間ま違ちがえた日本語で呟つぶやきながら動どう揺ようする早苗。彼女は自らの想像に殴なぐられたかの如ごとく、ふらりとよろめきながらも何とか電信柱に手をついて踏ふみ止とどまった。

「……駄だ目め、駄目よ、早苗、二人を信じるって誓ちかったじゃない……ああでも……でも気になる……気になる……落ち着かなきゃ……でも……」

　とか何とか。

　しばし懊おう悩のうした後――

「落ち着いて……そうだわ。この間、通つう販はんで買った携けい帯たい用のこれを――」

　バッグの中から、小さいながらも『ちょっと待てどうやってそんなもん仕し舞まってたんだ』と常識人なら突っ込まざるを得ないような棒やら板やらを取り出し、いそいそと何かを組み立てる早苗。最後に綱つなを張って真ん中の炉ろに火を入れると、彼女は『妹もの禁止』『抜ぬけ駆がけ禁止』などと呟く――もとい祈いのりながら小さな木片を炉の中に放り込み始めた。

　電信柱の陰かげの路上で。

　だが――

「――まあ奥おく様さま。御ご覧らんになって」

「あら。この暖かいのに焚たき火かしら？」

　などと通りすがりに囁ささやき合う主婦。

「いえ奥様。あれは護ご摩ま壇だんですわ」

「まあ。お若いのに感心ねえ――」

「天台宗かしら？　それとも真言宗？」

「ゾロアスター教も最近はお洒しや落れと聞きますわよ？」

「拝火宗教は奥が深ぅございますわねえ」

　…………

　案外――匡平には気の毒な話だが――実は普ふ通つう人などというものは、此この世の何処にも存在しない机上の概がい念ねんなのかもしれなかった。
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　商店街の端はしっこで見知った顔に出会った。

「あら……あらあらあら？」

　昨日の青果店から五軒けんばかり進んだ処に在る、紅茶葉の専門店での事である。

　店先に停められている車に匡平は見覚えが在ったので、中を覗のぞいてみると、そこに豊ほう和わ薫かお子るこの姿が在ったという寸法だ。

　豊和薫子。

　喫きつ茶さ店てん『コルベット』の若き店長。

　彼女を一言で言えば――おっとりした雰ふん囲い気きが特とく徴ちようの美人である。近くに居てくれるだけで周りの人間を和ませるというか……いわゆる癒いやし系けいだ。

　彼女はやや茶色がかった長い髪かみを白いリボンで束ね、ニットの半はん袖そでセーターを着てジーンズ生地のスカートをはいていた。まあいつもの格好だ。さすがに店の外なのでエプロンまではしていなかったが。

「匡平くんにパミルちゃん〜奇き遇ぐう〜……」

　と言いかけて首を傾かしげる薫子。

「……って程でもないけれどこんにちわ〜」

　まあ同じ街に住んでいるのだから、たまたま出先で顔を合わせても不思議ではない。

　茶葉専門店の店構えは、何処か古めかしい感じで、懐かい古こ的てきな趣おもむきがあった。家具はいずれもアンティーク調、照明もそれらの色に合わせ、オレンジを基調とした薄うす暗ぐらいものだ。

　一応小売りもしている様だが、どちらかというと喫茶店を営む人を相手に商売をしているような店で――だからこうした内装は店主の趣しゆ味みなのだろう。

　まあそれはさておき。

「お。王女様のお出ましか。お兄ちゃんとお買い物？」

　と尋たずねるのは薫子とカウンター越ごしに向かい合っていた老人――店主である。彼はまるで孫を見るかの様に優しい眼でパミルを見て微笑ほほえんだ。

　だが――

「う、うむ……まあ」

　応じるパミルはどうにも歯切れが悪い。

　ちらりと困った様に向けられた視線の先で匡平が小さく頷うなずいて見せた。

「いや、その。私は……王女ではなくて。南部晴美というのが、まあ名前という事になっておるのだが………」

「『いるのですが』」

「……いるのですが……」

　匡平の指導に従って言い直すパミル。

　何やら二人の間に横たわる奇き妙みような空気に店主と薫子は顔を見合わせた。

「パミルちゃん、どうかしたの〜？」

「なんだか王女様、様子が変だねえ」

　苦笑を浮うかべる匡平。

「まあ……色々ありまして……」

　と曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしておく。

　そんな匡平とパミルを薫子はしばし不思議そうに眺ながめていたが――

「あ――そうだ。匡平君達、良いところに来てくれたわ〜」

　言って彼女が示す先、カウンターの上には、小さな箱状の缶かん――アルミ製の直方体が在った。表面には『Earl Grayオリジナルブレンド』と印刷されている。

「お店に出す紅茶の葉っぱを変えようと思って〜色々買いに来たのよ〜。季節とかによっても少し変えた方が飽あきが来なくなるでしょうし〜」

「へえ……」

　と感心する匡平。

「紅茶って香かおりも楽しむものでしょ〜？　だからまずテスターで香りを確かめようとしたんだけど〜……前のお客さんが蓋ふたをきつく閉めちゃったみたいで開かないのよ〜……」

「はあ」

　差し出された紅茶の缶を匡平は受け取る。

　缶の蓋は直方体の上の部分にあった。円えん盤ばんのような形をしたそれは、表面には何の突とつ起きもつまむ箇か所しよもなく、つるりとしていて蓋というより――むしろそういうデザインじゃないのかとつっこみたくなる。よく見れば、蓋の縁ふちは少しだけ丸みを帯びて膨ふくらんでいた。

　試しに匡平は、蓋の縁に爪つめを引っかけて持ち上げようとしてみるが……まるで釘くぎで固定されているかのようにびくともしない。

「確かにこれは……ちょっとやそっとじゃ開きそうにないですね」

「匡平君の力でも無理か〜」

　しょぼんと項うな垂だれる薫子。

　まあ確かに女性である薫子や老人である店主ではこの缶を開けるのは難しいだろう。

「じゃあパミルちゃんは〜？」

「うむ。その程度は、我が腕うでに内蔵された高出力アクチュエーターなら簡単――」

「やだなあ、薫子さん。開けられるわけないじゃないですか」

　はっはっはと、やや強引に笑いながら薫子の言葉を否定する匡平。ついでに陰かげでパミルの横腹をつついてもいる。

「紅茶缶の扱あつかいに慣れてる店の人や、薫子さん……あまつさえ男の俺でも苦戦する蓋を、お前が開けられるわけないよな『晴美』？」

「し……しかしだな、キョウヘイ」

「駄だ目めだ。こういうのは昔っから男の役割って決まってんだよ」

　きっぱしと拒きよ絶ぜつする。パミルのしょぼんとした寂さびしげな表情を見て一いつ瞬しゆん、匡平はたじろぎかけたが――此こ処こは心を鬼おににする処だと自分に言い聞かせる。

　とはいえ……

　指の力で開けるのが困難なのは先ほど確認済みである。十円玉など硬こう貨かを使う考えも浮かんだのだが。缶と蓋の隙すき間まは狭せますぎて、硬貨の厚みを受け入れそうにない。

　何か、他に使えそうな物……と、辺りを匡平が見回していた時。

「――あら？」

　何か見つけた様子で薫子がすすすと店の入り口の方へと歩いていく。

　まるで籠ろう城じよう犯人の立てこもる部屋へ突とつ入にゆうする特とく殊しゆ部隊員の如ごとく、入り口脇わきの壁へきに立ち、手だけを伸のばして扉とびらを開くと――

「うひゃあ………っ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴と共に、びたんと痛そうな音を立てて一人の少女が床ゆかに這った。どうやら外で扉にもたれかかっていたらしい。

「村田さん……？」

　と――床に突つっ伏ぷしてぴくぴく痙けい攣れんしている少女を見て呟つぶやいたのは匡平である。

「はうっ！」

　ぴょこんとコメツキバッタみたいに床から跳はね上がってそこに正座する早苗。

「だ、だ、大だい丈じよう夫ぶです……何でもありません、えとその……本当に何でもありませんよ？　別に先せん輩ぱいとパミルちゃんの後を付けたりとか、途と中ちゆううっかり見失って焦あせってあちこちのぞいて回ったりとか、してませんよ!?」

「……はあ」

　と匡平。

　彼はふと早苗の脇に視線を向けて言った。

「何か落としたよ」

　見れば床に叩たたき付けられた拍ひよう子しに鞄かばんの口が開き、中のものが幾いくつかこぼれだしている。

　蝋ろう燭そくとか。あと五ご寸すん釘くぎとか。

「ああああ……そ、それは………！」

「……五寸釘？」

　と匡平はそれを摘つまんで首を傾かしげる。

「なんで……女の子の鞄に釘？」

「えと、その、あの、えと、じ、実はその釘を打って、えと藁わらじゃなくて……そう、日曜大工！　日曜大工が趣しゆ味みなんです！　あは、あは、あははははは！」

　必死に誤ご魔ま化かす早苗。

「はあ……」

　早苗と日曜大工というのはどうにも結びつかない感じがしたが、まあとりあえず今は他人様の趣味なんぞはどうでも良かった。

　ただ――

「村田さん」

　五寸釘をじっと見ていた匡平はおもむろに言った。

「は、はい……！」

「ちょっとこの釘くぎ、借りていい？」

「は………？」

　――で。

　ぱこん、と軽快な音をさせて紅茶缶かんの蓋ふたが浮ういた。

　厚みのある硬貨では無理だが、釘の尖とがった先せん端たんなら、ぴったり合わさった缶と蓋の間にでも差し入れる事は容易たやすい。

　後は梃て子この要領だ。

「ありがとう匡平くん〜、助かったわ〜」

　感謝をのべる薫かおる子こへ、開けた紅茶缶を手て渡わたす匡平。彼はパミルの方を振ふり返って言った。

「――な？」

「…………」

　パミルは無言。

　匡平としては『やっぱり普ふ通つうに生活するだけなら女の子には怪かい力りきだとか、そういうの必要ないだろ？』という意味で言った訳だが。

「パミルちゃん？」

「……あ。いや。なんでもない……です」

　不思議そうな早苗の呼よび掛かけに――パミルは曖あい昧まいな表情で首を振って見せた。
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　大たい抵ていの場合に事故というものは唐とう突とつに起こる。唐突だからこその事故であり誰もが気付く様な明確な予兆が在れば、それは防がれて現実化しない。

　何にしても――多くの前例と同じくその事故はやっぱり唐突に発生した。

「……なんだ!?」

　商店街を駆かけ抜ぬける悲鳴と――破は壊かい音。

　一いつ瞬しゆんにして辺りの空気が騒そう然ぜんと乱れるのを匡平達は感じていた。薫子と別れ、店を出た途と端たんの事である。

「あれは――」

　匡平は表情を強張らせた。

　事故は数メートル先――シャッターの降りている店てん舗ぽの前で発生していた。

　ピエロの格好をした路上パフォーマーが地面に倒たおれているのだ。

　匡平達はそのパフォーマーを見た事が在った。というか先の店に入る前に、彼が行っている芸を見ながら通り過ぎてきた。

　プラスチック製のボールを十個近く、空中に放り投げながら回していくお手玉がそのピエロの芸だった。熟練を感じさせる余よ裕ゆうと安定振ぶりで、ピエロはボールを空中に循じゆん環かんさせていた。

　だが――今。

　ボールは持ち主の手を離れて散乱し、地面に転がっている。その一つがころころと転がり続けて――匡平達の足元で力ちから尽つきた様に止まった。

　ピエロの上にはでっかい人形がのしかかっていた。身長二メートルを超こえる天使の人形である。どうやら店の看板の一部として壁に掲かかげられていたものらしい。

　誰かが悲鳴のような声で叫さけんでいた。

「落ちた――ッッ！」

　壁に取り付けられる様なものだから、まさか鉄や石で出来ている訳は無かろうが――看板として使う以上はそれなりに硬かたい代物である筈はずだ。そしていくら軽い素材で作られたものであろうと、二メートル強の人形となれば決して軽くはない。

　それが頭上から突とつ然ぜん降ってくれば――充じゆう分ぶんに凶きよう器きに成り得る。

　下した敷じきになっているピエロはぴくりともしない。無む惨ざんな結末の予感が、悲ひ愴そう感かんとなって辺りに充じゆう満まんしていた。

　人々の緊きん張ちよう感と恐きよう怖ふで強張った空気の中、匡平は少女二人を振り返って言った。

「危ないから、二人ともそこで待ってろ！」

　そのまま駆け出す匡平。

　恐おそらく人形をどける手伝いをしようというのだろう。ピエロの状態がどうなっているのかは分からないが――例えば肋ろつ骨こつが折れたとして、重量物が上に載のったままだと、折れた骨が肺に刺ささる可能性も在る。一秒でも早くあの人形をどけてやらねばならない。

　だが――

「パミルちゃん？」

　早さ苗なえが怪け訝げんの表情を浮かべて傍かたわらの少女に声を掛ける。

　パミルは――

「…………」

　青ざめたままそこに立ち尽つくしていた。

　まるでその綺き麗れいな顔が今にもくしゃっと歪ゆがんで泣き出しそうに見えたのは――早苗の眼の錯さつ覚かくだろうか。

「どうしたのパミルちゃん？」

「……私は」

　呻うめく様に言って――そして黙だまり込んでしまうパミル。

　早苗は彼女のそんな様子を、匡平の身を案じる余りの事だと思った。重い人形を動かすとなるとそれだけでも危険な作業である。匡平が二人に動かないようにと言ったのは、彼女等らを巻き込んで二次被ひ害がい者しやにしないようにとの判断だろう。

「先せん輩ぱいが心配なの？　大だい丈じよう夫ぶ――」

「違ちがうッ！」

　鋭するどい物言いにびくりと身を竦すくませる早苗。

「パミルちゃん……？」

「あ……いや……」

　途端にパミルは表情を曇くもらせて俯うつむく。

「何でもないのだ…………何でもない……よ……」

　パミルは自分の足元に視線を注ぎながら呟つぶやく様に言った。
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　帰り道は何やら空気が重かった。

　それはきっと東の空からじわじわと訪れつつある夕ゆう闇やみのせいだけではないのだろう。

　てくてくと。

　歩く――三人組。

　商店街での騒さわぎの後、何とはなしに、早苗も交えて匡平たちは帰路についていた。

「ピ……ピエロの人、大した事無くて良かったですね」

　と重苦しい空気に耐たえかねてか、早苗が明るい声を出して言う――これがまた無理をして言っているのがよく分かって痛々しかったりするのだが。

　ピエロはとりあえず命に別状は無かった。たまたま腕うでの部分がつっかえ棒の様な状態になって出来た、地面と人形との空くう隙げきに丁度身体が入り込む形になっていたのだ。結果的には軽い打だ撲ぼくで済んだ様で――念のためにと病院へ運ばれては行ったが、彼は自分の足で歩いて救急車に乗っていた。

　だが……

「あの人形――固定する金具が、古くなってたんですって。危ないですよね」

「………」

「それで……えーと……」

「………」

「………」

「ええと…………」

　とまあ――ずっとこんな調子である。

　重苦しい空気の原因はパミルだ。

　彼女は事故の後、やたらに暗い表情で黙り込んでいた。ピエロの救助を手伝った後で匡平が戻もどってきてもその表情は変わらず、匡平や早苗が話し掛かけてもろくに応じない。

　この為ために匡平も何やら不ふ機き嫌げんになってきて三人の間で会話が途と切ぎれてしまったのだ。

　パミルは何か思い詰つめている様子だったが――

「あ。そ、そうだ、先輩、御お茶ちや、御茶しませんか、この近所にですね、美お味いしいおはぎの店が――」

　まるで呼吸困難で喘あえいでいるかの様な口調で台詞せりふを取り繕つくろう早苗。余程この空気が辛つらいのか――普ふ段だんの彼女ならば、まず匡平を御茶に誘さそうなど、天地がひっくり返っても無理だろう。

「あ……ああ。いいね。なんか疲つかれた」

　匡平もとりあえず早苗が無理をしているのは分かったのだろう――立ち止まり、何とか笑顔を見せてそう言ってくる。

　だが。

「…………」

「パミル？」

「……あ。いや。その」

　匡平に声を掛けられ、数歩ばかり先に進んでいたパミルも立ち止まる。

「二人で行ってきてくれ。私は……先に帰る。用を……思い付いた」

「え。でも――」

「…………」

　パミルは匡平や早苗の返事も聞かずにそのまますたすたと歩き出す。

　それは早苗と匡平に気を利きかせたというより……パミル自身がこの場から逃にげ出したかった様にも見えた。

　遠ざかっていく少女の背中を見送って――早苗は匡平の方を振ふり返る。

「先輩……あの」

「うん？」

「あの……差し出がましい事とは思うんですけど………パミルちゃんの様子が、何だか変で……気になって。何か………あったんですか？」

「あ……ああ…………」

　心当たりが在るのだろう。

　匡平は若干顔をしかめて頷うなずいた。
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「『王家禁止令』……？」

　丸眼鏡の奥おくでドングリ眼まなこを瞬しばたたかせながら早苗は言った。

　早苗お勧すすめの甘かん味み処どころでの事である。

　彼女が行きつけの店だけあって店内は何処か森の奥の様に鬱うつ蒼そうとして暗い感じがするが、それだけに落ち着く雰ふん囲い気きが此こ処こには確保されていた。確かにおはぎと、それから一いつ緒しよに出された抹まつ茶ちやも美味しく、ワンセット六百円はむしろ安い感じがした。

　まあそれはさておき。

「それは……」

　早苗は困った様な表情で――上うわ目め遣づかいに匡平の方を見つめてくる。

「……平へい凡ぼんがいいって先せん輩ぱいの主張は分かります……けど……でも『王家禁止令』は……ちょっと……その……」

　予想外の反応ではあった。

　早苗ならむしろ理解して賛成してくれると――『王家禁止令』がパミルの為を思っての事だと分かってくれると思っていたからだ。

　一応……色々なドタバタの結果として薫子と早苗にはパミルにまつわる一部始終を話してある。他の者達にはともかく、誘ゆう拐かい騒さわぎでパミル奪だつ還かんに付き合わせた女性二人には、詳しよう細さいを話しておかないとかえってややこしい事になると匡平は判断したからだ。

　故に――

「でも――ベルグマン王国はもうないんだし。パミルは誰かの替かえ玉アンドロイドとしてじゃなくて、これからは俺の妹の『晴美』として生きていけばいいじゃないか！」

　ついつい焦あせって口調が尖とがる匡平。

　びくりと早苗は身を竦すくませたが――

「……私だって……いきなり……お呪まじないとか……全部禁止されたら……多分、どうして良いのか分からなくなって……『これが自分だ』って思ってきたものを直接禁止されちゃったら……本当に何て言うか……」

　言葉の流れは整理されていないが彼女の言いたい事は匡平にも分かった。

「俺が悪いっての？」

「そ……そういう訳じゃ……でもあの……その……」

「…………」

　そしてわだかまる重苦しい空気。

　妙みような力が在ろうと無かろうと、王家云うん々ぬんの珍ちん妙みような『設定』が在ろうと無かろうと、パミルはパミルだと匡平は理解していた。理解していた積もりだった。彼女が彼女たる所以ゆえんはそこには無い。少なくとも匡平が彼女を妹と認めて受け入れた理由はそこには無い。

　常識が根こそぎ全ぜん滅めつしたような、とんでもない行動をしたりする一方で――だからこそ中ちゆう途と半はん端ぱに世間ズレしていなくて、妙に純じゆん粋すいな処があって。普ふ通つうの女の子と同じで食べたり笑ったりして。よくよく見ていれば表情も豊かで。

　しかし――

「あっ………ご、ごめんなさい……！」

　ハッと我に返った様に言う早苗。

「……で……でも私、パミルちゃんが落ち込んでるの、放っておけなくて……ご、ごめんなさい先輩……その、えと、あの、か、帰ります、さようなら先輩！」

　早苗は顔を真っ赤にして、頭をぺこりと下げると逃げるようにしてぱたぱたと走り去って行ってしまった。

　甘味処にはぽつんと一人匡平が残される。

「…………」

　やはり自分が悪いのか。

　それとも――

「『これが自分だ』――か」

　自分自身を定義するもの。

　自分の立ち位置。

　いや――そんな大おお袈げ裟さなものでなくても、やはり自分にとっての『当たり前』をいきなり否定されるのは誰にとってもきつい事ではあるのだろう。それがその者の為ためを思って為なされた否定であったとしてもだ。

　王家だの影かげ武む者しやだのアンドロイドだのといった要素が重要でないのは匡平の中のパミルであって彼女自身ではない。知らず知らずの内に匡平は彼女が自分の妹であるという事を言い訳にして、自分から歩み寄る事を忘れていたのではないか――

「…………」

　急にパミルの事が心配になってきた。

　匡平は立ち上がって出口へと向かい――

「――あれ？」

「あ……あのその」

　レジ前で何やら顔を真っ赤にして戻もどってきた早苗と鉢はち合あわせした。

「村田さん？」

「あ――あの。お勘かん定じよう」

　どうやら思わず匡平の前から逃にげたものの、自分の分のお金を払はらっていない事に気付いて戻ってきたらしい。

「ああ……」

　苦笑して匡平は言う。

「いいよ。奢おごっとく」

「でも――」

「授業料だと思っておくよ」

　言って肩かたを竦める匡平。

「――へ？」

　だが早苗は意味が分からない様子で――眼を白黒させながら間の抜ぬけた声を漏もらした。
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「…………なっ……」

　いつもの如ごとくやたらと厳重な玄げん関かんの鍵かぎを解除して家の中に入った匡平は――その場でぎょっとして言葉を失っていた。

　玄関に置かれたそれ。

　見覚えのあるそれ。

　それは――

「…………あ。キョウヘイ」

　黒く大きな直方体の背後からひょっこりとパミルが顔を出した。彼女はぎこちなく笑顔を浮うかべると、やはりたどたどしい感じで言った。

「おかえり……なさい」

「何やってんだ。お前」

　玄関に置かれたそれは――パミルが入っていた棺かん桶おけだった。いや、彼女の『アンドロイド』という主張を信じるならそれは運うん搬ぱん・管理用の保護コンテナという事になるのかもしれないが。明らかに機械装置が幾いくつも付ふ随ずいしたその外見からして――後者の方が言葉の印象とのズレが少ない。

　それはさておき。

「…………」
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　パミルは無言。

　彼女は俯うつむいて匡平に視線を合わせない。

「パミル？」

「捨てるのだ………」

「え？」

　意味を捉とらえかねて匡平は聞き返す。答えるパミルの声は――か細かった。

「私は……南部晴美だ。パミル・テリル・カルル・ベルグマン姫ひめの影武者――ＦＲ―ＭＣ０９〝パミルⅨ〟ではなく。だから、この様なものは必要ないし……在ってはならんのだ」

「…………」

「先の騒さわぎの時に気付いた」

　パミルは言う。

「私は……咄とつ嗟さにあの芸人を助けようとした。だが実際には身体が動かなかった。あの芸人の上にのしかかっていたものを動かすのは私には簡単だ。そう重いものでもなかろうし、必要なら王家ビームで粉ふん砕さいしても良い。しかしそれが――出来なかった」

「それは――」

　きっと匡平が『王家禁止令』を出していたからで。

「私は……キョウヘイの妹でいる事を、あの者の身の安全よりも優先してしまったという事になる」

「いや、それは――」

「そんな者に――民草の上に立つ資格は無い。王女でいる資格も無い。故に王女を名乗る資格も――無い」

「…………」

「どちらかをきちんと選ばねば私は中ちゆう途と半はん端ぱなままだ。ならばキョウヘイの妹でいる為ために、私は自分の王女であった部分を根ね刮こそぎ棄すてねばならない――」

　その為に自分の『過去』を示すものを全部棄てようというのか。

　明日、匡平の妹である為に。

　昨日の自分を――今日、棄てる。

（――嗚あ呼あ、そうか）

　不意に匡平は気づく。

　自分もそうだった。

　平へい凡ぼんな自分にこだわるのは――こだわっていないとまた何年か前の自分に戻もどってしまうかもしれないと思うからだ。銃じゆうを――あっさりと他人の命を奪うばう凶きよう器きを手に持っても、まるで違い和わ感かんの無かった自分に戻るのが、恐こわかったからだ。

　だから彼は銃に触さわりたがらない。

　過去を懐なつかしみながらも普ふ段だんは決してアルバムを開いたりしない。

　けれど……それはやはり彼の一部で。

　だから棄てるに棄てられなくて。

「――棄てなくていい」

「え？」

「俺が悪かった」

　匡平は溜ため息をついてパミルの頭にぽんと手を載のせる。

「この棺桶から出てきた時の、お前のままでいい。お前は、お前でいりゃいいんだ。だから王家禁止令は――ナシだ」

「…………」

　ぱちくりと眼を瞬しばたたかせて。

　それから。

「キョウヘイ――」

　じわりと喜色が彼女の表情に広がる。

「その代わり、此こ処こに居る限り、常識は覚えて貰もらうからな。その点に関しては王女かどうかなんて関係ない。『郷に入っては郷に従え』だ――徹てつ底てい的てきにやるからな。覚かく悟ごしろ」

「う……うむ！」

「それとな」

　匡平は――溜め息をついてコンコンと棺かん桶おけを叩たたいた。

「勝手に棄てたら駄だ目めなの。粗そ大だいゴミの回収は先に自治体に連れん絡らくしないと。さっさと元の場所に戻せ」

　…………

　まあそういう訳で。

　やっぱり今日も明日もパミルは、王女の替かえ玉アンドロイドで、そして南部匡平の可愛かわいい妹であるのだった。







第四章　兄としての自覚？







　――美しい少女だった。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン。

　名から察し得る通り彼かの女じよは日本人ではない。戸こ籍せき的には日本人となっているが、その容姿は明らかに北ほく欧おう系けい白色人種のそれだ。

　陶とう磁じ器きの様に染み一つない滑なめらかな白い肌はだ。

　宝石のように透すき通った輝かがやきを持つ碧あおの瞳ひとみ。

　絹糸の如ごとく長く艶あでやかで癖くせの無い黄金の髪かみ。

　気品在る面立ちは、職人の腕うでによる一点物のアンティークドールの様で――まるで隙すきというものが無い。幼さ故に未まだ愛らしさが何よりも先まず目立っているが、あと数年も経てば誰もが息を呑のむ程の優ゆう麗れいさを獲かく得とくするのは間ま違ちがいない。

　いや……今の時点でさえ、まだ幾いく分ぶんも発達の余地を残す肉体のまろやかな曲線に、水気を帯びた金色の髪が絡からみついている様は、えもいわれぬ艶あでやかさを醸かもし出している。

『女』になる直前、大人と子供の端は境ざかいに揺ゆれる儚はかなく繊せん細さいな裸ら体たい。微び妙みような均きん衡こうの元に成り立つ文字通りに青き春の奇き跡せき。

　嗚あ呼あ――その肢し体たいの可か憐れんさたるや！

　処女雪を想わせる白く華きや奢しやな身体は、何処までも汚けがれというものを知らず、持ち主にその意図が在るか無しかを問わず、眼にした者を虜とりこにする――

「…………」

　とりあえず南なん部ぶ匡きよう平へいは固まっていた。

　せっかくの休日だからと、明日の朝一番に洗せん濯たくする予定で衣類やタオルをぶち込んだ籠かごを両手に持ったまま。

　脱だつ衣い所の真ん中で。

「おお。キョウヘイ。洗濯か」

　戸籍上は『南部晴はる美み』の名で匡平の義妹に落ち着いているパミルは――しかしてその実体は自じ称しよう・某ぼう国こく王女の影かげ武む者しやアンドロイドで、その華奢な身体から火か炎えんとか電でん撃げきとかビームとか出しちゃったりする正体不明というか、色々人を不安にさせる要素過か剰じよう積せき載さい少女であるところのパミルは、満足げに頷うなずいた。

「最近は炊すい事じ洗せん濯たくが出来る男子というのが、女子に好感度が高いという統計データが在ると先日読んだ雑誌に――」

「…………」

　匡平は無言で脱衣所から出て扉とびらを閉めた。

　まあ風ふ呂ろ場ばだの脱衣所だのといっても南部邸ていの場合は、でっかい倉庫の一いつ角かくにパーティションやらコンクリートブロックやらを積み上げて、素人工事で何とかその機能を持たせただけの代物ではあるのだが。

「ぬ。どうしたキョウヘイ。話は途と中ちゆうだが」

「……パミル」

　扉に背中を預けて――それこそパミルが考え無しにそのまま出てきたりしないように押おさえて――匡平呻うめく様に言った。

「常々言ってるけどな……もう少し常識というものをだな」

「む？　何かいかんのか？　常識といっても私は入浴していただけだが――」

　扉一枚隔へだてた向こうからパミルの怪け訝げんそうな声が聞こえてくる。匡平は頬ほおを痙けい攣れんさせながら怒ど鳴なる様に言った。

「俺が言ってんのはそういう事じゃねえッ！　女の子の……その……恥はじらいってもんがあるだろうがッ!?　何素すっ裸ぱだかさらしてんだお前はッ!?」

「むむ？　恥はじ？　ふむ――日本は恥と慎つつしみを大事にする文化と聞くが。そうかなるほど」

「分かってくれたか」

　ほっと胸を撫なで下ろす匡平。

　だが――

「しかし入浴する時にも着衣推すい奨しようとは。やはり日本は不思議の国だな」

「だから違ちがうッ!!」

　匡平は地じ団だん駄だを踏ふんで喚わめいた。
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「寿じゆ限げ無む寿じゆ限げ無む、五ご劫こうのすりきれ、海砂利水魚の水行末……！」

　食しよく卓たくに肘ひじをついて頭を抱かかえながら、匡平は、落語の『じゅげむ』をひたすら諳あん誦しようしていた。

　理由は言わずともがな。先程見た――見てしまったパミルの一糸纏まとわぬ姿を記き憶おくの中から消去する為ための作業であった。

　壁かべにつるしてある時計の針は午後十時半。

　南部邸には匡平とパミルの二人きりだ。

　しかもパミルはというと……テレビのリモコンを握にぎり締めたままソファで横になって無防備にも居い眠ねむり中。

　小こ柄がらなパミルが着ているパジャマは――匡平のお下がりという事もあってサイズが一回り大きい。改めて買い直したパジャマも在るのだが『こちらの方がゆったりしていて寝ね易やすい』とパミルはこちらを愛用している。

　まあゆったりして寝易いのは着る側としては良い事かもしれないが……襟えり元もとがぶかぶかで、何かの拍ひよう子しにちらりと鎖さ骨こつがのぞいたりもするので、見る側、というか匡平的にはちっとよろしくなかったりする。

　事情をよく知らない健康的な男子なら『もしかして誘さそってんのか？』と勘かん違ちがいして狼おおかみさんになってしまいそうな無防備さであった。

　だがパミルにはそういう積もりは毛頭無いだろう――多分。

　彼かの女じよは単に羞しゆう恥ち心しんと常識が欠落しているだけなのだ。だから匡平の前にも平気で素っ裸を晒さらしたりする。

　勿もち論ろんそれは彼女が匡平に気を許している証しよう拠こでもあった。

　この信しん頼らいを裏切ってはならない。
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　まして……書類の上だけの事とはいえパミルは匡平の妹である。

　どこまでも平へい凡ぼんな人生を目指す匡平としては、血の繋つながらない妹と（一部検けん閲えつ削さく除じよ）したり（有識者）したりして（青少年保護育成条例）したりするよーな、エロゲー的な人生など送りたくはないのだ。

　かくして……股こ間かんで、主の気持ちなんかちいとも分からず、無節操に生理反応している息子を寝かしつける為ために『じゅげむ』を暗あん誦しようしまくっているのである。

「っていうか……もうちょい女の子としての自覚があいつにあればな……」

　こんな苦労はせずに済むのではないか。

　ようやく理性と本能の綱つな引ひきが理性側の勝利に終わり、そんな事を呟つぶやきながら匡平がため息をついた――その時。

「笑――止ッ!!」

　いきなりそんな声が振ふってきた。

「それ以前に、お前にはお兄ちゃんとしての自覚が足りいいいいん!!」

　ぎょっとして頭上を振ふり仰あおぐ匡平。

　その顔にびたりと何やらナイロン製のザイルがぶち当たったのは次の瞬しゆん間かんだった。

「――！」

　慌あわてて鼻を押さえながら飛び退く匡平。

　そこへ――しゅるしゅると音を立てつつ、ヘリコプターから懸垂降下ラペリングする特とく殊しゆ部隊員の如ごとく一人の男が天てん井じようから降りてきた。

　此こ処こは屋内だとか民家だとか、そういう事実を地平の彼方かなたに置き去りにするかの様な光景の中心にすっくと立ったのは――

「親父ッ！」

　匡平はその降りてきた人物に向けて鼻を押さえつつ怒ど鳴なった。

　匡平の親父――即すなわち南部周平。

　国際商人という肩かた書がきで密輸だの公文書偽ぎ造ぞうだの各種違い法ほう行こう為いをダース単位で繰くり返す困ったちゃんである。

　周平は――まあいつもの事だが――異様な格好をしていた。黒ずくめの和装なのはいいとしても、脚きや絆はんを巻いて、草鞋わらじを履はいて、頭ず巾きんを被り、御ご丁てい寧ねいに手てつ甲こうまで付けている。

　いわゆるひとつの忍にん者じや装束である。

　しかも額に巻いた鉢はち巻まきには鉄板が縫ぬい付けてありそこには一文字――『父』と彫ほり込まれていた。

　なんか色々間ま違ちがっている感じの父に向けて匡平は怒鳴った。

「どうやって入ってきた!?」

　南部邸ていは軍事基地並みの防犯対策セキユリテイを施ほどこされている。まあ見られたら困るよーなものが大量にあるから当然なのだが、とにかく、たとえ家主といえど迂う闊かつな入り方をすればただでは済まない筈はずなのだ。

「甘あまいな。いくら超ちよう高こう度どセキュリティを誇ほこる我が家といえ、そのシステムを設置したのは他でもないこの親父様。警報装置を切るのも、天井の隠かくし扉とびらを出入りするのも朝飯前だ！」

「セキュリティの意味がねえッ!!」

「それより匡平ッ！　お父さんはがっかりです!!」

「俺はあんたの人間性にがっかりだ！」

「黙だまれッ！　そのよーな些さ細さいな問題など今はどうでもいいのだ！」

　些さ細さい――な問題かどうかはさておき、いつになく妙みように気き迫はくの入った様子で怒ど鳴なり返してくる周平。一いつ瞬しゆん、匡平が怯ひるんだ処に彼は畳たたみ掛ける様に言った。

「『俺の妹として生きていけばいい』とか何とか背中が痒くなるよーな事を言っていた癖くせに、なんだその体たらくはッ!!」

「――!?」

　覚えのある言葉並びに、ぎくりと体を強張らせる匡平。

「パミルに女の子だの妹だのの自覚を促うながす前に、お前が先まずお兄ちゃんたらない事には何にもならんではないか！　と父は思う！」

「なんで……そんな台詞せりふ知ってるんだ」

「親が居ない家の中、兄妹とはいえ年とし頃ごろの男女……過あやまちが起きたりしないかと期待――もとい不安が生じるのも当然のこと！　故にあらゆる部屋や日用品に盗とう聴ちよう器きと監かん視しカメラを設置しておいたのだッ！　インターネット経由で世界中の何処でもお前達の嬉うれし恥はずかしい同どう棲せい生活を見放題ッ！」

「即そつ刻こく外せッ！」

　無意味に威い張ばる周平と額に血管を浮うかべて怒ど鳴なる匡平。

「なんだとお前――親の目を逃のがれて妹にいかがわしい事をする積もりだなッ!?　このおませさんッ！」

「するかッ!!」

「そもそも……」

　ふっ……と真顔になって周平は言う。

「匡平。お前、いつもパミルに『常識が無い』だの『妹らしく振ふる舞え』だの口うるさく言っている様だが」

「な……なんだよ」

「パミルに偉えらそうに言える程、お前はちゃんと『お兄ちゃん』してるのか？　パミルの風ふ呂ろ上がり姿とか、寝ね姿すがたとかに、悶もん々もん萌もえ萌えした事は一度もないとでも言うのか？」

「うっ――」

　萌え萌え云うん々ぬんはさておき……まあドキドキしちゃったのは事実な訳で。

「んむぅ……何の騒さわぎだ、キョウヘイ？」

　寝起き特有のかなり舌っ足らずな口調で言いつつパミルが身を起こす。

　でもって瞼まぶたをこしこしと指でこする仕草がハムスターか子ウサギの様で何とも言えず愛らしい上に、やっぱり鎖さ骨こつが見えていて、第二ボタンなんかも外れかかっていて、こう、その、なんとゆーか、胸元辺りが、見えそで見えないというか（自主規制）。

「…………」

「はーっはっはっはっは！」

　思わずどきりとした匡平の背後で反っくり返りながら周平が哄こう笑しようした。

「今『ドキ☆』とかしただろう!?」

「し……してね……」

「いいや、したね！　俺の萌えゲージにぴぴっときたね！　や〜いや〜い、匡平のむっつりスケベ！　妹萌え！」

「だああ!!　やかましいわッ!!」

　殆ほとんど相合い傘書いてはやし立てる小学生のノリなのだが――それだけに大の大人がやると小こ憎にくらしさ十割増しである。

　――だん！

　傍かたわらに積み上げられた木箱の塔とうを匡平は拳こぶしで殴なぐって言った。

「そんなに言うんだったら、俺がどんなに『兄らしい』か見せてやろうじゃねえか!!」
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「――という訳で」

　カウンターに握にぎり拳こぶし二つ並べて置き、まるで決戦に赴おもむく戦士の如ごとき思い詰めた眼まな差ざしで匡平は言った。

「『兄らしく』なりたいんですが」

「んん〜……」

　カウンターを挟はさんで相対するのは喫きつ茶さ店てん『コルベット』の店主・豊ほう和わ薫かおる子こである。

　長い髪かみを一つに束ねた白いリボンが印象的な美人だ。穏おだやかな物もの腰ごしと、とろんとした草食動物のような双そう眸ぼうは見る者を和ませる。

「お兄ちゃんらしく……ね〜……？」

　薫子は困った様に眉まゆ根ねを寄せて言った。

　休日の早朝という事もあって、店内にいる客はカウンター席に座っている匡平だけだ。ちなみにパミルは家で留守番中。

「元々俺って一人っ子ですし……兄妹の会話ってのもあんまり実例見た事無いですし、参考になるものが無いんですよね」

「別に〜今のままでも構わないと思うんだけど……」

　小首を傾かしげながら薫子は言った。

「そういうワケにはいきません」

　きっぱりと――やけに力が入った感じで匡平は言った。

「親父にたきつけられた形になるのはシャクですけど――考えてみたら今までが変だったんですよ。周囲に兄妹で通している以上、誰が見ても違い和わ感かんを感じない様な、普ふ通つうの『兄』として俺は振ふる舞まわねばなりません」

「まあ、匡平君がそう決意したのなら色々言わないけど〜」

　薫子はアイスティのグラスを匡平の前に置きながら言った。

「でもお兄さん……お兄さんねぇ〜私も別にお兄さん居ないし〜」

「はぁ」

　考えてみれば匡平は薫子の家族構成その他についてはまるで知らない。薫子に相談したのは、別に彼かの女じよに兄が居ると期待しての事ではなく、事情を知っていて、なおかつ話が通じそうな相手が他に居なかったからだ。

「まあ世間一いつ般ぱんでお兄さんのイメージっていうと〜そうね〜妹に優しく接して色々面めん倒どうを見てあげる感じかしら〜」

「優しく接して……と」

　ポケットから手帳を取り出してメモる匡平。

「出来れば具体的に」

「うーん……学生時代だと〜そうね……友達が〜お兄さんの作ってくれたお弁当を〜自じ慢まんしてた事があるわね〜」

「ふむ。お弁当」

　とメモってから匡平は顔をしかめた。

　そもそも現時点でパミルの弁当は匡平が作っているのである。自分の分も作るからついでにといった感じなのだが――これでは何も変わらない。

「そのお弁当がね〜すっごく可愛かわいかったのよ〜男の人が作ったとは想えない位〜」

「可愛いお弁当……なるほど」

　頷うなずく匡平。彼は出されたアイスティを飲みながら眉み間けんに皺しわを寄せて考えている。

「とにかく細やかな優しさがポイントだと思うのよ〜」

　と薫子。

　匡平はしばしメモを片手に何やら考え込こんでいた様子だったが――

「分かりました。何か見えた気がします」

「そう〜？」

　まあ……もしこの場に冷静な第三者が居たらとりあえず突つっ込んだ事だろう。『そもそも普通のお兄ちゃんが妹に弁当作ったりしないよ』――と。

　この日本でどれだけの数の兄妹が居て、どれだけの数の『お兄ちゃんが妹に弁当を作る』という実例が存在するのかは全く謎なぞだが――それが一いつ般ぱん的てきかどうかと問われれば大たい抵ていの人間は首を横に振ふるだろう。

　だが『普通のお兄ちゃんらしく振ふる舞まう』事に躍やつ起きになっている匡平は、薫子の提示した事例が割と特とく殊しゆな方である事に気付かない。

「可愛いお弁当――可愛い、可愛いと」

　メモをとりつつ立ち上がる匡平。

「あら〜もう行くの〜？　さっき来たばかりじゃない〜」

　上うわ目め遣づかいにそんな事を言ってくる薫子。

　こういう、何処か幼い仕草が、おっとりした風情の薫子には妙みようにハマる。ついつい匡平は再び腰こしを下ろしたくなるが――踏ふみとどまって言った。

「あいつを一人にしておくと何をやらかすか心配なんで。慌あわただしくてすみません」

　何かあった時、すぐフォローに走れる範はん囲いにあの常識根こそぎ欠落娘むすめが居ないと、やっぱり落ち着かない匡平であった。

　助言の礼を述べ、アイスティの代金を払はらうとそそくさと『コルベット』を出て行く匡平。

　彼の後ろ姿を眺ながめながら――薫子はぽつりと言った。

「……今のままでも十分お兄ちゃんやってると思うんだけど〜」
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「…………」

　パミルは固まっていた。

　完全に硬こう直ちよく中である。まるでフリーズしたパソコンの様に一切の動作を中断してしまっているのだ。その大きな碧へき眼がんを驚おどろきの形に見開いたまま身動き一つしない。

　そんな彼女の前に在るのは――

「パミルの今日のお弁当、やけに可愛いね」

　クラスメートの峰みね部べ蓉よう子こがそう評する事からも分かる様に弁当箱だった。

　女の子らしい小さなプラスチックの弁当箱である。ただしこれはいつもの事。パミルを硬直させ蓉子に『可愛い』と評されたのはその中身であった。

「……パミルちゃん……南部先せん輩ぱいの手作りお弁当なんだよね……」

　と――指先を咥くわえて、いかにも『いいなぁ』という台詞せりふが続きそうな口調で言うのはパミルの隣となりに座っている村むら田た早さ苗なえである。

　彼女の昼食はいつもの通り購こう買ばい部ぶで買ってきたパンと牛乳パックだ。

　元々地味で――まあ、ぶっちゃけちょっと暗い印象の在る眼鏡っ子の早苗が、背中を丸めてのそのそ一個八十円のジャムパンを食べている様子は、何というか妙に侘わびしい空気を醸かもし出す。教室で机を寄せ合って一いつ緒しよに食べているものの、パミルとは色々な意味で対極的な早苗の昼食事情であった。

　ただし早苗が羨うらやましがっているのは、『南部先輩の』の部分なのだろうが。

　ちなみに蓉子も弁当だが、こちらは彼女の母親が作っているそうだ。

「うわぁ。芸細ッ。これなんてタコさんだよタコさん」

「こっちはカニさんだよ。あ――リンゴもウサギさんになってる……！」

　そこまで言って――早苗はようやくパミルの状態が普ふ通つうでない事に気付いた。まあこの少女はいつもどこかしら普通でないのだが。

「パミルちゃん……？」

　首を傾かしげて声を掛かけると。

　あろうことか――パミルは震ふるえ始めた。

「ど……どうしたのパミルちゃん……？」

「恐おそろしい……」

　ぽつりとパミルはそう漏もらした。

「お――恐ろしい？」

　やたらに手の込こんだ可愛かわいい弁当を前にして言う台詞では無かろう。まあ中高校生の男子生徒に母親が持たせたりすると、むしろ羞しゆう恥ちプレイというか虐ぎやく待たいになりかねないよーな代物ではあるが。

「キョウヘイは……一体どうしてしまったというのだ……？」

「先輩？　南部先輩がどうかしたの!?」

　事が匡平の話となると黙だまっては居られない早苗である。というか黙ってたら黙ってたでストーキング――もとい重点観測していたりするがそれはさておき。

「わからん。わからんが――」

　パミル呻うめく様に言った。

「キョウヘイが変なのだ」

　もし匡平自身が此こ処こに居たら『お前が言うなあッ！』と激しく突つっ込みそうな台詞だがそれはさておき。

「実は今朝も――」

　そう言ってパミルは語り始めた。
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　制服に着き替がえたパミルは――キッチンに立つ匡平の姿を見て眼を瞬まばたかせた。

「むむ……？」
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　匡平がキッチンに立つ姿そのものはそう珍めずらしいものではない。基本的に南部家の食事は匡平が用意しているからだ。さすがに朝は手を抜ぬく事も多いが――卵を焼いたり、スープを温めたりする程度の事はよくやる。

　だが――

「キョウヘイ……？」

　パミルが驚おどろいたのは登校前――つまりは朝の忙いそがしい筈はずの時間に、やたらと凝こった料理を匡平がしている事だった。

　温めるだけの冷れい凍とう食品なんぞ一品も無い。

　唐から揚あげ、オムレツ、サラダ、その他諸もろ々もろ、全てきちんと手て間ま暇ひま掛けての、文字通りに手作りである。恐おそらく唐揚げに使ったのだろう――ステンレスのボウルだのバットだの置かれている調理用具を見れば分かる。他にもサラダスピナーとかも在った。

「今日は何やら――」

「――ん？」

　振ふり返る匡平。

　彼の顔を見て――言葉半ばでパミルは眼を見開いたまま硬こう直ちよくした。

　爽さわやかだった。

　朗ほがらかだった。

　周囲の空気が、きらきらと輝かがやいて見えるかの様な――辺りに漂ただよう雰ふん囲い気きを変質すらさせるよーな正体不明の何かが、匡平の表情から醸かもし出されていた。

「おはよう、パミル。よく眠ねむれたかい？」

　優しい口調で匡平はそう言ってきた。

　少女漫まん画がだと多分、背後に花とか描えがかれているよーな風情だった。

「…………」

　がたんと音を立ててパミルは一歩後退した。

　おかしい。違ちがう。何か違う。

　なんだかよく分からないがとにかく違う。

「………どうしたのだ、キョウヘイ？」

　パミルは相手を刺し激げきしないように――彼かの女じよなりに――慎しん重ちように問いかける。

　返ってきたのは、不必要なまでに明るく朗らかで爽やかな笑顔だった。

「どうしたって？　ははは、どうもしないよパミル。朝食の準備をしてるから、顔を洗っておいで」

「…………」

　物もの凄すごい違い和わ感かんが漂ただよっているのだが、匡平自身は気付いていないらしい。

　そこへ――

「なんだよ、おい。ずいぶんと良い匂においがするじゃないか？」

　あくびをかみ殺しつつ現われたのは――髪かみに寝ね癖ぐせのつきまくった周平である。キッチンに広げられている弁当箱を見て、感心したような声を出す。

「おお？　ずいぶんと手の込んだ弁当だな」

　周平は何気ない仕草で手を伸のばす。

「美味そうじゃないか。どれ、ひとつお呼ばれを……」

　お行ぎよう儀ぎ悪く周平がウインナーへ手を伸ばす。

　そこへ匡平の怒ど声せいが飛ぶ――筈はずだった。

　普ふ段だんならば。

「駄だ目めだろ、父さん」

　匡平は言った。

「子は親の鑑かがみって言うじゃないか。子供の良い手本になるよう、つまみ食いなんて行儀悪い事しないで、シャキッとしてくれよ」

「………」

　沈ちん黙もくが場に落ちた。

　周平は戦せん慄りつの表情で、硬直しているパミルと匡平をしばし見比べ――そして言った。

「……あー……なるほど。そう来たか……」

「むむ？」

　周平は何やら納得顔だが、分からないのはパミルである。彼女は困こん惑わくの表情を浮うかべ、おそるおそる尋たずねた。

「キョウヘイ、もしや熱暴走で脳に何らかのエラーでも起きたのでは……？」

　恐おそる恐る近づいたパミルは、匡平の額に手を伸ばす。彼の体温が平常値か調べようとしての事であった。

「はは、パミル。俺はぜんっぜん『普ふ通つう』だろ。ほら……ネクタイ、曲がってるぞ」

　まるで最後に音おん符ぷマークかハートマークでも付きそうな口調でそう言って――匡平はパミルの襟えり元もとに手を伸ばすと彼女のネクタイを直しに掛かかった。

「ほら、出来た。あと――俺の事はちゃんと『お兄ちゃん』って呼ばなきゃ駄目だろ？」

　笑って言う匡平。

　その口元で、窓から差さし込む朝日を浴びた歯が白く眩まぶしく輝かがやいた。

　きらーん♪　てな感じに。
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「――と、いう風にだな」

　まるで怪かい談だんを語る稲いな川がわ●二の如ごとく、不気味な語り口調でパミルは報告を締しめくくる。

「普段の言動と明らかに異なるのだ。まるでキョウヘイの顔をした別人を相手にしているかの様でな。弁当を見て思い出してしまったという訳だ」

「……ってそれって単に南部先せん輩ぱいに兄としての自覚が芽生えたからじゃないの？」

　首を傾かしげて蓉子が言う。

「兄の自覚？　むう――私には日本のスタンダードな『兄』というものはよく判らんのだが、もしそうだとしても、何故、急に？」

「そりゃあ………………何故かしらね」

　と蓉子。

「……シュウヘイが言うには、キョウヘイに何かが『キタ』らしいが」

「うーん……」

　そこまで言って二人は気付いた。

　早苗の様子が何やらおかしい。

「むむ？　どうした？」

「……こっちもなんかキてるみたいね」

　蓉子はやや呆あきれた様子で言った。

　早苗は半ば虚うつろな表情で「先輩が、先輩がネクタイを……『ああ……ネクタイ、曲がってるぞ♪』とか言って……ああああ」とか呟つぶやいている。

「早苗。あんたも変な処で萌もえてないで」

「……はっ!?」

　ひどく冷めた蓉子の声で、我に返る早苗。

「あやうくアストラル界に行ってしまう処でした……」

「何処の池いけ袋ぶくろよそれは」

「それよりもパミルちゃん」

　蓉子の突つっ込みは無視して早苗はパミルに向き直った。

「先輩は人が変わった様だった、まるで別人みたいだった、って……まさか……！」

　何処から取り出したのか、藁わら人形をぎゅう、と強く握にぎりしめる早苗。最早、呪のろいの道具なのかお守りなのかもはっきりしない感じであるが、それはさておき。

「先輩は、何かに取り憑つかれているのでは……!?」

「む？　トリツク？　何も付着していなかった様に見えるが」

「違ちがうのパミルちゃん！」

　蓉子が『あんた、またそんな――』と止めるのも聞かずに早苗は力説した。

「『狐きつね憑つき』とか『狗いぬ憑つき』っていうのがあって……悪い霊れいに身体を乗っ取られると、人格ががらりと変わっちゃうらしいの……！」

「そ……そうなのか……！」

　パミルは戦慄の表情を浮かべつつも納得した。あっさりと。

「確かにそれなら辻つじ褄つまが合う！」

「辻褄ってあんた……」

　呻うめく様に言う蓉子の台詞せりふはやっぱりパミルにも早苗にも聞こえていない様で。

「大変だ。キョウヘイの身体を乗っ取ったアクリョウとやらを退治するにはどうすれば良いのだ――サナエ!?」

「方法は色々在るみたいだけど――大丈夫、任せて。一番効果が高そうなのはどれか、コックリさんに聞いてみるから！」

「うむ。頼たのもしいぞ」

　拳こぶしを握にぎり締める早苗と頷うなずくパミル。

　色々な意味で間ま違ちがいすぎて、最早、何をどう突っ込んで良いのか判らない感じである。流石の蓉子も突っ込むのを諦あきらめたのか――ため息をつきながら一口、パミルの弁当からタコさんウインナーをつまんで言った。

「……南部先輩もかわいそうに……」

　まったくである。
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「あ――――――…………」

　重苦しいため息を匡平は吐はいた。

　何というか――疲つかれた。

　早起きして凝こりに凝った弁当を作ってみたり、想像する限りの兄らしい態度を取ってみたり。色々と研究した甲か斐い在って、理想的な『兄』を演じられているとは思うのだが（匡平的憶おく測そく）――これはこれで妙みようにしんどい。

　なので匡平は掃そう除じ時間の終しゆう了りようを告げるチャイムを聞きながらぐったりしていた。

　すると――

「匡平、委員長がゴミ捨てて来いってよ〜」

　声をかけられて振ふり返る。

　青いプラスチック製のゴミ箱を片手に瑞みず人ひとが立っていた。

　背中にエレキギターを背負い、人工的な赤い髪かみと緑色の瞳ひとみをした姿は、ただ突っ立ってるだけでも『見てッ！　みんな俺様を見てッ!!』と喚わめいているかのよーな、無意味に過か剰じような存在感があった。

「やけにお疲つかれじゃ〜ん。何かあった？」

「いや、別に――」

　適当に答えながらゴミ箱を受け取る匡平。

　そういえば。

　ふと思い出して、匡平は瑞人を見る。

「瑞人――お前ん所、確か大家族だったよな。兄貴が居るってどんな感じだ？」

「あん？　どうって言われてもな」

　呆れた様に鼻を鳴らして瑞人。

「いきなりンな曖あい昧まいな事聞かれても説明しようがねえんだが」

「そうか？」

「ぶっちゃけ、多いんだけどな――そう聞かれるの」

「あ。そうなんだ」

「少子化の時代だからなー。『兄弟姉妹がいるってどんな感じなの？』とか聞いてくる奴やつは割とよくいるんだよ」

「……なるほどな」

　まあ確かにクラスを見回してみても割と一人っ子の生徒の割合は多い様に思う。

「けどなあ。別になろうと思ってなったモンじゃないし、物心ついた頃ころにゃもう兄貴やら姉貴やら弟やらがいた訳だしな」

　瑞人に言わせると、それは当たり前の様に享きよう受じゆしている環かん境きような訳で。

「俺に言わせりゃ逆に一人っ子の気持ちなんか判らねーんだけど、匡平、お前『一人っ子とかってどうよ？』とか聞かれて答えられるか？」

「……そりゃそうか」

　言って肩かたを竦すくめる匡平。

　つまり。

　それ程までに『兄弟姉妹』という関係性は当事者達にとって当たり前のものなのである。いちいち『兄らしいかどうか』とか『妹らしいかどうか』とか意識している内はまだまだという事か。

　どうやら先は長いらしい。

　だが今後も延々と、今日みたいな『兄』を意識せずに演じられるまで続けなければならないと思うと――正直言ってどれだけ気力が保つか心許ない。

「なんか……矯きよう正せいギプスつけて人格改造してるみたいな気分だ……」

「あん？　なんか言ったか、匡平」

「何でもねーよ。ゴミ捨てに行ってくる」

　首を傾げる瑞人を後にして、ゴミ箱を抱かかえた匡平はよろよろと教室から出て行った。
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「キョウヘイ……もとい、お兄ちゃん！」

　悲ひ壮そうとも言うべき決意の滲にじんだ声が背後から投げ掛けられる。

「パミル……？」

　怪け訝げんの表情を浮うかべて背後を振り返る。

　校舎裏のゴミ捨て場。当たり前だが普ふ段だんはあまり人の姿の在る場所ではない。でっかい焼しよう却きやく炉ろと、学校中から集められて積まれたゴミの山の前に匡平はいた。

　でもって――パミルと早苗も。

　まあそこまではいい。同じ学校に通っているのだからして、顔を合わせる事が在っても不思議ではない。

　だが――

「なっ……」

　匡平を絶句させたのはパミルと早苗の格好だった。

　二人が身に帯びているのはいつもの学校指定の制服ではなく、色々な意味で眼に痛い位まっ白な和装だった。

　俗ぞくに言う白装束という奴だ。

　でもって二人の額には白い鉢はち巻まき。更さらにそこにはローソクが二本、角の様に立てられていたりもする。

　どー見ても深夜の神社の境内で五ご寸すん釘くぎをわら人形にぶち込むのにこそ適したスタイルであって……少なくとも掃除の時間に相応ふさわしい格好ではなかった。

「お兄ちゃん」

　ずい――と前に出ながらパミルが言った。

「いや。お兄ちゃんの中の人よ。覚かく悟ごを決めて貰もらおうか」

　でもってじりじりと――まるで獲え物ものに飛びかかる機を計る肉にく食しよ獣くじゆうの様に、匡平に近付いてくる。しかも早苗も一いつ緒しよにだ。

「な……!?」

　中の人って何だよ!?　っていうかお前はまた何やってんだ一体!?

　と――喉のどまで出かかった罵ば声せいを、匡平は多大なる努力を払はらって、どうにか飲み下した。

（落ち着け、俺……！　ここはお兄ちゃんらしく、お兄ちゃんに相応しい感じで、暴走する妹をいさめるんだ……！）

　痙けい攣れんする頬ほおを意識しつつも、自分に言い聞かせる匡平。なんかもー全身が『ギギギ』とか軋きしむよーな気がしたが、それでも彼は頭の中で『相応しい台詞せりふ』を整理するとそれを口にしてみた。

「ははは。何をやっているんだい、パミル。ここは学校だぞ……そんな変な格好してないで、ちゃんと制服を着なきゃ駄だ目めだろう？」

　優しく。穏おだやかに。

　呪じゆ文もんのよーに頭の中でそう繰くり返しながら言い聞かせる匡平。
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　すると――

「ううっ……」

　何故かパミルはたじろいだ様に後ずさり。

（おお、効果あり!?）

　と――喜びかけたその時である。

　いきなり横手から、大量の何かが浴びせかけられた。




　ざばっしゃ！




　一いつ瞬しゆん、突とつ風ぷうで巻き上げられたグラウンドの砂でもかかったのかと思ったが――しかし、そうではなかった。口にわずかに紛まぎれ込んだ砂状のソレはひどく塩しお辛からかったのだ。

「うわ、っぺ……なんだ、これ――」

　目にもしみる。眼鏡を外して瞼まぶたをこすった匡平が砂状のソレが飛んできた方を見ると、そこには『塩』と書かれた陶とう器きのツボを胸に抱えた――早苗がいた。

「………わ、私……私、先せん輩ぱいの為ためにも………パミルちゃんの為にも……頑がん張ばります！」

　何をどー頑張れば白装束着て相手に塩を投げつける事になるのか。

「む……村田さんも一体何を言ってるんだい？　僕には何が何だかさっぱり判らないよ。説明してくれるかな？」

　ひび割れて剥はがれ落ちそうな笑顔を辛しん抱ぼう強く取り繕つくろって匡平が言う。すると早苗は『はうーん』とかなんとか言って身をよじっていたが――

「だ、駄目よ早苗。邪よこしまな誘ゆう惑わくに心を奪うばわれたら駄目……！」

　早苗の漏もらす意味不明の呟つぶやきに覆おおい被かぶせる様にして――パミルが言った。

「黙だまるがよい、悪あく霊りようめ！」

「は？　悪霊？」

「何の目的があってキョウヘイに取り憑ついているか知らぬが、このベルグマン王家王位継けい承しよう権けん第一位のパミル・テリル・カルル・ベルグマン姫ひめ――の、替かえ玉アンドロイドである私の眼は誤ご魔ま化かせん！」

　まるでどっかの旧ふるい特とく撮さつ超ちよう人じんみたいな事を言ってくるパミル。そのまま外道●身霊波光線とか浴びせかけてきそーな感じだった。

「これより除じよ霊れいの儀ぎ式しきを行う!!」

「行います！」

　高らかにそう宣言するパミルと早苗。

「…………は？　ってかちょっと待――」

「可愛かわいいお弁当を早朝からせっせと作ったり、優しくネクタイを直したり、あまつさえ慈いつくしむよーな眼まな差ざしで静かに微ほほ笑えむなどという悪あく魔まの如ごとき所行――まさに、悪霊に取り憑かれた証しよう拠こ！」

　えらい言われようである。匡平も。悪魔も。

　でもって。

　何処から調達したのか、[image: ]さかきの束を取り出してばっさばっさと左右に振ふり始めるパミル。

「悪霊退散！　悪霊退散!!」

「ごめんなさい、ごめんなさい……でも、これは先輩の為を思っての事なんです……！」

　言いながら、早苗はばっさばっさと塩を匡平にぶっかけてくる。

　でもって――

「どーまん！　せーまん！」

「どーまん！　せーまん！」

　思わず『何処の陰おん陽みよう師じだ貴様等』とか突っ込みたくなるよーな、呪文だか歌詞だか判らない事を叫さけびながら踊おどる少女が二人。

　異様というか――最早それはある意味で地じ獄ごく絵図の如き光景だった。少なくとも匡平の望む『平へい穏おん』とか『平へい凡ぼん』という言葉とは、天地どころか地球とプレアデス星団程にもかけ離れている状じよう況きようではあった。

（こ……堪たえろ、俺ッ！）

　匡平は自分に言い聞かせた。

（何事にも動じない包容力だ。お兄ちゃんだろ！　妹のやる事に、いちいち目くじらを立ててちゃ駄目だ！）

　匡平は匡平で色々微び妙みように間ま違ちがっている感じだが――まあさすがに彼の内心にまで突っ込んでくる者など居る筈はずも無く。

「落ち着きなよ、二人とも。村田さんもパミルに何を吹き込まれたのか知らないけれど、俺は別に悪霊に取り憑かれちゃいないよ。ほらこんなに『普ふ通つう』じゃあないかッ！」

　両手を広げて爽さわやかに微ほほ笑えんでみせる匡平。

　だが――パミルと早苗は喜ぶどころか、ビクッと怯おびえた様に体を強張らせる。二人はささっと身を寄せ合うとぼそぼそと何やら言葉を交わし始めた。

「ぬうぅ。早苗、ぜんぜん効いていないようだぞ？　これはどうした事だ」

「ど、どうしよう……よっぽど強い悪霊なのかな………」

　少女達はしばしぼそぼそと何やら打ち合わせしていた様だが――やがて、ずい、とパミルだけが前に出てきた。

「仕方がない。こうなれば危険を伴ともなうが――」

　パミルが白い手を前へ突き出すのを眼にして匡平の脳裏に猛もう烈れつに嫌いやな予感が沸わき上がる。

「ちょ……待てパミ」

「ゆくぞ！　王家ファイヤー――もとい除霊ふぁいやああああああああああ!!」

「どわあああああああああああ!?」

　咄とつ嗟さに横へ飛び退く匡平。

　パミルの白い手から放出された炎ほのおの渦うずが、一瞬前まで匡平の立っていた場所を、もの凄すごい勢いで通過していった。置き去りにされたゴミ箱が、たちまち熱でぐにゃりと歪ゆがんで溶とけ崩くずれ、その向こうに在ったゴミの山が燃え上がった。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとその様子を眺ながめる匡平。

　彼はこの非常識な光景を目の前にして――

（我が慢まんだ、俺！　お兄ちゃんだろ!?　優しくいさめて、止める様に言い聞かせ――）

「って出来るかああああああああ!!」

　さすがに我慢にも限界とゆーものがある。

　怒ど鳴なり声と共に匡平は自分の心の声を蹴けり離はなして、パミルに向き直った。さすがに火か炎えん放射食らっても未まだニコニコして優しく相手に話し掛けられる程、匡平は鷹おう揚ようではない。

「俺を焼き殺す気か、お前は!?　学校の備品まで燃やして、何考えてんだ!!」

　プラスチックの燃焼する嫌な臭においが充じゆう満まんする中――完全に『お兄ちゃん』を演じるのを放ほう棄きした匡平は、額に青筋を立てていつもの調子で喚わめき散らす。

「何を言う。除霊ファイヤーは、非ひ致ち死し性せいだ！　邪よこしまなるものだけを焼き尽つくす聖なる炎なのだ！」

「ゴミ箱燃えてんじゃねえか！」

「うむ。邪なゴミ箱だったらしいな」

「んな訳あるかッ！　大体その神聖とか邪じや悪あくとか何処で判断してんだよ！」

「うむ。それは勿もち論ろん私の主観……」

　と――色々と間ま違ちがいまくっている感じの台詞せりふを――パミルはその半ばでふと切って。

「お兄ちゃん……正気に戻もどったのか？」

「戻るも何も、俺は初めから正気だ！　なんで悪あく霊りように取り憑かれたと思ったんだよ!?」

「様子がおかしかったからだ」

　きっぱりと断言するパミル。

「だから――なんでそうなる!?　俺は立派な、兄らしい態度をとっていただけだろが!!」

「むむ――そうなのか!?」

「あの、先せん輩ぱい……」

　横からおずおずと早苗が口を挟はさんでくる。

「パミルちゃんは先輩の態度が急変したから、心配だって……そ、それで………私が、除じよ霊れいしようって、言い出したんです……ごめんなさい……」

「………」

　匡平は苦々しい表情を浮うかべた。

　まあ大体の話の流れは分かったが。

「怒ど鳴なったり叱しかったりするような俺の方が、いいってのか？」

　苦労して兄らしく振ふる舞っていた匡平としては、その努力を否定されたような気がして面白くない。その気持ちが苛いら々いらした口調に顕あらわれていた。

　だが――

「いいも何も――『それ』がキョウヘイであろう？」

　パミルはきょとんとした顔で、匡平を見上げてきた。

「私はそう理解していたのだが。なのに違ちがう態度を取られたから、不安になったのだ」

（――嗚あ呼あ、そうか）

　良くも悪くもパミルと匡平の関係は普通ではない。これはどう取り繕っても仕方の無い事実である。

　だからこそ無理矢理に他人の知ち恵えや意見を寄せ集めて作った『理想的な兄の姿』はひどく作り物っぽくて不自然で……だからパミルを不安にさせたのだろう。

　兄らしくすべき――これはその通りだろう。

　だがそれは匡平がパミルとの関係の中で自ら模も索さくすべきであって、何処かに安易にお手本を求めて良いものでも無かったという事だ。

　だから――

「………」

　ため息をついて。

　匡平は髪かみをぐしゃぐしゃと引っかき回した。

「だあ、もう止めだ止め」

「ぬ……？」

「そりゃ、世間から見たら俺や周りの状態は変かもしれないけど……それが俺たちにとっての『普ふ通つう』なわけだし」

「ぬぬぬ？」

「無理に変なレッテル貼はるからいけないんだよなあ。今が上手く行ってればそれでいいんだ……うん」

　背せ伸のびをして独白する匡平。

　パミルは何が何だか判らないといった風に小首を傾かしげている。その見慣れた、まるで小鳥のように愛らしい仕草を見下ろして、匡平は苦笑した。

「なんでもねえよ、こっちの話だ。ごめんね村田さん、こんな騒さわぎに巻まき込んじゃって」

「い、いえ……！　私は全然!!」

　ちぎれんばかりの勢いで首を振ふる早苗。

「……って。そもそも諸悪の根源は親父じゃねえかよ」

　周平がしょうもない事を言って煽あおるから、ややこしい事になったのだ。

　帰ったらとりあえず監かん視しカメラと盗とう聴ちよう器きを外させて、一発ぶん殴なぐろう――そんな事を固く心に誓ちかう匡平であった。







第五章　アウトオブオーダー







「――むむ？」

　狂くるおしい程に蒸し暑いある夏の日。

　じわじわと不快指数ばかりが上がり続ける街の片かた隅すみで……怪け訝げんそうな声を漏もらしつつ少女はふと脚あしを止めた。

　涼すずしげな白いワンピースの裾すそが揺ゆれる。

　綺き麗れいな少女だ。

　まるで童話か神話の類たぐいに生息する妖よう精せいや天使の如ごとく……その容姿には生身の俗ぞく臭しゆうが綺麗さっぱりと欠落している。

　肌はだは白磁。瞳ひとみは宝玉。髪は絹糸。黙だまって立っていれば『実は人間ではなく名めい匠しようの手になる少女人形なのだ』と告げられても信じる者が居るかもしれない。

「どうしたパミル？」

　南なん部ぶ匡きよう平へいは傍かたわらに立ち尽つくしているその美しい少女に――表向きは『南部晴はる美み』という名で彼の妹という事になってはいるが、その実態は『亡国の姫ひめ君ぎみの替かえ玉アンドロイドを自じ称しようする不思議ちゃん系美少女』である処の、パミル・テリル・カルル・ベルグマンに声を掛かけた。

「あれは何だ？」

　パミルはぽつりと呟つぶやく。

　彼女の視線を追ってみるものの匡平には『あれ』という指示代名詞が何を指すのかが分からない。二人の前に広がっているのは、ごく平へい凡ぼんな街の風景でしかなかった。

「あれって？」

「あれだ」

　少女の白い指が上がって一点を指す。

　改めてそちらに視線を送ってから――匡平は眉まゆを顰ひそめて言った。

「ゴミ捨て場だろ」

　そう。

　それは何処からどう見てもゴミ捨て場だった。主に粗そ大だいゴミが多い様で――旧式の家電やら古びた家具やらが、乱雑に折り重なって小さな山を形作っている。

　まあ珍めずらしい光景ではない。

　だが――

「大変だ」

　そんな言葉と共に……匡平の視界を真横に流れる金きん髪ぱつが横切った。何を思ったのかパミルがいきなり駆かけ出したのである。

「おい――パミル？」

　匡平は驚おどろいて声を掛かけるが、パミルはまるで構わずゴミの山に向かって突とつ進しんしていく。

　彼女の奇き行こうは今に始まった事でも無いのだが、いきなり走り出すというのも珍しい。匡平は一いつ瞬しゆん、唖あ然ぜんとした様子でパミルの背中を眺ながめていたが――やがて溜ため息を一つついて自分もゴミの山の方へと歩き出した。

「大変だ――キョウヘイ」

　パミルはゴミの山のすぐ側に立って再びそう言ってきた。

「犬が棄すてられている」

「なんだって……？」

　改めて彼はパミルの肩かた越ごしにゴミ捨て場を覗のぞき込んで――

「…………あのな。パミル」

　かくんと肩かたを落として脱だつ力りよくしながら匡平は言った。

「それは『犬』じゃねえよ」

　山と積まれた粗大ゴミの隙すき間まにそれは居た。

　いや――在った。

　まるで己がそのゴミの中に押おし込まれているのが理り不ふ尽じんだと――自分はゴミではないと主張するかの様な鈍にぶい銀色を示して。

　だがよく見ればそれは貴金属でも鋼でもない。

　あくまでそれらを模も倣ほうした塗と料りようでしかなかった。

　それの『身体ボデイ』は銀色に塗と装そうされたプラスチック製だった。何ヶ所か塗装がはげているのでそれと分かる。

　ティッシュの箱程の大きさの胴どう体たいに――これまた箱を繋つなげて作ったかの様な手足がくっついていた。

　それは確かに広義では『犬』という単語の示す範はん疇ちゆうに含ふくまれる存在ではあったろう。ただし厳密を期すならば『模造品』という単語をも添そえるべきだろうが。

　犬は犬でも――それは人工の犬だった。

「少し前に流は行やったロボット犬だな」

　某ぼう電でん機きメーカーが製造販はん売ばいしていた代物だ。

　最新のロボット技術をこれでもかと詰つめ込んだが故に、やたらと高価で――確かそこらの新米社会人の給料一ヶ月半分の値段だった筈はずだ――しかし実用性という意味ではほぼ皆かい無むの愛あい玩がん用ロボットだ。

　数年前に爆ばく発はつ的てきに流行したが、飽あきられるのも驚おどろく程の早さだった様に思う。

　まあ必然と言えば必然の結果だ。

　この手のペット型ロボットは、元より本物の愛玩動物の代用品として作られた代物――糞ふん尿にようとも病気とも縁えんの無い清潔さや手軽さに加えて、いつでもリセットが効くという点がセールスポイントだ。それだけに飽きられれば気楽に売られ――あるいは棄てられてしまうのだ。

「ブームが過ぎたから棄てられたのかもな」

　電源が入っていないのか、はたまた壊こわれているのか……人工の犬は全身で『無機物』を主張しているかの如ごとく微び動どうだにしない。

　まあ本当に生きている犬や――あるいは犬の死体が転がっているよりは遙はるかにマシだったと匡平はわずかな安あん堵どを覚えていた。

　だが――

「むう。哀あわれな」

　とパミルは、その動かない犬の紛まがい物に手を差さし伸べる。

「おい。何してんだ――パミル」

　と問いつつも、何となく匡平は彼かの女じよの考えが読めてはいた。

「言っておくが持って帰るのは駄だ目めだぞ。たとえ棄すてられてるものでも、勝手に持って帰ったら違い法ほう行こう為いなんだからな」

　確か占せん有ゆう物離り脱だつ横領罪とかいっただろうか。まあ、あまり厳密に適用される罪でも無い様ではあるが――

「この哀れな犬を置いて帰るというのか？」

　振ふり返って上うわ目め遣づかいに匡平を見つめるパミル。その視線と口調に、珍めずらしく非難の色が含ふくまれているのに気付いて匡平は少し慌あわてた。

「いや、それ犬じゃないし。犬は犬でも無機物だし――」

「無機物だろうが何だろうが犬は犬」

　匡平の弁解に覆おおい被せる様にしてパミルはきっぱりと言った。

「ロボットと分かった途と端たんに手の平を返した態度を取るのは、人として良くないぞ」

「……いや……あのな」

　アンドロイド（自じ称しよう）少女に人道を説かれるというのも何やら釈しやく然ぜんとしないものを感じる匡平であった。

「ではキョウヘイにとって私はヒトではないのか？　天然物でなければ倫りん理りや道徳の対象外だと？」

「…………」

　また迂う闊かつに答え難い微び妙みような所を突ついてくる。

　パミルはあくまでもこの『機械』に『生命』に対するのと同じ尺度を――価値観と倫理を適用しようとしているのだ。

　確かにアンドロイドを自称する少女にとってそれは自然な事ではあろう。

　だが――

「これは――きっと、飢うえと疲つかれでぐったりしているに違ちがいない！」

「…………」

　溜ため息をつく匡平。

　まあロボット犬の『餌えさ』が電気で、それが尽つきたから動かない――という解かい釈しやくであればパミルの言っていることも全く的外れではない訳だが。

　ロボット犬をパミルはひしっという感じで胸に抱いだいている。その仕草はひどく頑かたくなな感じで――何を言っても聞き入れてくれそうに無い。

（ロボット――って事で親近感でも覚えてるのかこいつは？）

　実の所、パミルが本当にアンドロイドなのか、それともアンドロイド妄もう想そうの電波を第六次元辺りから受信中の困ったちゃんなのかは未いまだに分からない。

　だが『ベルグマン王国の王女の替かえ玉として作られたアンドロイド』という『素性』はパミルの中では揺ゆらぐ事の無い現実であり、価値観の基き礎そを成すものである様だった。

　それを――それがどれだけ荒こう唐とう無む稽けいな戯たわ言ごとに聞こえても――無む下げに否定してしまうのは良くないと匡平は知っている。

　だから……

「ああもう――分かったよ」

　呻うめく様に匡平は言った。

「じゃあとりあえず、それが動くかどうか調べて貰いに――診しん察さつして貰もらいに行くか」

　完全に壊こわれているのならば、パミルとて『死んだ』と諦あきらめるだろう。要は普ふ通つうの犬と同じ様な手順を踏ふんでやれば良いだけの事だ。

　とりあえずそんな風に匡平は考えていたのだ――この時点では。
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「あら〜懐なつかしい〜」

　カウンターの上に置かれた犬型ロボットを見て開口一番、薫かおる子こはそう言った。

「フレドじゃないの〜」

　豊ほう和わ薫子。

　喫きつ茶さ店てん『コルベット』の店長を務める女性だ。年ねん齢れいは二十代半ばだと思われるが正確な数は匡平も知らない。

　毎度の事ながら……経営は大丈夫かと心配になる位、客の姿が『コルベット』店内には見あたらない。木目調の内装と調度品で統一感を持たせた店内は、時間の流れすらふと緩ゆるむかの様な落ち着いた空気が漂ただよっており、店長の性格と相まって流行の『癒いやし』空間になっているのでは、と匡平は思うのだが。

　まあ他の客の姿があまり無いからこそ、こうやって営業時間中なのを気にせず、妙みような相談を持ち込む事も出来る訳だが。

「フレド？　それが此奴こいつの名か」

　カウンターの上に置いたロボット犬の背中に当たる部分をパミルは撫なでている。ロボット犬の下には御ご丁てい寧ねいにもパミルのブレザーが敷しかれていた。

「簡単な人工知能と学習機能を備えた愛あい玩がんロボットよ〜。マニアに人気があってシリーズ化されてて〜。この子はＥＲＳ12……一番古い型みたいね〜」

　薫子はおっとりした口調で解説する。

「そういえば何種類かでてたみたいですね」

　と匡平。

「いかにも縫ぬいぐるみっぽい丸っこいデザインから、戦せん闘とう機きに変形しそうなのまで出てたわねぇ〜。一時期は凄すごい人気だったから、値段の割には飛ぶように売れてたみたいだし」

「本物の犬の方が安い位でしたよね」

　ペットショップに行けば、普通に数万円で生きている本物の子犬が手に入る。そちらの方がどう考えても可愛かわいいし、わざわざ何倍もの金額を出して『紛まがい物』を飼う人の感覚が、匡平には分からなかった。

　だが――

「必ずしも本物の犬の代わりって訳じゃなくて〜ロボットだから好きって人もいるみたいだけど〜」

　薫子は頬ほおに手を当てて首を傾かしげる。

「ロボットだから、ですか？」

「最さい先せん端たん技術を自分の家に――って感じで。まあ一種のロマンよね〜。今でこそ二足歩行ロボットとかのキットも普ふ通つうに売られているけれどぉ……当時としてはようやく漫まん画がとかアニメの世界に現実が追いついてきたって感じで〜」

「はあ……」

「他にも〜ペット禁止のマンションだとか、動物アレルギーといった人々に『癒し』を与あたえるって目的も在ったみたいだけど〜」

「……なるほど。本物を飼いたくても飼えない人も居ますもんね」

　匡平は頷うなずいた。

「でもどうしたの――これ？」

「ゴミ捨て場に棄すてられてたんですけど」

　匡平は苦笑しながら言った。

「妙にパミルが気に入っちゃって。でも壊こわれてるかどうかも分からないし説明書も無いし――機械に詳くわしい人、薫子さんの他に思いつかなくて持って来ちゃったんですけど……」

「う〜ん……？」

　薫子は首を傾げてフレドを見下ろす。

「この手の商品は、ブラックボックスとか多いから迂う闊かつに開けられないのよね〜」

「そうなんですか」

「修理するにしてもユニットごと交こう換かんになるでしょうけど……でももう生産中止して何年か経つから、部品が調達できるかどうかも怪あやしいわね〜」

　まあ最先端技術の塊かたまりというのは概がいしてそういうものではあるだろう。

「外装に特に目立った傷も無いし〜とりあえず通電してみて不具合を確かめないといけないんだけどぉ」

　薫子はひょいとフレドの筐きよう体たいをひっくり返して腹側に貼はり付けられていた製品番号を確認する。

「でも〜充じゆう電でん器きは専用の物だから〜いきなりコンセントに直結ってワケにもいかないと思うのよ〜？」

「しまったな。よく調べれば充電器も一いつ緒しよに棄すててあったかもしれませんね」

　と匡平。

　そこへ――

「充電か。任せておけ」

　と頷うなずくや否いなや――無造作にフレドへとパミルが手を伸のばす。

　電気。パミル。手。

　匡平の脳裏で、三つの単語が嫌いやな予感によって瞬しゆん間かん的てきに接続された。

「ちょっと待――」

「王家サンダーッ!!」

　お馴染みの叫さけびと共に少女の白い掌てのひらから青白い稲いな妻ずまが迸ほとばしる。

　普通の人間なら驚きよう愕がくで固まるか、異様さにドン引きするよーな光景であったが――最早慣れた感さえ在る匡平は、殆ほとんど反射的にパミルの後頭部へ平手の突つっ込みを入れていた。

「アホかお前はッ！」

「――む？」

　叩たたかれたパミルは顔をしかめた。

「何か問題でもあるのか、キョウヘイ」

「大ありだ！　他に客が居なかったから良かった様なものの……！　っていうかそれ以前に、カミナリみたいな高電圧かけたら直るもんも壊こわれるだろが！」

「安心しろ――ちゃんとフレドの回路を焼き切らぬよう、加減してある」

　と宣うパミルは得意げですらあった。

　しかも――

「見ろ！」

　パミルの指さす先で――これまで微び動どうだにしなかったフレドが、ぷるぷると震ふるえているではないか。

　まあそれは断だん末まつ魔まの痙けい攣れんに見えない事も無いが――




　うぃ〜ん……ぎちぎちぎちぎち。




　モーター音だか何だかをさせて動き始めるフレド。やたら『ロボットです』と主張しまくっているかの様な駆く動どう音おんである。

　おまけに自然さの欠片かけらもない動作で、フレドは体を左右にカクカクとぎこちなく揺ゆすりながら四本の足を伸のばして立ち上がった。

「おお！　蘇そ生せいしたぞ！」

　嬉うれしそうにパミル。

　だが――




　――ぎち。ぎちぎちぎちぎち。ぎち。
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　どうにも耳みみ障ざわりな音をたてながら首を傾げてみせるフレド。

「これって――」

　買い換えるのでもない限り――所有者が機械装置を棄すてる場合には大別して二通り在る。

　壊こわれたか。飽あきられたか。

　恐おそらくこのフレドは前者であったのだろう。

　完全な故障ではなく、耐たい用よう年数を越こえての使用は小さな不具合が幾いくつも出てくるものだ。このやたらに機械的な、引き攣つる様な動きと、耳障りな音は、明らかにその不具合の証しよう拠こであった。

　本物の犬の代わりに『癒いやし』を提供する装置が、こんな露ろ骨こつに機械機械していては意味が在るまい。

　だが――

「おおっ！」

　パミルは大喜びで声を上げる。

　フレドは、ＬＥＤライトの目をぴかぴかと点てん滅めつさせてパミルの方を向くと――やっぱりぎちぎちぎちぎちと、思い切り機械の音をさせてアンテナのような尻しつ尾ぽを左右に振ふる。

「………うーむ」

　匡平の眼から見れば不自然というか仕草の一つ一つがあまりにわざとらしいのだが――これも不具合なのか、元々の仕様なのかは今ひとつ分からない。

「動いたのはいいけど、これ、どうするの匡平君〜？」

　と薫子が尋たずねてくる。

「どうするって言われても……」

　眉まゆをしかめて懊おう悩のうする匡平。

　前述の通り――彼がパミルを此こ処こへ連れてきて薫子に相談したのは、諦あきらめさせる為ためだったのだ。壊れていると――『死』んでいると分かればパミルも諦めると思ったのだ。

　だが彼の思おも惑わくに反して、犬型ロボットは動き始めてしまった。しかもその結果としてパミルはやたらとこのフレドが気に入った様子で――

「今いま更さら、捨てるって訳にもいかないし……」

　呟つぶやいた途と端たん――耳ざとく聞きつけたパミルがぱっと表情を輝かがやかせて身を乗り出してくる。

「いいのか？　飼ってもいいのか!?」

　期待で目をきらきらさせているパミル。

　普ふ段だんは表情が薄うすいだけに、彼かの女じよの心底から嬉うれしそうな表情は、やたらに際立つというか……抗あらがい難い可愛かわいらしさが在る。

　匡平としては苦笑を浮うかべて頷うなずくしかなかった。無論――

「……お前がちゃんと面めん倒どうを見ろよ」

　と言い加えるを忘れはしなかったが。

　とはいえ……本物の犬いぬ猫ねこと違ちがって粗そ相そうもしなければ病気にもなるまい。恐おそらく面めん倒どうな事はほとんど無いだろう。

「うむ！」

　余程に嬉うれしかったのだろう――パミルは匡平が初めて見る位に気合の入った様子で大きく頷いた。
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　気温の高い夏の日――湿しつ度どが低く空気が乾かわいた状態の事を『カンカン照り』、逆に高こう湿しつ度どで蒸し暑い状態を『油照り』と呼ぶ。

　でもって……こういう油照りの日には、しばしば夕刻になると突とつ発ぱつ的てきに大おお粒つぶの雨が降る。

　これが俗ぞくにいう『夕立』だ。

　いきなり雨雲が出てきて降り始める為ため、傘かさの用意をしておらず慌あわてる人間も多い。

「うひゃぅううううう！」

　小さく悲鳴を上げながら、雨に追われるようにして自宅の玄げん関かん前まえ――庇ひさしの下に駆かけ込む少女なんぞもその一例だ。

　今時珍めずらしいくらいの見事なおかっぱ頭で、コンパスを使って描えがいた如ごとくまん丸い眼鏡。よくよく見れば可愛い顔立ちをしているのだが――『……ココが好き』と縁えんの下とか墓石の陰かげとかを指さしそうな、地味で暗めの雰ふん囲い気きが、色々な意味で本来の魅み力りよくを相殺してしまっていた。

　村むら田た早さ苗なえである。

　大粒の雨をもろに受けた彼女は、毛先から水を滴したたらせ、か細い声で呟いた。

「あう………びしょ濡ぬれ………」

「あんたの場合、なんかずぶ濡れの方が『らしい』気がするのが不思議よね」

　と苦笑して言うのは、同じ様に夕立の中を駆かけ抜けてきて、濡れている早苗の友人――峰みね部べ蓉よう子こであった。

「こう髪かみの端はしとかくわえて、手首なんかびろーんと下げてみたりして」

　などと柳やなぎの下の幽ゆう霊れいみたいなポーズをとってみる蓉子。

「やだ……蓉子ちゃん」

　早苗は俯うつむいて言った。

「褒ほめてもお茶ちや菓が子し位しか出ないよ……？」

「いや。褒めてない褒めてない」

　と手をぱたぱた振りながら言う蓉子。

「……っていうか、あんたの価値基準がたまに分からなくなるわよ私は」

「そ……そうかなぁ」

「南部先せん輩ぱいとかも何処が良いのか今ひとつわかんないし」

「ええ〜？　あんなに素敵なのに〜」

　彼かの女じよはポケットから取り出した鍵かぎ束たばで家の玄げん関かんを開けながら言う。

　ちなみに夏休み中だというのに級友の蓉子が一いつ緒しよに居るのは、早苗の家で共に宿題を片付ける為である。

「多分『素敵』って言葉の定義が私の辞書とあんたの辞書とは違ちがうんでしょ」

「で……でもそれで良かった様な気もするかな……蓉子ちゃんがもし南部先輩の事、好きになったら……すっごく困るし」

「ないない。それはない」

　苦笑して言い――

「でもまぁ、パミルちゃんはちょっと危ないかもね？」

　ちろりと横目で早苗の方を眺ながめながら意味深な口調で言う蓉子。彼女にすれば今時珍しい程に恋れん愛あい関係に奥おく手てな早苗を焚たき付ける為ための台詞せりふだったのだろう。

　だが――

「ううん……それは、ないと思うの………」

　家の中に上がりながら早苗は首を振ふるる。

「先輩は………パミルちゃんを……そういう目で見て……いない……と思う……」

「なんでそう思うのよ？」

　とりあえず『おじゃましまーす』と一声言ってから早苗も村田邸ていにあがる。もっとも今の時間帯、村田邸は両親共に働きに出ていて誰もいないのだが。

　宿題を片付ける場に村田邸が選ばれたのも、他の家人が居ない方が気楽だからだ。

「……えっと………根こん拠きよとかは無くて……なんとなく……なんだけど………」

「血は繋つながってないんじゃなかったっけ？」

「それは……そうだけど……」

　何かの折についつい十八禁な感じの余計な想像をしてしまう事が多い早苗だが……落ち着いて考えてみると、匡平とパミルに限って言えば、あまりその手の想像には現実味が無い。何より間ま違ちがいが起こる様ならとっくに起こっている筈はずで――

（……先輩ってパミルちゃんに対して……何か一線を引いてる感じがする……）

　普ふ段だんから熱心にストー……もとい重点観察している早苗だからこそそう思うわけだが。

　とにかくパミルは匡平の事を『異性』よりも前に『同居人』や『保護者』といった要素を第一に認識している様だし、匡平は匡平でパミルを恋愛の対象として見ていない様な感じが在る。

　それは義理の兄妹だからとかそういう事ではなく――

（……もしかすると……）

　それはパミルが自分のことを『アンドロイドだ』と主張している事に関係するのかもしれない。

　パミルが実際に人造人間なのかどうなのかはさておき、それが彼等の間の関係を妙みような形で固定してしまっているのかもしれなかった。

　ただ……

「…………」

　もしその『固定』が何らかの理由で外れる事が在ったら――どうなる？

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうな顔で蓉子が尋たずねてくる。

「あ。ごめん。なんでもない。なんでもないよ……？」

　内心で湧わき上がる漠ばく然ぜんとした不安をとりあえず押おし隠し、早苗は微び笑しようを取り繕つくろって言った。
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　キッチンに立って夕食の下ごしらえをしていた匡平は、携けい帯たいの着メロを耳にして振ふり返った。

　いつぞやに瑞みず人ひとにアニメ『ぴくせる☆まりたん』のＯＰテーマに設定されてから、変えるのも面めん倒どう臭くさいのでそのままである。かなりきわどい内容だが、まあ歌詞の意味が分からなければテンポのいい行進曲に過ぎない。

　それはさておき。

「んー……」

　蛇じや口ぐちから流れ出る水を止めながら壁かべにかけている時計へ目をやると、もう夕方の六時を回っている。

　俗ぞくに倉庫と呼ばれる――南部宅。

　というか、生活用品を持ち込んであるだけで、まんま倉庫なのだが。

　相も変わらず父・周平の商品やらがごちゃごちゃしている空間の片かた隅すみで、便べん宜ぎ上、キッチンと呼べるだけの道具を備えた場所に匡平は居た。

　匡平の携帯は、その側にある食しよく卓たくの上だ。

　タオルで両手の水気を拭ぬぐい、匡平は携帯へ手を伸のばすが――

「……あ」

　まるで彼の手が触ふれるのを意地悪く待っていたかの様に、匡平が携帯に手を掛かけた瞬しゆん間かん、呼び出し音は切れた。

　ボタンを操作して着歴を調べると電話の相手の名前が『村田早苗』と出る。

「……村田さんか」

　ボタンを再び操作して、留守番センターへアクセス。耳に当てると、お決まりの文句が流れ始めた。

『留守番サービスセンターです。一件の伝言を預かっています……』云うん々ぬん。

　そこへ――。

「どうしたキョウヘイ。電話か？」

　尋ねながらパミルが近づいてくる。

　まあ此こ処こまではいつもの光景ではあった。ただし今日はパミルの後続が居る。

　フレドだ。

　再さい充じゆう電でんされた人造ワンコは、やたらにメカメカしい動きと音でうぃーんかちゃ、うぃーんかちゃ、うぃいいいん――とパミルの後をついて回っている。

　まあどうしようも無い位に機械然としたその姿なのだが、パミルの後にくっついて回っていたり、匡平の足下でちょこんとお座りのポーズをとって見上げてくる様子は――まあ眼にあたる部分はバイザーの奥おくなのでよく分からないのだが――メカながらも微ほほ笑えましいと言えなくもない。

　だが……

「六時三十九分――」

「ひゃ!?」

　いきなりプラスチック製の頭部をカタカタと震ふるわせながらフレドがしゃべり出した瞬間、思わず匡平は素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

「一件ノ・伝言ヲ・オ預カリシテイマス」

「こいつ喋しやべれ――いや……」

　それは、電話口から聞こえてくる留守番サービスセンターのアナウンスそのままの音声だった。

「どうなってんだ……これ!?」

「うむ。ＵＳＢ接続のブルートゥース・システムが使えそうなので接続してみたのだ」

「勝手にンな事すんなッ！」

　喚わめく匡平。

　ちなみにブルートゥースとは――携けい帯たい電話と無線式ヘッドセットを接続したり、パソコンと周辺機器を無線接続したりする為ための電波及および装置類の規格である。

　でもって。

　けたたましい発信音の〈ピー！〉という音の後にフレドから声が流れ出した。

『あの……先せん輩ぱい……私……村田です……』

　電話越ごしでも相変わらず、おずおずとつっかえがちな早苗の声が、思いっきりメカメカしいフレドから流れてくる様は――まあ何というかかなりシュールだった。

『あの……大した用事じゃないんですけど……その……あの……しばらくお会いしてませんから……その……先輩元気かなって……それだけです……ごめんなさい……変な電話して……！』

　そこで伝言はぷつりと切れた。

「伝言ハ、以上デス。タダイマノ、伝言ヲ、再生済ミトシ、保存スル場合ハ――」

　などとアナウンスを続けるフレド。

「うむ。上手くいった様だな」

　パミルは得意げに頷うなずく。そんな彼かの女じよをジト眼で睨にらみながら匡平は言った。

「……何処からブルートゥースなんて持ってきたんだよ」

「シュウヘイの荷物の中に在ったのだ。フレドのＵＳＢ端たん子しのカバーが外れていてな。とりあえず使えそうな『蓋ふた』を探さがしていたら出てきたのだ」

「…………」

　見ればフレドの頭の部分に何かの隊長機よろしく、小さなトサカみたいなものが突つき刺さっている。あれがブルートゥースのアダプターなのだろう。

「せっかくなのでキョウヘイの携帯でペアリングなるものをしてみたのだが、きちんと機能したらしいな。高い汎はん用よう性せいと実用性。飼い主としても鼻が高いぞ――フレド！」

「他人の携帯で勝手にンな事するな！」

　瑞人といいパミルといい匡平の携帯電話をなんだと思っているのか。プライバシーの侵しん害がいも甚はなはだしい。まあパミルの場合は携帯電話を持っていないので実験したいとなれば、匡平のものを使うしかない訳だが。

「とにかく即そつ刻こく外せ！」

「むう。折角、機能が増えたというのに……キョウヘイは心が狭せまい男だ」

　フレドに話し掛けるパミル。でもってフレドもまるで応じる様にカチャカチャと尻しつ尾ぽを振っていたりする。

「俺か？　悪いの俺か!?」

「ところでキョウヘイ」

　呻うめく様に言う匡平に、ふと思い出した様な口調でパミルが言ってくる。

「先程のサナエの伝言に返事をするのか？」

「え？　あ――まあ」

　正直、わざわざ返事を返す程の内容とも思えなかったが。

「サナエに電話するならば、ついでに私にも話をさせてくれ」

「何か話したいことでもあるのか？」

「フレドの事を――少々な」

　自じ慢まんしたいのだろう。

「………しょうがねえなあ」

　溜ため息をつく匡平。

　彼は早苗の番号を呼び出して発信ボタンを押すとパミルに手渡してやる。

「うむ。感謝するぞ！」

　食しよく卓たくの椅い子すを引いて腰こしを下ろすパミル。その横ではやっぱりお座りしたフレドが『ぷっぷっぷっぷ……とぅるるるるるる、とぅるるるるるる』と呼び出し音をスピーカーから漏もらしていた。

　でもって。

『は……はい！』

「おお。サナエか。私だ」

『あ、あれ……パミル、ちゃん………？』

　若干戸と惑まどう様な声になるのは、恐おそらく着信番号から『匡平から電話がかかってきた』と思って出た為ためだろう。

「うむ。いま、キョウヘイの携けい帯たいからかけている」

『あ。そ――そうなんだ。なぁんだ……』

　安あん堵どする様な、がっかりする様な、判然としない声がフレドから流れてくる。フレド本体はというと、会話内容なんぞには全く関係無い感じで、ぎちぎちと関節を鳴らしながら後ろ足で頭部を掻かいていた。

『あれ？　何の音？』

「うむ。実は今日、犬を拾ってな――」

（ロボットの、が抜ぬけてるだろ）

　と心の中で思わず突つっ込む匡平。

　だがパミルは構わず話を続けた。

「その犬を飼い始める事になった訳だが。なにぶん初めての事で勝手が分からん」

『あ……それはそうだよね……』

「確かサナエは以前に犬を飼っていたと言っていた様に記き憶おくしているが」

『うん』

「その知識と経験が必要なのだ」

『犬の世話の方法が知りたいって事？』

「うむ」

　いつの間にか携帯電話にではなく、床ゆかにしゃがみ込んでフレド相手に喋しやべっているパミル。まあフレドにはスピーカーと一いつ緒しよにマイクも内蔵されているらしいので、電話の代わりにはなっているのだろうが――

『えっとね……まず第一に散歩。小型犬なら家の中で遊ばせておくだけで事足りる事も多いらしいけれど、それでもきちんと外に連れ出してあげた方が健康には――』

「ふむふむ」

　何処からか手帳を取り出してメモり始めるパミルと、早苗の声で犬の飼い方講座を滔とう々とうと語るフレド。

　珍ちん妙みようと言えばどーしよーもなく珍妙な図だが、まあ微ほほ笑えましいと言えなくもない。

「…………」

　あくまで本物の犬の飼い方なのが少々気になったが――まあ実害は無かろう。苦笑を浮うかべて匡平は食事の用意に戻もどつった。
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　で――夜明けて翌日の早朝。

　昨日とは打って変わってどんよりと曇くもり空が街を覆おおっている。お陰でやや気温が低く過ごし易いものの、湿しつ度どは相変わらずで不快指数は昨日と大差無かった。

　だが――そんな状じよう況きようなんぞまるで関係なく無意味に元気な少女が此こ処こに一人。

「出発だ、フレド！」

　意い気き揚よう々ようと家の玄げん関かんから――正しくは倉庫の勝手口から――出るのは言うまでもなくパミルであった。

　その手には赤い紐ひもが握にぎられている。

　でもって――その紐の先せん端たんは、彼かの女じよの脇わきに居るフレドの首輪に繋つながっていた。

　何処からどう見てもお散歩スタイルである。

「早苗曰いわく、犬は朝晩の散歩が欠かせぬとの事。健康のために歩くぞ、フレド！」

　いくらなんでもパミルの台詞せりふを全部理解しているとは思えないが――フレドは嬉うれしげにカチャカチャと尻尾を振り、ぎちぎちと関節を軋きしませながら歩き出す。

「無む駄だ吠ぼえはいかんそうだが、まるで無言というのも味気ない。嬉うれしかったら吠えてもよいのだぞフレド」

　カチャカチャカチャカチャ。

「形態や規格こそ違ちがえど同じロボット同士、堅かた苦くるしく考える必要は無いぞ」

　カチャカチャカチャカチャ。

「どうした？　雨が降らないか心配なのか。安心しろ、ちゃんとお前が水に濡ぬれないようビニール袋ぶくろをもってきたからな。雨が降ったらすぐに、それへ入れてやる」

　カチャカチャ（以下略）。

　何を言っても尻尾を振るか、目をぴかぴかと光らせるだけのフレドを見下ろしてパミルは首を捻ひねる。

「むう。無口な奴やつだな」

「…………」

　パミルの後ろ姿を眺ながめながら『当たり前だ』と突つっ込むべきかどうか悩なやむ匡平。

　というか、そもそも本物の犬いぬ猫ねこだって喋しやべったりはしないし、そんなにしょっちゅう声を出したりはしないものなのだが。

「そうか！」

　ぽん、と手の平に拳こぶしを打ちつけてパミル。

「早く散歩に行きたくてしょうがないのだな。うむ、可愛かわいい奴め」

　まったく会話の成立していないやり取りなのだが――パミルは満足げに頷うなずくと歩き出す。

　でもってフレドも彼女の横をかちゃかちゃぎちぎちと音を立てながらゆっくりと歩き出した。

「……って……本当に散歩に行くか……？」

　呆あきれた顔でパミルとフレドの後ろ姿を見送る匡平。

「なんであんなに入れ込むかね。あいつは」

　呟つぶやいて――

「……ってまさか」

　匡平はふと思い出す。

　パミルはゴミ捨て場から、匡平の父が回収してきた棺かん桶おけ型保管ケースの中に入っていた。

　王女の替かえ玉として作られた筈はずなのに、その王家がクーデターで無くなってしまい、使い道がなくなって――廃はい棄きされてしまったのだ。

　ロボット。廃棄。

　ひょっとしたら――パミルはブームが過ぎてゴミ捨て場に廃棄されたフレドの境きよう遇ぐうと、自分を重ねて見ているのかも知れない。

「ロボット……ね」

　ふと家の中を振り返る匡平。

　倉庫内の片かた隅すみ――荷物をよけて確保された生活空間。その一角には毛布と段ボール箱で作ったお手製の犬用ベッドが置いてある。昨日、帰宅してからパミルが作った物だった。

「………」

　パミルは、可愛い子だ。

　色々とずれた所や電波な所は在るが、基本的には真面目で優しい子だ。それはフレドの可愛がり方を見ていても分かる。

　だから……そんな少女と一つ屋根の下で暮らしているのだから、男として恋こい心ごころの一つくらい芽生えてもおかしくない。

　しかし匡平はパミルに対して異性というものを感じない。いや――正確には感じない様にと自分に言い聞かせている。

　それは――

（アンドロイド――か）

　そう。

　当初はそれは単なる電波少女の妄もう想そうだと思っていた。現代の科学では人間と区別がつかない様なロボットなど作れる筈が無い。それこそフレドに毛の生えた程度のものが限界である筈なのだ。

　だがその一方で――パミルは電でん撃げきを出したり火か炎えんを出したり怪かい光こう線せんを出したりと、人間には到とう底てい不可能な真ま似ねをしてみせる。

　だから今以もつて匡平はパミルの『アンドロイド』という自じ称しようを完全に笑い飛ばせないでいるのだ。

　アンドロイド。

　擬ぎ人じん機械。

　人の造りし人の紛まがい物。

　それはいくら人に似ていても人間ではない。

　笑ったり、悲しんだりしているように見えても――それは、システム上でのプログラムにしか過ぎない。

　複雑なシステムの上に成り立っているから人間の様に見えるだけで、紐ひもを引っ張れば『ママ！　おなかすいた！』と録音内容を喋しやべる人形と本質的には大差無い。

　それを相手に恋れん愛あい感情を覚えるのは、まるで壁かべや空くう虚きよに向かって思し慕ぼを募つのらせるのと同じではないか……？

　そんな想いがいつも心の何処か片隅に在る。

「………」

　匡平は短く溜ため息をついて家の中に戻もどると、ＴＶのスイッチを入れる。

　チャンネルはちょうど朝のニュースを終えた所で――アナウンサーが天気予報の原げん稿こうを読み上げていた。

『――地方は所によって雨が降るでしょう。皆みなさん、傘かさを忘れないように』

「梅雨なんてとっくに明けたってのに――よく雨降るな」

　顔をしかめて呟つぶやく匡平。

　そこで――ふと彼は眉まゆをしかめる。

（そういえば……あいつ傘持っていったっけ？）

　フレドにレインコート代わりのビニール袋ぶくろ云うん々ぬんと言っていたのは聞こえたが彼かの女じよ自身はどうなのか。

　玄げん関かん口ぐちにある傘立てへ目をやると、傘は――全部揃そろっていた。コンビニで買った安いビニール傘が三本、ささったままになっている。

「あの馬ば鹿か」

　額を押さえ呻く匡平。

　散歩途と中ちゆうで雨が降ると決まったわけではないが――

「しょうがねえ……」

　自分に言い聞かせるように呟くと、匡平は二本の傘を手に取った。
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　パミルとフレドを見つけるのは簡単だった。

　歩き出して五分としない内に、匡平は見慣れた金きん髪ぱつ少女の姿を横断歩道の向こうに発見した。

「やっぱり」

　普ふ通つうの犬と違ちがってあのロボット犬は早く歩けない。走ったりするのは論外だ。なのでそう遠くには行っていないだろうと近所を探したのだが、正直、こんなに早く見つかるとは思わなかった。

　南部宅は倉庫街にある。

　というより――数ある倉庫の中の一つが、南部宅として使われていると言った方が正しいだろう。

　でもって前々から決めてあるルールで、パミルが一人で出歩く時は『日曜日に近所だけ』となっている。それはパミルの、常じよう軌きを逸いつした『アンドロイドぶり』を人目に晒さらさないための取り決めだった。

　そして夏休み中の学生の身としては、あまり意識する事も無いのだが――今日は日曜日である。

　平日は荷物の出し入れで人の賑にぎわう倉庫街も休日の今日は静かなものだった。

　時折、でっかい長ちよう距きよ離りトラックが、長旅の終着点を目指してのろのろと目の前を横切って走っていくが――周りを見み渡わたしても動くものといえばその程度だ。

　そんな灰色の情景の中で、ひょこひょこと歩く犬型ロボットと金髪少女はよく目立った。

　匡平は傘を持っていない方の手を振る。

「パミ……――」

　声を――

「――!?」

　投げかけた、その瞬しゆん間かんだった。

　何かが破は裂れつするような――脳を直接揺ゆさぶるような爆ばく音おんが弾はじける。

　それは――タイヤの破裂バーストする音だった。

　反射的に音のした方へ顔を向けた匡平の眼に入ってきたのは、車道を走行中だった長距離トラックが斜ななめに傾かたむいている姿だった。

　そう速度が出ていた訳ではない。

　だが重量物が移動する際には洒落しやれにならない程の慣性が働く。

　斜めになった車体は、バンパーの片方を地面にこすりつけて鼓こ膜まくをつんざくようなけたたましい音をたて――火花を散らしながらパミルの居る歩道へ――圧あつ倒とう的てきな質量でもって突っ込んでいく……！

「パミルッ!!」

　悲鳴じみた声で叫さけぶ匡平。

　それは――飛び出す間も許されぬ一いつ瞬しゆんの事だった。

　朝あさ靄もやの漂ただよう道路の上を、禍まが々まがしい赤に染める火花。禍々しく響く轟ごう音おん。足下から伝わってくる振しん動どう。

　トラックは横よこ滑すべりに滑って――そして。

「…………」

　――その鋼鉄の巨きよ体たいは、壁かべにぴったりと寄より添うようにして停止していた。

　あまりにもあっけなく訪れた、静せい寂じやく。

　パミルは――……

「………パミル」

　さっきまでパミルが立っていた場所。

　そこはトラックの巨体が占せん拠きよしていた。

　ではパミルは何処に居る？

　壁とトラックの間に在るわずかな隙すき間まか？

　それともトラックの――

「パミルッ！」

　叫んで匡平は駆かけ出した。

（大だい丈じよう夫ぶさ――大丈夫だ）

　走りながら匡平は自分に言い聞かせる。

　パミルは以前、走っているトラックを片手で止めた事もある。その気になれば怪あやしげなパワーでトラックを吹ふっ飛ばす事だって出来るだろう。

　だから大丈夫。大丈夫。

（でも――）

　意識の片かた隅すみからわき出る不安。

　あまりに突とつ然ぜんの事場合――どこまで彼かの女じよに対応出来る？　パミルの華きや奢しやな身体そのものに大型トラックの重量に耐たえる頑がん強きようさは望めまい。ならば――

「パミル!!」

　匡平の声に応こたえる様に――トラックの陰かげからパミルがよろよろと出てくるのが見えた。

　一気に安あん堵どの気持ちが匡平の胸を満たす。

　彼は笑顔で少女の所へと駆け寄り――

「……！」

　その笑顔を次の瞬しゆん間かん、凍こおり付かせた。

　パミルの腕うでの中に抱だきかかえられたフレドを見て。

　いや――

「キョウヘイ………フレドが……咄とつ嗟さにかばったのだが、トラックの圧力で」

　途と切ぎれがちに言葉を紡つむぎながら、呆ぼう然ぜんとした表情で見上げてくるパミル。

　そこに在るのはフレドだったモノだった。

　パミルの腕に抱だかれているロボット犬は、胴どう体たい部分が粉ふん砕さいされて、中の機械部が露ろ出しゆつしていた。意思表示する様に、よくピカピカと光っていた目のライトは消えて、完全に沈ちん黙もくしていた。

「………」

　機械に疎うとい匡平でも分かる。

　これはもう修理のしようが無い。

「キョウヘイ………フレドが動かないのだ」

　パミルは悲ひ嘆たんよりも困こん惑わくが色いろ濃こい声でそう尋たずねてくる。このフレドの状態をどう受け止めて良いのか分からないのだろう。
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「これは……死んだのか？」

　いいや――壊こわれただけだ。

　喉のどまで出かかった言葉を、匡平は飲のみ込んだ。明確な理由が在った訳ではない。だがそれは絶対に言ってはならない台詞せりふである様な気がした。

「……そうだな………」

　そう。パミルが拾ったフレドは――死んだのだ。同じ型のロボットを何処からか調達してきたとしてもそれはもうパミルが愛したフレドとは違う。

「………」

　沈黙の間に、雨が降り始める。

　大おお粒つぶの雨は勢いを増して、パミルと匡平と、動かなくなったフレドを容よう赦しやなく打ち据えた。手に持っている傘かさを差す気にもなれず、項うな垂だれたパミルの頭を匡平はそっと撫なでる。

（嗚あ呼あそうか――）

　ロボットだって死ぬ。

　死んで取り返しがつかなくなる。

　その意味では本物と何ら変わりない。その喪そう失しつによって生ずる空くう虚きよは――

「埋うめてやろう」

「………」

　パミルは答えなかった。

　ただ――匡平はきっと彼かの女じよは泣いているんだろうと、ぼんやり考えていた。
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　フレドが『死』んでしまった日から数日後。

「――パミル。ちょっと来い」

　ぼんやりとソファに座ってテレビを見ていたパミルに匡平は声を掛かけた。

　いつもならば即そく座ざに『何だキョウヘイ？』と反応を返してくるパミルであるが――

「パミル？」

「…………」

「パーミール！」

「…………」

「パミルちゃん。パミル姫ひめ。パミル様。おい」

「…………」

　答える事も無く、ただ、ぼ――……っとテレビを見ているパミル。

　蒼あおく大きな眼は何ど処こか虚うつろで、無意味にテレビの画面へと視線を注ぎ続けている。一応テレビの画面は眼には映っている様だが、きちんと内容について『視みて』いるかどうかは大いに疑問だった。

　心此こ処こに在らずといった風情である。

　フレドを失った事が相当にショックだったのだろう。

　翌日にはいつもと変わらない言動をする様になっていたパミルであったが、これはどうも匡平や早苗など、周囲の人間に対して気を遣つかっているだけの事らしく――ふと何かで気を抜ぬいた時などは、妙みょうに物もの憂うげな表情でぼんやりとしている彼かの女じょの姿を、匡平は何度か目もく撃げきしていた。

「……まったく」

　たかがロボット。されどロボット。

　まあ『どうせロボットだから』とあっさり立ち直られても、匡平としては釈しやく然ぜんとしないものが残っただろうが――こうも引きずられると、こちらも脇わきで見ていて辛つらい。かといって新しい玩具おもちゃなり本物の犬なりを用意するのも、やはりフレドをモノとしか見ていない様で、匡平としては躊躇ためらわれた。

　なので……

「パミル！」

　平手で彼女の後頭部を叩たたくと――そこでようやく、我に返ったらしく、彼女は眼をぱちくりさせながら匡平を振ふり返った。

「む――何だキョウヘイ？」

「ちょっとこっち来い」

「むむ？」

　手を引っ張られるまま、パミルはついてくる。

　匡平は自分の部屋――というかまあ、完全に仕切られきっていないこの倉庫の中では、単に彼の占せん有ゆうする場所でしかないが――にパミルを連れてくると、パソコンの前に彼女を座らせた。

「なんだ？」

「ほれ。このアイコン」

　匡平はマウスを操作してカーソルで『Ｖ．Ｆ』と書かれたアイコンをクリック。

　すると――




　――わん。




「――!?」

　眼を見開くパミル。

　彼女の見つめる画面の真ん中で、３Ｄで描えがかれたフレドがお座りしていた。

「これは――」

「本体はどうしようもない位に壊こわれてたけど、こいつが無事だったからな」

　言って匡平はパソコンの脇に刺ささっているメモリー・ディスクを示した。

「フレドの愛好家って結構残ってるらしいんだな、でもメーカーが生産を中止したから部品がもう手に入らなくてな。壊れたらどうしようもない。で――代わりに自分の『愛犬』を末永く飼いたいって人達が、有志で、こういうバーチャル・プログラムを造って配布してる訳」

　と匡平は画面の中でてこてこと歩き始めたフレドを指さした。

　色々細かい動作も設定されているらしく、フレドは眼をぴかぴか光らせながら、ふと立ち止まり、首を傾かしげたり、座り込んで後ろ足で身体を掻かいたりしていた。

「自分の飼っていたフレドのデータをこっちに移うつし替かえると、まあパソコンの中でだけだが、フレドが飼えるって仕組み。筐きょう体たい――身体は無くなったけど、中身は、お前が飼ってたフレドそのまんまだよ」

「キョウヘイ――」

　パミルは眼を丸くして、匡平と画面の中のフレドの間を何度も何度も視線を往復させている。考えてもみなかったのだろう。だから嬉うれしさと理解のバランスが未まだきちんと取れておらず、戸と惑まどいが優っている感じだった。

　だが――

「キョウヘイ!!」

　叫さけんでパミルがしがみついてくる。

「ちょっと待――」

「キョウヘイ！　Danke！　キョウヘイ！　Ich danke Ihnen！　ああ――感謝するぞ！　感謝、いや、すまん、それでは到とう底てい足りないのに、他に言葉が見つからん！」

　もどかしげにそう言って、ぱっと身を離はなすと、今度はパソコンのモニタに抱だきつかんばかりの勢いでパミルは言った。

「フレド！　良かったな！　安心しろ、いつか必ず私が新しい機体を用意してやるからな！　それまで此こ処こで待っていろ！」

　――わん。

　まさか応じた訳でもなかろうが絶ぜつ妙みょうのタイミングで画面の中のフレドが鳴く。

　それからも、パミルは何度も何度も画面に話し掛かけていた。

　余程……嬉しかったのだろう。パソコンの画面から離れようとしない彼女を、メールチェックの為ために匡平が引きはがすまで、二時間経っても三時間経っても彼女は飽あきる事無く『還かえってきた』フレドと『会話』していた。

「素晴らしい、全く素晴らしい、さすが日本だ！」

　とパミルは言う。

「死をも超こえる日本の伝統芸！　これがお盆ぼんというやつか！」

「違ちがう。それ色々な意味で違うから」

　と突っ込む匡平。

　だが――まあここまで喜んでくれると彼としても嬉しい訳で。

　このヴァーチャル・フレドの存在を教えてくれた薫子にも、後でもう一度感謝の電話を掛けようと彼は思った。

（……こりゃそのうち、ネットオークションか何かで、フレドの筐きよう体たい探さがさないといけないかもな）

　それは面めん倒どう臭くさい作業である筈はずなのに。

　何故か……匡平は楽しい気分だった。







第六章　料理ってこんなにハードでしたっけ？







　ネギの突つき出たスーパーのビニール袋ぶくろを片手に提さげて――

「ただいま」

　軍事基地真っ青な感じで、やたらに厳重な防犯設備セキユリテイを解除してから、南なん部ぶ匡きよう平へいは自宅に脚あしを踏ふみ入れた。

　やたらに広い空間に響ひびき渡る匡平の声。

　自宅と言いつつも、そこは到とう底てい『家』という単語から導き出される連想イメージとは相容れないものである。

　各部屋の扉とびらに鍵かぎ――どころか、仕切りもへったくれも無く、基本的にこの屋根の下には一部屋しか存在しない。ワンルームと言えば聞こえは良いが、実質的には『プライベート？　なにそれ？　美お味いしい？』とゆー感じで、開放的にすぎる場所であった。

　もっとも床ゆかには父親の商売絡がらみで持ち込まれた荷物がごちゃごちゃと無造作に――段ボール箱やら鉄製コンテナやら木箱やら――積み上げられており、物もの陰かげの類は幾いくつも在ったりするが。

　それもその筈はず――ここは倉庫街にある倉庫の一つだった。

　単に生活用品を持ち込んで住すみ込んでいるというだけで……あまりおおっぴらに『家』と呼ぶと住宅メーカーが涙なみだ目めで抗こう議ぎしてきそうな代物である。

　まあそれはさておき……

「おかえりなさい――だ。キョウヘイ」

　匡平の声を聞きつけたのだろう――立ち並ぶ荷物の塔とうの陰かげからひょっこり顔を出し、飼い主に駆かけ寄る子犬の様に、ぱたぱたと小走りに駆け寄ってくる少女が一人。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン。

『亡国王女の替かえ玉アンドロイド』――どう考えても脳のネジが緩ゆるみきった末の妄もう想そうとしか思えない素性を、堂々と自己主張する謎なぞの外国人である。

　現代テクノロジーの水準からすれば人間と見分けがつかない擬人機械アンドロイドなんぞ作れる筈が無いのだが――その一方でこの少女は人間には絶対無理っぽい破は壊かい光線やら電でん撃げきやら火か炎えんやらをほいほい出したりするので、益々ややこしい。

　とはいえ中身が本当に機械なのかどうかはさておき――このパミルが美少女なのは間ま違ちがいない。

　王女の替え玉を自じ称しようするだけあって、清せい楚そ可か憐れんという言葉がしっくりくる整った容姿。黙だまっていれば気品すら漂ただよって見え、立っているだけで場の空気を変えてしまうような存在感がある。

　流れるような金糸の髪かみ。宝石如ごとく透すき通った青い瞳ひとみ。黒子ほくろひとつない白い肌はだは陶とう磁じ器きを彷ほう彿ふつとさせる。

　未いまだ幼さを多分に残しているせいか、色いろ艶つやよりも可愛かわいらしさの方が目立つ感じだが――その一方で身体の輪郭線ラインはしっかりメリハリが利きつつあったりして。

　脇わきから腰こしまでのラインは滑なめらかな曲線を描えがき、足は子こ鹿じかのように華きや奢しやで細い。

　全体的に発達の余地を残してはいるが、膨ふくらむべき所はきちんと膨ふくらんできていて、引っ込むべき所は引っ込んできていて、ついでに言うと張りのある太ふと股ももの辺りなんぞには既すでにこう匂におい立つ様な――

「………ちょっと待て」

　地を這はうような声で匡平は唸うなった。

　混乱すること五秒。目をこすること三回。

　把は握あく――完かん了りよう。

　胸むね一いつ杯ぱいに空気を吸い込んで――

「なにやってんだお前はッ!?」

　全身を口にするかの様な勢いで怒ど鳴なる匡平。

　対してパミルはといえばきょとんとした表情をしているばかりで。

「むむ？」

「なんて格好してんだよ！」

　今ひとつパミルが分かっていない様なので、明後日の方向に視線を逸そらしながら匡平は更さらに喚わめいた。

「む？　エプロンを着ているのだが」

「エプロン『だけ』な!!」

　エプロンのみ着用。他は皆かい無むというか絶無。

　それ即すなわち――裸はだかエプロンッ！

　男の夢とか浪ろ漫まんとか……まあそーゆー感じの際きわどすぎる格好である。しかも純白のエプロンは、これでもかっ！　てな位にフリルとレースでデコレーションされていて――むしろその派手さのせいで、下に何も着けてないのが必要以上に強調されていたりする。

「何かおかしいのか？」

　きょとんとした顔で首を傾かしげるパミル。

　その仕草自体は『愛らしい』の一言に尽つきるのだが――金糸の髪が、むき出しの白い肩かたにさらさらと掛かったりなんかして、予想外の妖あやしい色気を醸かもし出している。

　色々とまずい感じだった。

　主に健康な十代男子の下半身的には。

「おかしいだろ！」

　己おのれの中のよからぬものを強引に押おさえ込みつつ喚く匡平を、束の間ながら不思議そうにパミルは眺ながめめ――やがて何かを思いついたようにぽん、と手を打った。

「そうか。すまん」

「分かってくれたか」

「うむ」

　パミルは大きく頷うなずいた。

「まずは形からとはよく言うが――しかし形だけ入っても、所しよ詮せん、最後には心がこもっていなければ駄だ目めだという話だな」

「……はあ？」

「私とした事が重要な台詞せりふを忘れていた」

　パミルは大きく頷いてから言った。

「『お帰りお兄ちゃん♪』」

　口元に軽く握にぎった手をきゅっと当てて、軽く身をよじったりしながら――しかしバルカン星人並みの無表情で――パミルは言った。

「『お風ふ呂ろにする？　ご飯にする？　それとも――』」

「黙だまれ！　言うな！　そこから先を言ったらマジで怒おこるッ!!　っていうかなんでその二つを繋つなげるんだお前は!?」

　真っ赤になって怒ど鳴なる匡平を前に、しかし不服そうにパミルは唇くちびるを尖とがらせた。

「ぬぬ……何が気にくわないのだ、キョウヘイ。私はちゃんとマニュアルに従って」

「何処のいかがわしいマニュアルだ!?」

　主人の意志を無視してズボンの中で元気になりかけている股こ間かんのジョンソン君（比ひ喩ゆ）をスーパーのビニール袋ぶくろで隠かくしながら匡平はごまかす様に喚わめき散らした。

「とにかく――ちゃんと服を着ろ！　料理の勉強はそれからだ!!」




　　　　●　●　●




　時間は半時間ばかり前に戻る。

　事の始まりは……学校からの帰り道。

「――調理実習？」

　語ご尾びのトーンをやや尻しり上あがり気味に匡平が聞き返すと、その少女はこくこくと妙みように一いつ生しよう懸けん命めいな仕草で頷いた。

「明日、家庭科の………授業で、三時限目と四時限目を使ってハンバーグやスープとか……色々作る事になってるんです………」

　今時、珍めずらしいぐらいのおかっぱ頭で、特注したのかと問い詰めたくなるほど丸い眼鏡が第一の特とく徴ちようだろう。

　お陰かげで実はそれなりに整った顔立ちをしているのに、妙に地味というか野暮ったい印象の在る少女だった。そんでもって立ち居振る舞いがまた陰いん気きな感じなので、余計に本来の容姿を損なっていたりもする。

　村むら田た早さ苗なえ。

　匡平の後こう輩はいであり――パミルのクラスメートだ。

　帰り道が途と中ちゆうまで同じという事もあって、最近はよく彼かの女じよやその友人の峰みね部べ蓉よう子ことも一いつ緒しよに下校するようになっている。

　今はポストがある四丁目の角で――いつも早苗と別れるポイントで――立ち止まっての、談笑中である。ちなみに蓉子はすでに別れた後で居ない。

「それで、明日は……実習で作った物を昼に食べる事になっていて…お弁当の用意がいらないんです」

「だ、そうだ。キョウヘイ。故に明日の弁当は必要ないのだ」

　相あい槌づちを打つのはパミル。

「ゆっくり寝ねていていいぞ」

「毎日弁当作ってもらう立場でどーしてお前はそう尊大なんだよ」

　苦笑して言う匡平。

　まあ『王女の替かえ玉アンドロイド』という妄もう想そう――なのか？――は絶賛継けい続ぞく中っぽいので、態度がでかいのはパミルの基本仕様みたいなものだが。

「村田さんも明日の朝はゆっくり出来るね」

　早苗を振ふり返ってそう言うと――後輩の少女は途と端たんに顔を赤らめ、恥はずかしそうにもじもじとする。

「いえ、あの……私は………いつも購こう買ばいのパンなので。たまにお弁当、いいなあって思う時もありますけど………母は共働きで朝が早くて……」

「むむ？」

　不思議そうにパミルが首を傾かしげる。

「早苗も弁当が食べたいのか？」

「やっぱり……いつもパンだけじゃ、飽あきるもの……でも私、朝は低血圧で………頭がぼうっとしてて危なくて、自分では料理できないし……」

『料理』『危なくて』――そんな早苗の言葉が『調理実習』という言葉と結合し、匡平の本能ともいうべき部分が警けい鐘しようを鳴らし始める。

「パミル」

「むむ？」

「お前……料理……した事あるのか？」

　少なくとも匡平は彼女が台所に立っている姿を見た事は無い。つまりそれはコンロとか包丁とかも彼女は使った事が無いという事になりはしないか……？

「調理実習なんてお前――」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　自信満々といった様子でパミルは頷うなずいた。

「いつもキョウヘイがやっているのは見ているからな」

　などと――『格かく闘とう漫まん画が読んだだけで強くなった気になる』困ったちゃんの様な事を得意げに宣のたまうパミル。

「イタい――じゃなくてやばい」

　要するにパミルは料理の類を『見たことはあるがやったことはない』のだ。

　勿もち論ろん、初めてでも勘かんが良い人間はそれなりにこなせたりもするものらしいが――パミルにそーゆー察しの良さや状じよう況きよう対応力を期待するのは、洋食屋の御品書きメニユーで味み噌そラーメンを探す程に無む駄だな行こう為いだと、匡平は経験上知り抜ぬいていた。

　そもそも調理実習といえば、刃は物ものや火が当然に使われる。元々他の授業に比べると危険度は高いのだ。

　しかもパミルの場合――今ひとつ自分の異常性を認識していない所が在るので、鍋なべや薬や罐かんを温めるのに手から王家ファイヤーとか出しかねない。コンロのスイッチを捻ひねるのと同程度の気軽さで稲いな妻ずまだの怪かい光こう線せんだのを出しまくるのだ。

　そうなれば平和な日常を満まん喫きつする為ために、必死に匡平が隠かくしてきた諸もろ々もろが――父親の周平が超ちよう法ほう規き的てき（婉えん曲きよく的てき表現）な手段で国内に持ち込んだベルグマン王朝の品とか、同じく超法規的手段でパミルに用意した戸こ籍せきの事だとか、それ以外にも倉庫に山積みにされた危険な商品といったものの事まで芋いもづる式に暴かれる可能性は大だ。その結果――親子揃そろって警察のお世話になるなんて事態に陥おちいりかねない訳で。

　不味い。非常に不味い。

（これは……先に『普ふ通つうの』調理法というものを教え込んでおかないと……）

「キョウヘイ？」

　戦せん慄りつの表情で決意を固める匡平を、怪け訝げんそうに見つめるパミル。

「よしパミル。予行演習というか――ちょっと調理実習の前にうちでも一つ料理をしてみるか」

「むむ？　良いのか？」

　元々が『王女の替かえ玉アンドロイド』を自じ称しようしている少女なので、料理なんぞはしたがらないかとも思ったが――意外と興味は在ったのか、パミルは眼を輝かがやかせて問うてきた。

「ああ。うちの調理器具の使い方も覚えておいて損はねえだろ」

「うむ！」

「決まりだな。それじゃ――俺はちょっとスーパーに寄り道して料理の材料買って帰るから、お前は先に帰って着き替がえてろ。トレーナー買ってあったろ」

　どうせ初めての料理となれば失敗して食材を無駄にしたり、着てる服を汚よごしたりするのは間ま違ちがいない――基本的な常識が欠落しまくったパミルなら尚なお更さらだ。

「了りよう解かいした」

　と笑顔で頷うなずくパミル。

　この少女を一人で帰すのは少々不安ではあるが……今いる場所から先は人通りも少ない倉庫街である。パミルも大分ここでの生活に慣れを見せてきているし、多分、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　さて。ならば善は急げ――である。

　匡平は足早にスーパーの方向へと歩き出し、そこで念ねんの為ためにと振り返って言った。

「いいか？　寄り道せずに真っ直すぐ帰れよ？」

「心得た」

「それじゃ村田さん、また明日ね!!」

　言って手を振ふって――そのまま匡平はスーパーに向かう。彼の気き迫はくだかなんだか分からないものが伝染したのか……パミルも何やら『ではまた明日だ』と短く別れを告げて足早に去っていく。

　そしてその場にぽつんと残される早苗。

　しかし――

「……私も普ふ段だんは料理してないし……明日、みんなの足手まといにならないよう……料理の練習、しなきゃ。それで、明日の調理実習………多めに作って、せ、先せん輩ぱいに………！」

　こちらはこちらで、何やら決意を固めた様子でぐっと拳こぶしを握にぎり締めると、やっぱり小走りで帰路についたのだった。
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　時間は現在に戻もどる。

　具体的にはパミルが嬉うれし恥はずかし裸はだかエプロンで登場してから約五分後である。

　食しよく卓たくの上に買ってきた食材を並べながら、匡平は苛いら々いらとため息をついた。

「何処であんな事を覚えてくるんだ、あいつは……！」

「――それは」

　背後から声がした瞬しゆん間かん、匡平は殆ほとんど脊せき髄ずい反射に等しい動作でバックステップ。長ネギを握にぎり締めたまま、殺意を過か剰じよう積せき載さいした裏うら拳けんを声の主に向けて放っていた。

「勿もち論ろん、俺が教え――おおっ!?」

　慌あわてる様な声と共に……ごわんと金属質の音がする。

　予想外に拳から駆かけ上がってきた固い痛みに思わず手を引っ込めながら匡平は振り返って怒ど鳴なった。

「つっ――やっぱりてめえか!!」

「おまえなー」

　呆あきれた様子で声を出しつつ、腰こしに手を当てて匡平の背後に仁王立ちしていたのは、一人のクオーターバックであった。




　クオーターバック……アメリカンフットボールにおいて、攻こう撃げきの中心をなすポジション。センターからのスナップを受ける。（ｂｙはてなダイアリー）




「後ろに立っただけで問答無用に殴なぐりかかってくるとは――お前は眉まゆ毛げの太い殺し屋か」

「…………」

　半眼でその人物を睨にらみ据える匡平。ちなみにヘルメット部分は匡平の裏拳で若干へこんでいた。

　ついでに言うと何故か右手にはマヨネーズのチューブを握にぎっていたりする。

　前回目もく撃げきした時とやっぱり全然違ちがう格好をしているが……間違いない。というか競技場でもない場所でアメフトの格好して歩き回るアホなんざ匡平の周りには一人しか居ない。

　南部周平。

　匡平の父親――というか国際商人という名目で世界中を飛び回っているため、実の息子でさえ滅めつ多たに顔を合わさないという、ツチノコかスカイフィッシュの如ごときリアル隠かくれキャラである。

「やっぱりてめえか――」

　色々突つっ込みたい所は在るが、この父親に対して律りち儀ぎに突っ込んでいたら何時間かかるか分からない。とりあえず匡平は長ネギを突き付けながら喚わめいた。

「パミルに余計な事を吹ふき込んだのは!?」

「余計な事？」

　首を傾かしげる周平。

「だから――」

　さすがに大声で『裸エプロン』と叫さけぶには抵てい抗こうのある匡平であった。

「その――エプロンを……」

「ああ！」

　ぽんと手を打って周平は頷うなずいた。

「いやいや。ろくに構ってやれない息子が不ふ憫びんと思ってした事だ。感謝される程の事じゃない」
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「するかッ！」

　ばしばしと長ネギで周平を叩たたきまくる匡平。

　勿論、防ぼう御ぎよ力りよくの高いアメフト衣装を着込んだ周平には堪こたえた様子など微み塵じんも無いのだが。

「喜ばせる為ための方向性と努力の仕方を著しく間違えてんだよ！」

「男の夢だぞ？」

「やかましいわッ！」

　長ネギで父を打ちよう擲ちやくしながらそう喚いている間に――着替えを終えたらしいパミルが物もの陰かげからひょっこりと顔を出した。

「キョウヘイ。これでいいか？」

「あ……ああ」

　パミルの格好はというとトレーナーの上から更さらにエプロンを着けた状態である。とりあえず匡平はほっと胸を撫なで下ろすが――

「なんだー。もう着替えちゃったのか」

　と周平は不満顔である。

「残念がってんじゃねえ、クソオヤジ。てか、なんなんだその格好は!?」

　アメフトの格好をして右手にマヨネーズを握にぎり締める周平を指さして問う。

　すると――

「分からないのか、匡平」

　唐とう突とつに表情を引き締めて周平は言った。

「お前には分からないというのか!?」

「な……なんだよ……？」

　くわッ！　という感じで妙みような迫はく力りよくを背負いながら顔を近づけてくる父に、若干押おされ気味の匡平である。

　でもって――

「風ふ呂ろ上がりにはマヨネーズが美う味まい！」

「…………」

　得意げにそう宣う周平を頭のてっぺんから爪つま先さきまで眺ながめる事――三回。時間にして十五秒ばかり父を見てから匡平は言った。

「……風呂上がりだったんか」

「おう」

　頷いてぐびぐびとチューブをヘルメットの隙すき間まから差さし込んで直接マヨネーズを摂せつ取しゆする周平。

　見ているだけで口の中がべたべたしそうな光景であった。

「……って百歩譲ゆずって風呂上がりにアメフトの格好するのはいいとして、マヨネーズは何なんだよ!?　何処の世界に風呂上がりにマヨネーズなんか直じか呑のみするアホがいるんだよ！　のど越し最悪っていうか、んなもん呑んだら逆に気分が悪くなるわ!!　業の深いマヨラーかてめえは!?」

「何を言う、息子よ。マヨネーズは高タンパク高カロリーで戦場では貴重なエネルギー源にだな」

「ここは戦場じゃねえ!!」

　言ってネギをヘルメットの隙間から突っ込む匡平。先せん端たんが二つに分かれたネギは見事に周平の双そう眸ぼうを直ちよく撃げきした。

「うおっ――眼がー！　眼がぁー！」

　何処かのロリコン大たい佐さみたいな声を上げ呻うめく父親はきっぱりと無視して、匡平はパミルに向き直った。

「悪は滅ほろびた。じゃあ料理の練習をしよう」




　　　　●　●　●




　そんでもって。

「まずは基本からだ」

　キッチン……倉庫の片かた隅すみに水道をひいて調理用具一式を置いた空間。

　服の上から正しくエプロンを着用して、匡平とパミルの二人はそこに立っていた。

　ちなみに周平はというと――さすがにアメフト衣装は脱ぬいだみたいだが、相変わらずマヨネーズをチューブからすすりつつ食しよく卓たくに座ってにやにやと傍ぼう観かん者しやの姿勢をとっている。

「さて――」

　何から教えるか悩なやんだが……パミルが何処まで料理というものを理解しているか分からないし、匡平はベタな所から教えることにした。

　開かい封ふうしたばかりのパックから、卵を一つ取り出して、それをパミルに差し出す。

「とりあえず、目玉焼きを作ってみよう」

　目玉焼きは火を使った料理の基き礎そだ。

　卵を焦こがさないよう火を調節するだけでいいし、味付けは塩こしょうだけで済む――最も失敗の少ない簡単な料理の一つである。またひっくり返して両面焼き、あるいは蓋ふたをして蒸して黄身を半熟にするなど……応用技も色々多い。

　まあとにかく、まずは火を使って調理する感覚を掴つかんで貰もらおうという算段なのだが……

「目玉焼き？」

　卵を不思議そうに眺ながめながら、パミルは小首を傾かしげる。

「目玉。焼き。そして卵。そうか。なるほど――この卵を孵かえして生まれた雛ひなの目玉をくりぬいて灼やくのだな!?」

「焼くかッ！　どこのゲテモノ料理だよ!?　つかその発想怖こえぇよ！」

「むう？」

「卵を割って普ふ通つうに焼いたら目玉みたいに見えるだろ？　ほれ、ハンバーグの横に何度か添そえて出したやつ！　黄色と白の――」

「おお。あの平べったいあれか！」

「……今まで何だと思ってたんだ」

　脱だつ力りよくしなが呻うめく様に言う匡平。

「まあいい。とにかく目玉焼きだ」

　早くも先行きに不安を感じつつも、匡平はコンロにフライパンを載のせて火を付ける。

「料理は焼けてくると焦こげた部分がフライパンに張り付く。これはステンレス加工だから油をひかなくてもくっつかないんだが――」

　言いつつも匡平は敢あえて少量の油を垂らしフライパンを軽く手首で回して油を馴な染じませてみせる。

「でも学校のフライパンは安物で料理が焦げやすいから、油を入れる。満まん遍べんなく――こんな感じで油が行き渡る様にして」

「ふむふむ」

「後は卵を割ってこの上で焼くだけだ」

　こん――とフライパンの縁ふちで卵を叩たたいてヒビを入れ、指の力で殻からを左右に割り分ける。

　そこまでやってから、匡平は気付いた。

「あ……いやまあ、卵を片手で割るのはコツがいるからな。最初は別容器に割って中身出してからそれを焼くのでもいい」

「ふむふむ」

　話の内容をきちんと理解しているのか、いないのか――フライパンの上でじゅうじゅうと音を立てる卵を眺めながら、パミルは素直に頷うなずいている。

　一いち抹まつの不安を覚えつつも、とりあえず匡平は先に進む事にした。

「味付けは塩コショウだけ。まあ目分量だな、軽く振ふりかける位。ほら――やってみろ」

　匡平は空いている左手で予備のフライパンを指さして言った。

「よし。任せておけ」

　力強く頷いたパミルが卵を受け取り――

「……！」

　恐おそろしく滑なめらかな動作で卵を割るとフライパンの上にこれを落とした。

　片手でだ。その手つきが自分とそっくりである事に匡平は気付いた。

　たった一度見ただけで、パミルは匡平の手つきをそっくりそのまま模も倣ほうしてのけたのである。

（コピー……か）

　こういう所を見ていると、やはり彼かの女じよは本当にアンドロイドなのではないかという疑念が匡平の脳裏を過よぎる。

　同時に何となく物足りなさを感じている自分にも彼は気付いた。こんなにも物覚えが良くてはすぐに自分がパミルに教える事は無くなってしまう――

（……って手間が省けていいだろ）

　そう自分に言い聞かせてから匡平は付け加える様に言った。

「ああ、料理で肝かん心じんなのは火加減だからな。目玉焼きは弱火で――」

　そんな台詞せりふ半ばで。

「王家――」

　匡平の声へ覆おおい被せるような感じでパミルが叫さけんだ。

「ビィイイイイイイんムッッッ！」




　――きゅばッ！




　最早、聞き慣れた感すらある音を響ひびかせてパミルの双そう眸ぼうから発射された光線がフライパンの上に注がれる。

　次の瞬しゆん間かん、フライパンの上でべたりと広がっていた生の卵は――まるで電子レンジに掛かけられたかの様に爆ばく裂れつして飛び散った。

　ついでに言うと。

　フライパンの表面で反射したビームは匡平のこめかみをかすめてあらぬ方向へと飛び去り……何処かで思い出したかの様に、硝子ガラスががちゃんと砕くだける音がした。

　一応……パミルなりに出力は絞しぼっていたらしい。本来の出力ならばフライパンで反射するどころかコンロごと吹ふっ飛ばしていたであろうからだ。

　まあそれはともかく。

「…………」

　匡平の顔面を直ちよく撃げきした卵の一部が――ずるずると眼鏡の上を滑すべり落ちていく。

　たっぷり五秒ばかり間を取って……

「あほかああああああああああッ!!」

　匡平は喚わめきながら、すこんとツッコミをパミルの後頭部へとチョップで入れた。

　だがパミルはさして気にした様子も無く、むしろ卵が爆ばく発はつした事に納得がいかない感じで首を捻ひねっていた。

「むう。爆発してしまったな」

「しまったな、じゃねえよ！　何やってんだお前は!?」

　まあ、ある意味で予想通りといえば予想通りなのだが――

「いや、目玉焼きというからには焼かねばならぬと思ったのだが」

「だからってビームで焼く奴やつがあるか!?　何のためのフライパンとコンロだと思ってんだ！　だいたい始めに『料理に王家パワーはいらない』って言ったよな!?」

「しかし匡平」

　パミルはコンロを眺ながめながら言った。

「エネルギー効率ではビームの方が良いぞ。無む駄だが無いので地球の環かん境きようにも優しい」

「地球の環境に優しくする前に、世間的常識に親しめお前は!!」

　喚き散らす匡平の背中に、他人事の如ごとくげらげらと大笑いする周平の声が届く。

　こめかみを痙けい攣れんさせながら振ふり返り、匡平は殺意すら滲にじませた目で父を睨にらみ付けた。

「笑ってんじゃねえッ！」

　そう怒ど鳴なってから匡平はパミルに視線を戻もどした。

「大体、効率が良かろうが地球に優しかろうが卵吹っ飛ばしたら意味ねえだろうが！」

「むう。分かった――次はもう少し出力を」

「そもそも出すなつってんだよ、その理り不ふ尽じんなビームをッ!!」

「むむむ」

「何のための特訓だと思ってんだ！　とにかく――やりなおし!!」

　言って匡平はパックの卵を指さす。こういう事になるのではないかという予感は在ったので、とりあえず多めに買ってきた三パック分弱――三十個弱が残っていた。

　だが。

　毎度の事ながらこれが序の口である事に匡平は未まだ気付いてはいないのだった。
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　ハンバーグ。

　それは家庭科の調理実習においては定番メニューと言っても過言ではない。

　手て間ま暇ひまはそれなりにかかるが――基本的に簡単な料理なのだ。入門料理と言っても過言では無かろう。少なくともレシピ通りに作れば誰が作ってもそれなりの――つまりはまあそこそこ美お味いしくいただけるものが出来上がる筈はずなのだ。

　まずタマネギの皮を剥むいてみじん切りにし、フライパンできつね色になるまで炒いためる。それからボウルに肉、タマネギ、牛乳、パン粉、卵をいれて混ぜる。

　後は形を整えて、焦こげないよう気をつけて焼く――ただそれだけだ。焼き上がりの見極めも、出てくる肉にく汁じゆうの色で判断出来るから難しくない。

　作る上でのハードルの数こそ多いが、それぞれはとことん低い――それがハンバーグという料理なのだ。

　匡平が特訓のメニューとして選んだのも当然と言えば当然だ。

　もっとも――

「ハンバーグ！　ハンバーグを希望する！」

　と――幾いくつかの候補からハンバーグを是ぜ非ひにと選んだのはパミルである。自信が在るのか。それともこだわりでもあるのか。

　まあ積極的なのは悪い事ではない。

　しかし――

「――ふむ」

　白いプラスチック製のまな板に転がされているのは……二個のタマネギ。

　それを白い白い指先が拾い上げる。

　パミルだ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女は、まるで真しん剣けん勝負に挑いどむ戦士の如ごとくの眼まな差ざしで、手の上にあるタマネギを睨にらみ――宙へぽん、と軽く放る。まるでお手玉遊びをするように。

　そして……

「――ッは!!」

　虚こ空くうを奔はしる裂れつ帛ぱくの気合い。

　居合いの達人を想わせる呼気を放ちつつパミルの掲かかげた手が――消える。残像すら残さない程の超ちよう高こう速そく移動。

　きゅんと切きり裂さかれた空気が鳴って――

「…………」

　呆ぼう然ぜんと匡平が見守る中、すこんと軽い音を立てて丸のまま、ただ表面の茶色い皮だけを剥むかれたタマネギがまな板の上に落下する。

　そして。

「げっ――」

　呻うめく匡平。

　タマネギはふと思い出したかの様に、じわりとその輪りん郭かくを崩くずしたかと想うと――次の瞬しゆん間かんには原形を失い、細こま切ぎれになってまな板の上にわだかまった。

「……うむ！」

　爽さわやかな笑顔で満足げに頷うなずくパミル。

　その後頭部にすかさず――

「うむ、じゃねえッッッ!!」

　匡平はツッコミを入れた。

　チョップをかまされてつんのめるパミルに、匡平はまな板の横に置かれた料理包丁を指さして怒ど鳴なった。

「包丁を使えって言ってるだろう！　なんで手で切る!?」

「手で切ったわけではないぞ」

　とパミル。

「高速で手を動かす事により生じる真空、空気層の断だん裂れつ、いわゆるカマイタチを以もつて切断したのだ。さすがに鋼鉄の様な硬いものは切れないが、タマネギ程度ならば容易たやすい。しかも一いつ瞬しゆんで殆ほとんど細さい胞ぼう膜まくを破は壊かいしない為ため、硫りゆう化かアリルの流出も最小限に抑おさえられて涙なみだが出ないのだッ！　この新たに会得した機能を私は王家カッターとして――」

「どこの暗殺拳伝承者だお前はッ！」

　得意げに解説を加えるパミルに向かって匡平は喚わめき散らした――もういい加減疲つかれてもきていたが。

「コレは料理なの！　王家なんちゃらはいらねえの!!　どうしてお前はもう……」

　ぐったりとして肩かたの力を落とす匡平。

「匡平。なんだかわからんが気を落とすな。人間、諦あきらめたらその時が負けだぞ」

「……他の誰が言ってもいいけど、お前が言うな……！」

「むむ？」

「………………ああもういいから……次、タマネギ炒いためる！」

「ふむ。いためるのだな」

　そう言って。

「ふんッ！」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくパミルは握にぎり拳こぶしをまな板の上に振ふり下ろした。

　まな板の上に山積みになっていたタマネギの細切れ――その一部が、ハンマーで殴なぐられた如ごとく「ぶちゃり」と断だん末まつ魔まの様な音をたてて潰れ、残りが衝しよう撃げきで四方に飛び散る。

　大量のタマネギの細切れを浴びて呆ぼう然ぜんとしつつ匡平は――呟つぶやく様に言った。

「えっと……今度は何をしてやがりますかパミルさん？」

「見ての通り、痛めつけている」

　当然といった口調でそう答えるパミル。

　最早、怒おこる元気も尽つきたかと思っていた匡平であるが――さすがにこのベタと呼ぶのも躊躇われるよーな勘かん違ちがいに、血液が沸ふつ騰とうするのを感じて喚わめいた。

「痛めろ、じゃなくて炒める！　Break chopsでもなくてKnock outでもなくてKnock upでもなくてRough up でもなくてFry！」

「飛ぶのか？」

「飛ぶなッ！　Flyでもねえッ！　熱したフライパンの上で混ぜろつってんだよ！」

　ぜーぜーと息切れ気味に喚き散らす匡平。

「……ったく……」

　飛び散ったタマネギの細切れをかき集めてみるが、半数以上が回収不可能な状態な上に――潰つぶされて、ミキサーにかけたような半液状となっていた。

「なんで……こんな簡単な事が出来ないんだよ……っていうかお前、わざとやってんじゃないだろな!?」

「なにがだ？」

　きょとんとした表情で首を傾かしげるパミルの眼には一片の邪じや念ねんも無く。

　まあしかし――これでは明日の調理実習は絶望的である事は確実である。

　目め眩まいを感じてよろめいた匡平は――

「………」

　コンロにかかっているフライパンを見て、ぎくりと顔を強張らせた。

　ここで一つ確認。

　…………

　フライパン……主に〜炒める〜、〜焼く〜などの調理法で用いる鍋なべの一種。他の種類の鍋と比ひ較かくして浅く、径が大きいのが特とく徴ちよう。深さが無いため、容積は小さい。一いつ般ぱん的てきには炒める、焼くなどしか使われていないが、もちろん揚あげるや蒸す等もできる。工夫次第である。蓋ふたをかぶせて使うこともあるが、多くの場合、蓋をせずに使用する。（by  Wikipedia）

　…………

　つまり。フライパンは煮に炊たきする為ための道具では断じてない訳で。

　なのに――

「――!?」

　匡平の視線の先ではたっぷりと何かの液体を満たされたフライパンがぼうぼうと最大火力で火を噴ふくコンロの上に載のっかっていて。

　当然だが匡平は身に覚えがない。

　となると――

「………パミル」

　嫌いやな予感が匡平の背筋をするすると滑すべり落ちてゆく。

「なんだ、キョウヘイ？」

「お前……なんでフライパンに水なんか張ってあるんだ？　俺は、お湯を沸わかせなんて指示してねーぞ」

「ん？　水なぞ入れんぞ」

「だって、フライパンの中に」

「フライパンに入れろと言われた物を、ちゃんと入れてある。私が入れたのはコレだ」

　そう言って――パミルが手に取ったのは。

　中身が半分ほど無くなっている、筒つつ状じようのプラスチックケース。

　張られたラベルにはでかでかと『菜種油』と印刷されていた。

「――ッ！」

　猛もう烈れつに加熱中の油。

　となれば次に来るのは――

「パミル、下がれ!!」

　叫さけびながら匡平はパミルの腕うでを掴つかんで引っ張り――彼かの女じよを床ゆかの上に押おし倒しながらその上に覆おおい被さっていた。

　同時に……




　――轟ごうッ！




　猛烈な勢いでフライパンの中の油が燃え上がっていた。やたらに太い火柱が高々と噴ふき上がり――辺りの風景を鮮あざやかな朱しゆ色いろに染める。爆ばく発はつこそしなかったが強きよう烈れつな熱波が匡平の背中を擦こすって過ぎた。

「ちち――」

「うお!?」

　それまでへらへら笑って見ていた周平もさすがに驚おどろきの声を上げている。

「水――……は駄だ目めだッ！」

　反射的に言ってから自分に突つっ込む匡平。

　火には水と普ふ通つうの人間は考えるが、油火災にそれは逆効果だ。迂う闊かつに水を注ぐと、燃えている油が辺りに飛び散って余計に被ひ害がいを広げる結果になる。

　しかも……

（うちは特にあぶねえし！）

　倉庫の中は周平の集めた商品が大量に積まれている訳だが――中にはこれ見よがしにハザードマークがプリントされた箱やら、火気厳禁マークがプリントされたケースやら、見るからに引火性の危険物らしきものが大量に存在する。恐おそらく火薬やら弾だん薬やくやらも少なからず含ふくまれている筈はずだ。

　これらに火が付けば――倉庫どころか、この辺り一帯が吹ふき飛びかねない。

「むむ？」

　押おし倒されて匡平に覆おおい被せられた状態のパミルは――事態が分かっているのかいないのか、眼をぱちくりさせて言った。

「裸はだかエプロンよりもトレーナーの上にエプロン、の方が匡平は好みか。よし。奇き矯きような趣しゆ味みではあるが覚えておこう」

「覚えるなッ！」

　喚わめいてから匡平は辺りを見回す。

「消火器！　消火器は何処だ――!?」

　右往左往する視線の先ですぐに消火器は引っかかってきた。慌あわてて壁かべ際ぎわに設置されている消火器に駆かけ寄ると、重量感のあるそれを脇わきに抱かかえてキッチンに駆かけ戻り、匡平は安全ピンを外してホースの先を火に向けて操作レバーを握にぎる。

　消防署員も感心する程に鮮あざやかな動きではあった。

　しかしホースの先せん端たんから白い消しよう火か剤ざいが勢いよく――

「――!?」

　出なかった。

　うんともすんとも言わない消火器に、匡平は愕がく然ぜんとする。

「な……なんで出ねーんだよ!?」

「ありゃ。珍めずらしいな」

　この期ごに及およんで今ひとつ危機感の無い口調で言ってくるのは周平である。

「いやあ、数千本に一つあるかないかって不良品が、まさかウチにあるとはなあ」

「感心してる場合かッ！」

　匡平は周平の胸ぐらを掴つかんで揺ゆさぶる。

　これがどれだけ洒落しやれにならない状態なのか、この倉庫に危険物を持ち込んだ周平本人が分からない筈は無いのだが。

　焦あせった匡平は辺りを見渡し、食しよく卓たくの上にある携けい帯たいに目を留めた。

　消防車を呼ぶか？

　だが――そんな事をすれば、倉庫の中に唸うなるほどある違い法ほう商品の事がバレてしまう。周平はもとより、知っていて黙だまっていた匡平も共犯として警察にしょっぴかれる事は目に見えている。かといって、このままではいつ危険物に引火して爆ばく発はつするとも限らない。

　どうする――!?

「慌あわてるな――息子よ」

　やけに冷静な口調で言ってくる周平。

　信しん頼らい感たっぷりの表情で彼は厳かに言った。

「パニックになったら何事にも対処できんぞ。まずは――そうだな、マヨネーズでもすすって心を落ち着けるんだ！」

「てめえがまず落ち着けッ！」

　喚いて父の差し出してくるマヨネーズを払はらい除ける匡平。

　すると。

「――あ」

　と間の抜ぬけた声を漏もらす周平の手からマヨネーズの容器がすっぽ抜けて飛ぶ。

　それは緩ゆるやかな放物線を描えがいて絶賛炎えん上じよう中のフライパンの所へと落ちていき――




　――ぼんっ!!




　内にこもった様な鈍にぶい音をさせて火が大きく膨ふくらんだ。

　だがそれは一いつ瞬しゆんの事で。

　あれ程に激しく噴ふき上がっていた炎ほのおはあっさりと消え失うせて……代わりに黒こく煙えんがもうもうとフライパンから立ち上る。何かが焦こげるような匂においが――マヨネーズの濃のう厚こうな香かおりを交えて――辺りに漂ただよった。

「………」

　呆ぼう然ぜんとその様子を見守る匡平。

　そこでようやく彼は思い出した。

『油火災にはマヨネーズ』――そんな一言を。

　つまり。

　炎でチューブが溶とけて流れ出たマヨネーズの、その中に含ふくまれるタンパク質が高温で熱せられ、膜まくを作って酸素を遮しや断だんしたのだ。

「おお……素晴らしい、マヨネーズ！」

　周平が握にぎり拳こぶしを作って叫さけんだ。

「見ろ！　全国一千万のマヨラーの願いが災いを鎮しずめたのだッ！」

「ただの化学現象だろが！」

　喚わめいて匡平は周平を殴なぐり倒すと――黒煙が収まるのを待って、再び発火しないよう、フライパンに蓋ふたをかぶせた。
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　結局――台所は時間をかけて掃そう除じしないと使い物にならなくなったと判断した匡平は、外に出て弁当屋で三人分の夕食を買って戻もどってきた。

　溜ため息をつきながら、毎度の如ごとく厳重な防犯装置を解除して家の中に脚あしを踏ふみ入れる。

　そこで――

「…………」

　匡平は――そこに広がる光景を目の当たりにして『ただいま』を言うのを忘れた。

「おお。キョウヘイ――おかえりなさいだ」

　そう言って煤すすけた顔を上げるのは、言うまでもなくパミルである。

　エプロンを身につけたまま。白く華きや奢しやな手足も煤すすで黒く汚よごれ、額には乱れた金きん髪ぱつが、うっすらとかいた汗あせで張り付いている。

　多分……掃除の結果なのだろう。

　どうやら匡平が外に出ている間、周平と共に掃除をしていたらしい。だがたとえ二人がかりだとしてもたかだか半時間では大変な作業だった筈はずだ。

　しかも――

「……これって」

　食しよく卓たくの上には。

「うむ。何とかもう一度頑がん張ばってみたのだが――やはり上手くはいかんな」

　そう言って苦笑するパミル。

　彼かの女じよの傍かたわらの食卓には――随ずい分ぶんと焼やけ焦こげて、お世辞にも食べ物とは呼べないよーな状態ではあるのだが――ハンバーグと目玉焼きが、皿にのっていた。

「だが色々とコツはつかんだぞ。明日の調理実習ではきっと――」

「パミル――おまえどうして」

「うん？」

　首を傾かしげるパミル。

「そういえば妙みようにハンバーグにこだわってたけど……」

「ああ。何しろハンバーグは特別だ」

　パミルは言った。

「なんで？」

「何しろハンバーグは食べると元気が出るからな！」

　頭からそう信じ切っている様な口調でパミルは言う。

　だがまさか小学生でもあるまいし、ハンバーグ一つでそうそう食べる側の気力が変化する事もあるまいに。

　怪け訝げんそうな気持ちが顔に出ていたのだろう……パミルは付け加える様にして言った。
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「私は随分と元気が出たぞ？」

「――え？」

「初めてキョウヘイと会った日。キョウヘイが私に作ってくれたではないか」

「…………」

　そういえば。

　確かあの時に作った夕食はハンバーグだった。まあ見るからに外国人ぽいパミルにも馴な染じみやすかろうと考えただけの、ただそれだけの選せん択たくだったのだが。

　しかし……

「だからいつかは作れるようになりたかったのだ。キョウヘイには随分と世話になっているからな」

　それはつまり。

　自分が匡平に元気づけて貰もらったお返しに、今度は自分でハンバーグを作って匡平に振ふる舞まいたかったという事か。

　パミルがハンバーグを選んだのも。

　そもそも調理実習の前の特訓に異を唱えなかったどころか、むしろやけに積極的だったのも――

「……そういう事か」

　溜ため息をつく匡平。

　そこへ――何やら奥おくでごそごそとしていた周平が片手に小さな瓶びんを一つ持って戻もどってきた。

「おう、匡平。帰ったか」

「あ……ああ。それは――？」

「んー？　折角のパミルの初手料理だしな」

　言って周平が示すのは、『濃のう縮しゆく還かん元げん』『１００％』と書かれたグレープ・ジュースのラベルである。

「本当はワインかシャンパンでも開けたい気分だが。お前、飲みゃしねーだろ」

「当たり前だ。未成年だぞ」

　言って――苦笑する匡平。

　まあ悪くない。たまにはこんな晩飯も。

「とりあえず着替えて顔洗ってこい」

　言って妹の金きん髪ぱつ頭に手を乗せる。

「そしたらディナーだ。特製ハンバーグで」

「……うむ！」

　煤すすだらけの顔で――しかしこの上も無い位ににっこりとパミルは笑った。




　…………ちなみに。

　匡平をさんざん不安にさせた調理実習の本番であるが。

　翌日、激しい下げ痢りで周平ともども匡平は足あし腰こしがたたなくなって登校不可能となり――二人の看病に学校を休んだパミルも必然的に調理実習は欠席と相成った。

　まあ原因は推おして知るべし。

　だが――それでも何故か妙みように嬉うれしそうな匡平にパミルは首を傾かしげたのだった。







外伝　湖のゴッデス







　むかしむかし。

　あるところに一人の年若い木こりがいました。

　彼は平和と平へい穏おんをこよなく愛し……慎つつましやかに、何処までも目立つ事無く、平へい凡ぼんに生きる事が、何よりの幸せであると信じておりました。若い癖くせに覇は気きの無い事おびただしい感じですが、昔話に出てくる主人公は大体そんな感じなので仕方ありません。

　でもってある日のこと。

　木こりの若者は、仕事をしに分け入った森の中で大きな湖を見つけます。

　それはとてもとても美しい湖でした。その水はとても澄すんでいて覗のぞき込むと、まるで鏡の様にその人の顔を映すのです。木こりは物もの珍めずらしさから思わずその湖面を覗き込む内に、ついうっかり『あるもの』を落としてしまいました……
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「……まずったな」

　そこは深い深い森の奥おくだった。

　丈たけ高い樹木が大きく枝を広げて、無数の葉を密に生おい茂しげらせている。緑の天てん蓋がいは強すぎる陽光を遮さえぎり、糸の様に細い日差しが何本か降り注ぐばかりである。明る過ぎもせず暗過ぎもせず、暑過ぎもせず寒過ぎもせず――これであとは横になる場所さえあれば昼ひる寝ねをするのに丁度良い状じよう況きようではあった。

　だが……

「まさか落ちるなんて」

　木こ漏もれ日の下で苛いら立だたしげに行ったり来たりしているその若者――仮に、あくまで仮にだが、その名を『南なん部ぶ匡きよう平へい（17）』としよう――は到底、呑のん気きに昼寝を満まん喫きつできる様な状態ではなかった。

　南部匡平（仮名）は木こりである。

　着ているものも見るからに中世ヨーロッパ風の木こりスタイル――獣じゆう皮ひで裏打ちされた茶色いチュニックとブラッカエと呼ばれる縫ぬい合わせのズボン、更さらに足には手て縫ぬいの革かわ靴ぐつを履はいている。何故かこの時代には超ちよう高こう級きゆう品である筈の眼鏡を当たり前のよーに掛かけていたりするが、まあこれは記号というか仕様というかそういうものなので気にしないでいただきたい。

　それはともかく。

　これで斧おのを担かついでいれば誰がどう見ても立派な猟りよう奇き殺人者――もとい木こりなのだが。

　彼は手ぶらだった。

　何をおいても先まず第一に携たずさえるべき商売道具が何処にも見あたらない。

「どうしたもんだかな。いっそこのまま帰って寝ねちまうか？」

　顔をしかめながら匡平（仮名）はぶつぶつと呟つぶやいている。

　彼の眼前には清せい涼りような水を湛たたえた大きな湖が広がっていた。

　直径は五十メートル――ヨーロッパ風に言えばヤード辺りの単位で表現すべきだろうがこれは仕様というか（以下略）――を優に超こえているだろう。ぱっと見ただけでは判り辛づらいがかなり深さもありそうだ。

「もしかして」

　腕うでを組みながら匡平（仮名）は呟いた。

「これって……殺人になるのか？」
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　時間は少し戻もどっておよそ十分前。

　匡平（仮名）はいつも通り、木こりの仕事に勤しむべく斧を片手に森を訪れていた。

　町の喧けん噪そうとは縁えん遠どおい樹海の内は、適度に静せい謐ひつで――しかし耳を澄ませば、風にしなる木々の梢こずえのざわめきや、小鳥のさえずりが、微かすかに聞こえてくる。穏おだやかな空気が緩ゆるやかに流れて匡平（仮名）の心を程良く癒いやしてくれる。

「ああ……」

　匡平（仮名）は恍こう惚こつとした様子で森の空気を呼吸する。

　基本的に平穏たる事を無上の喜びとしているこの若い木こりは、仕事に打ち込むこの時間こそが何よりも好きだった。

　だが――

「なんだよ、ここ。全然人がいねーじゃん！」

　しみじみと平穏を噛かみ締しめる匡平（仮名）の背後で、不満たっぷりの声がそう言った。

　うんざりした表情で匡平（仮名）が背後を振ふり返ると、そこには彼とは全く真逆の存在が――やたらめったら派手な格好の若者が、きょろきょろと怪け訝げんそうに辺りを見回しながら立っている。

　仮に彼の名を『響ひびき瑞みず人ひと』としよう。あくまで仮に。とりあえず。

　瑞人（仮名）は繁はん殖しよく期きの孔く雀じやくも青ざめる程に派手だった。

　先ず染料で染められた真っ赤な髪かみ。頬ほおには竜りゆうがのたくっているような刺いれ青ずみ。

　まあこれだけでも十分に目立つが――服装がまた凄すごい。

　足下はサンダル。でもって身体を覆おおうのはキトン――開放的で胸の半分が露ろ出しゆつするかの様な形式の貫頭衣である。正確には膝ひざまでの丈なのでキトニスコスと呼ぶべきか。更にその上からピンで留めた外がい套とう（マント）を羽織っていた。

　ちなみに何故か脇わきには、凝こった装そう飾しよくの施ほどこされた竪たて琴ごとまで抱かかえていたりする。

　どう見ても時代と場所を間ま違ちがえているとしか思えない。

「……一つ言っていいか、瑞人（仮名）よ」

　匡平（仮名）はジト眼で古代ギリシャからタイムスリップしてきたよーなその若者を睨にらみ据すえた。

「なんだ――匡平？」

　竪琴の弦げんを指でつまびきながら、瑞人（仮名）。

　ぽろぴれぱらりれ――と外見からは想像もつかないよーな、いかにも安っぽい、情じよう緒ちよの欠片かけらも無い感じの音が森に響ひびく。間断無く襲おそい来る違い和わ感かんの嵐あらしに僅わずかな目め眩まいを覚えながら、匡平（仮名）は呻うめく様に呟いた。

「（仮名）を付けろ（仮名）を。それよりもお前――念ねんの為ために聞くが、自分が木こりだって自覚はあるか？」

「在るぞ？」

　反っくり返って瑞人（仮名）はいった。

「だったらその格好は何なんだよ？」

「格好？」

「だからどう見ても木こりとは思えないよーなその時代も場所も錯さく誤ごしまくった感じの衣装は何の意図が在るんだと聞いてるんだよ！」

「…………」

　眼をぱちくりさせて。

　それからおもむろに頷うなずいて瑞人（仮名）は言った。

「匡平よ」

「いやだから（仮名）だっつーの」

「そんな事はどうでもいい。いいか？　『こうあるべし』って既き成せい概がい念ねんへの妄もう執しゆうは、進歩を阻そ害がいする無意味な郷きよう愁しゆうだ」

「訳のわかんねえ事言ってんじゃねえ」

「そもそもその斧！」

　びしりと音を立てる様な仕草で瑞人（仮名）は匡平（仮名）の持つ斧を指さした。

「それがイケナイ！」

「なにがいけないんだよ」

「その斧でお前は何をする積もりだ？」

「木を切るに決まってるだろうが」

「いかん、それがいかんのだ匡平よ！」

　いかにも『嘆なげいてます』と言わんばかりに己の目元を掌てのひらで覆って瑞人（仮名）は言った。

「斧と見れば手に持って木を切る！　その発想の貧困さが可能性の墓場だと何故気づかない!?」

「じゃあどうすればいいんだよ」

「例えば」

　いきなり手を伸のばして匡平（仮名）の手から斧を奪うばうと、瑞人（仮名）はそれを大きく振りかぶって――手近な木に切り付ける。

　がすっ。と音を立てて斧は水平に木の幹に食い込んで停まった。

「な？」

「な？　って何だよ。普ふ通つうに木を切ってるじゃねえかよ」

「こうすれば」

　といって瑞人（仮名）は食い込んだ斧の上に腰こしを下ろす。

「斧も立派な椅い子すになるじゃないか！」

「…………」

「他にも中世では死し刑けい執しつ行こう人の仕事道具だったという。木を切るだけではない。人間の首だって刎はねられる！　その気になれば寝ねているお父――」

「やめれ。それ以上は危ないからやめれ」

　呻く様に言って匡平（仮名）は溜ため息をつくと――瑞人（仮名）を押おしのけて木の幹に食い込んだ斧を引き抜ぬこうと柄えに手を掛かける。だがこれがまた妙みように深く食い込んだのか、なかなか抜けないのだった。

「なんだこれ――くそ」

「つかさー」

　斧を回収しようと四苦八苦している匡平（仮名）を横で眺ながめながら、瑞人（仮名）は頬ほおを掻かいて言った。

「木こりなんて地味で注目されない仕事だぜ。なんの意義があるってんだ？」

「お前、全国の木こりの人に謝れ。とりあえず俺に先まず謝れ」

「木を切って売って切って売ってのルーチンワークじゃん。何の刺し激げきもないし目立たないだろう。しかも仕事場はこんな人気のない森だし……つまんねーよ」

「人がいるとかいないとか、お前は――」

「あ、そうか！」

　明らかに噛かみ合っていない会話の途と中ちゆうで何か得心したらしい瑞人（仮名）は頷いた。

「人がいないんだったら集めればいいじゃん。こういうアウトドアな環かん境きようで人が集まる状じよう況きようっていったら、たき火だよな。よし、手っ取り早く森に火を付けてキャンプファイヤーしよう。ド派手に！」

「目立つために自然をひとつ滅ほろぼす気か、お前は!!」

　怒ど声せいを上げて匡平（仮名）は回し蹴げりを瑞人（仮名）の背中へ叩たたき込む。

　さすがに日ひ頃ごろから木こり仕事で鍛きたえているだけあって、匡平（仮名）の蹴けりは本人も予想以上の威い力りよくを発揮した。『にひょッ!?』とか奇き妙みような悲鳴を上げて瑞人（仮名）は綺き麗れいに吹ふっ飛とび、地面に落ちるともんどり打って、そのまま転がっていく。

　その先には……神の悪意か運命の悪いた戯ずらか……大きな湖が在った。

　吸い込まれるようにして似非ギリシャ人がそこへ落下。

　でもって――




　――ぼちゃん。




　穏おだやかだった水面がかき乱れ、水みず飛沫しぶきが上がる。

　幾いく重えもの波は紋もんを湖面に広げつつ――しかし瑞人（仮名）本人の姿はあっという間に水中へ消えていった。

「…………」

　思わず眼を丸くして湖面を覗のぞき込む匡平（仮名）。

「まあ、あいつの事だからすぐに『水も滴したたるイイ男』とか寒いギャグの一つもかましながら浮うかんで――」

　…………

　…………

　…………来ない。

「あれ……？」

　静せい寂じやく。

　それから実に時計の秒針が三周するだけの時間がたって（この時代、庶しよ民みんの腕うでに秒針付きの時計が巻かれていたかどうかは、この際気にしないでいただきたい）ようやく匡平は、瑞人が沈しずんだまま浮かんでこない事に気付いたのであった。
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　で――話は現在に戻もどる。

　湖面を覗き込みながらしばらく考え込んでいた匡平（仮名）であるが。

「うーん……」

「なにかお困りの様ね～」

　突とつ然ぜんおっとりとした声が、何処からともなく聞こえてきた事に驚おどろいて、彼は辺りを見回した。

　勿もち論ろん――周囲には彼の他に人ひと影かげはなく。うっそうたる木々が生おい茂しげるばかり。

　だが……

「こっち、こっちよ～」

　匡平（仮名）をいざなう声は、事もあろうに湖から聞こえていた。

　しかも――

「――!?」

　条理とか常識とか諸もろ々もろの必然性をぶっちぎりで超ちよう越えつして――ずずずずず、と舞ぶ台たい装置かなにかで押おし上げられる様にして水面を割り、一人の女性が姿を現した。

　清せい楚そな感じの美人である。

　それは神話に出てくる女神そのものの恰かつ好こうで。茶色がかった長い髪かみを肩かたに垂らし、純白のベールをふんわりと頭にかぶっている。顔からこぼれ落ちそうに大きな瞳ひとみはとろんと眠ねむたげで――人じん畜ちく無む害がいな雰ふん囲い気きが、見る者を和ませる。ひらひらした感じの白いローブを身にまとい、足には革のサンダルをはいていた。

　どう考えても今まで水の中に浸つかっていた筈はずなのに、全く濡ぬれていない。その点だけをとっても明らかに異常だった。

「あ、あなたは？」

　当然の反応として匡平（仮名）はたじろぐ。

「私は湖の女神なのよ～」

　美女はおっとりのんびりと言った。

「あくまで仮に～『豊和薫かおる子こ（年ねん齢れいは秘密♪）』と呼んでくれてもいいわ～」

「はあ……」

　呆あきれ半分、驚き半分で立たち尽つくす匡平（仮名）を前に薫子（仮名）は言った。

「湖に大切なものを落としちゃったのね～私が拾ってあげるわ～」

「いや別に大切でもなんでもないんですけど。っていうか出来ればこのまま沈んだままになっていた方が色々と良かったりしそうな予感が」

　思わず本音をぽろりんとこぼしたりする匡平（仮名）であった。

　だが――

「でも、このままじゃ殺人犯よ～？」

「う………」

　痛いところを突つかれて言葉につまる匡平（仮名）。

　そんな彼の様子をどう思ったのか、にっこりと笑って、薫子（仮名）は水面にしゃがみこむ。どうやって水の上でしゃがんでいるのか謎なぞだが、それは女神の力という事なのだろう。突っ込んだら負けだと何となく匡平（仮名）は思ったのだった。

「それで、私は匡平（仮名）君がどれを落としたのか判らないから確認して欲しいのよ～」

「はあ……ってそんなに色々落ちてんですか、この湖？」

「駄だ目めだって立て看板置いてあるのに、お賽さい銭せんとか投げ込んじゃう人居るのよね～」

　お賽銭と人間を見み間ま違ちがう事はないだろ、いくらなんでも――と匡平（仮名）は思ったが、やっぱり突っ込んだら（以下略）。

　でもって。

「あなたが落としたのは～」

　薫子（仮名）はざばりと両りよう腕うでで水面下から二つの人影を引き上げながら言った。

「この『ガリ勉眼鏡な瑞人（仮名）』かしら～？」

　それは確かに――瑞人（仮名）ではあった。

　瑞人（仮名）ではあるのだが……何か違ちがう。

　先ほどと同じ奇き抜ばつな恰好には違いない。似非ギリシャ人ぽい格好も、顔のとライバル模様の入れ墨ずみ（実際にはシール）も同じだ。

　ただ……明らかに顔つきが違った。

　遊びや悪ふざけといった事こと柄がらとは縁えん遠どおい感じで、気難しげに皺しわが寄った眉み間けん。何の冗じよう談だんか、顔にかけた銀ぎん縁ぶち眼鏡のガラスが陽光を弾はじいてキラリと光る。

　しかも……

「いいか、人生とは常に勉強だ。木こりの仕事だって、ただ斧おのを振ふるっていればいいという話じゃない」

　いきなり硬かたい口調でその瑞人（仮名）は口を開いた。

　女神に襟えり首くび掴つかまれたまま。

「熟練の木こりは経験がものを言うというが、実際には経験から導き出された統計論を無意識の内に実じつ践せんしているわけであって、力学や物理学を修学する事によって同じレベルの技能と仕事能率を得ることが可能だ」

「…………」

「いいか。全ての物体の運動は、力学的に計算及および予測が可能だ。これは物質強度も同じだ。ラプラスの魔まとまではいかないにしても、現実の事象を計算式によって予あらかじめ効率よく再現する事で、常に――」

　すらすらと立て板に水の勢いでまくしたて始める瑞人（仮名）。

　まあ元々頭は良い奴やつだが――こんな事をこんな口調で喋しやべる奴ではない。断じて。

　というか瑞人（仮名）の顔でこれをやられると、すげー鬱うつ陶とうしい。

「ちょっと待――待ってください!?」

　我に返って、思わず喚わめく匡平（仮名）。

「何なんですか、こいつは？」

「瑞人（仮名）君よ～？」

　不思議そうに薫子（仮名）が小首を傾かしげる。

「何か問題でも～？」

「問題ありまくりでしょう！　どうみても別人じゃないですか、っていうか何処から出したんですか!?」

「女神に不可能は無いのよ～♪」

　呆ぼう然ぜんとして言葉を失っている匡平（仮名）を余所に、湖の女神は続ける。

「『ガリ勉眼鏡な瑞人（仮名）』じゃないとすれば～そうね～じゃあこの『優しさに満ちた瑞人（仮名）』かしら～？」

　次に彼かの女じよが水から引っ張り出してきたのは。

「人類みな兄妹――」

　これまた何か極きよく端たんな感じだった。

　姿や顔や格好は先の瑞人（仮名）と同じだ。こっちは眼鏡は掛かけてない。

　だが――表情が違うというか。

　慈じ愛あいが滲にじみでているような眼まな差ざしと、優しげな微び笑しようをたたえた口元。両手をオペラ歌手（この時代に以下略）の様に優ゆう雅がに広げて滔とう々とうと語るその口調は、まるでどっかの宗教家にも似た佇たたずまいだった。

「人は話せば判りあえる。争いやもめ事なんて、なんの実りもないじゃないか。助け合いの心は尊いんだ。平和、平へい穏おんな暮らしに勝まさるモノはないよ」

「………」

　やっぱり妙みように鬱陶しい。

　というか胡う散さん臭くさい。

　いや。言ってる事は正しいのだろうが、顔にパンクロッカー（読者の皆みな様さまのご理解と御ご協きよう力りよくを感謝します）みたいな入れ墨入れてるよーな奴に語られても信しん憑ぴよう性せいなんぞ感じられない訳で。

「匡平（仮名）君が落としたのは～、どっちの瑞人（仮名）君かしら」

「違います」

　きっぱりと断言する匡平（仮名）。

「え～？」

「全然、完全に、途と方ほうもなく、違ちがいます」

「困ったわね～」

　薫子（仮名）は首を傾げた。

「もう在庫が無かったような～」

「在庫ってなんですか、在庫って!?　品名偽いつわって無理矢理売れ残りを売りつける悪徳商法かあんたは!?」

「まさか～」

　ぷるぷると首を振りながら薫子（仮名）は言う。

「冗じよう談だんよ～」

「…………」

「で～どちらの瑞人（仮名）君なのかしら～？」

　とりあえず冗談という言葉の意味を小一時間くらいこの自じ称しよう・女神に問とい詰つめたい感じだったが、多分無む駄だだろうと匡平（仮名）は思った。

「これ、どうしても選ばなきゃ駄だ目めなんですか……？」

「選ばなきゃ返せないじゃない～」

「………」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、唸うなりながら匡平（仮名）は二人の『瑞人（仮名）』を見比べた。

『ガリ勉眼鏡な瑞人（仮名）』は――誰も聞いていないにもかかわらず、未まだ何か小難しそうな理論を並べ続けている。どうもいつの間にか論点は『メイドさん萌もえとローンブローゾ近代刑けい事じ学におけるコペルニクス的転回の功罪』に移っているらしいが、まあ内容はとりあえずどうでもいい。

　でもって。

『優しさに満ちた瑞人（仮名）』は――世界平和を祈いのるかの様な表情で、静かに微笑ほほえみ続けている。こちらはまあ一通りの正論を吐はいたら満足したのか、まあとりあえずは大人しい感じだった。

　どちらかを選べと言われれば当然、害がなさそうな方なわけで。

「えーと……それじゃ、『優しさに満ちた瑞人（仮名）』で」

　まあ目立つ為ために森へ火を放とうとする瑞人（仮名）よりはずっとまともだろう。

　そう思って選んだ匡平（仮名）なのだが。

「匡平（仮名）君～？　嘘うそは駄目よ～？」

「ちょ――嘘ってなんですか!?」

「君の落とした瑞人（仮名）君はどっちでもないでしょ～？」

「ってどっちかから選べつったのあんただろ!?」

「聞こえないわ～」

　両手で二人の瑞人（仮名）の襟えり首くびを掴つかんだまま薫子（仮名）は身をよじって言った。

「嘘をついたあなたには～、罰ばつとして『ガリ勉眼鏡な瑞人（仮名）』と『本物の瑞人（仮名）』を両方引き取って貰もらうわね～」

「え、ちょっ――」

　思わず後ずさる匡平（仮名）。

　だが――水面下から瑞人（仮名）ズを引っ張り出した女神は、にこやかな笑みだけを残し、『優しさに満ちた瑞人（仮名）』と共にさっさと姿を消してしまった。

　でもって。

「嘘というものは」

　後に残った『ガリ勉眼鏡な瑞人（仮名）』は当然の如ごとく岸辺へ上がり、眼鏡のブリッジを指でくい、と上げながら匡平（仮名）に歩み寄ってきた。

「子供が持つ『独立心』の現れだ。親に生活の全てをゆだねていた子供が初めて自分のメンタル的領域を確保しようとして口にするもので平たく言えば世界に羽ばたけ青少年」

　聞いてもいないのに淡たん々たんと続く瑞人（仮名）の弁舌。

　これだけでも十分以上に鬱うっ陶とうしくて迷めい惑わくなのだが――

「酷ひどい目にあったぜ、ちくしょー」

　加えて別の瑞人（仮名）が悪態をつきながらざばざば水を蹴け立たて岸へと上がってくる。

「あ、でもずぶ濡ぬれで歩いたら目立つか!?」

　こっちは匡平（仮名）のよく知っている――脇わきに竪たて琴ごとを抱かかえた、心身共に派手の国の伝道者の様な――瑞人（仮名）である。

　目の前に並んで立つ二人の瑞人（仮名）。

　それは幻まぼろしでも夢でもない様で、全く消えてくれる気配が無い。

「嘘だろ……」

　匡平（仮名）は血の気が引いていくのを感じた。
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　むかしむかし、あるところに一人の年若い木こりがいました。

　ある日のこと。仕事をしに森へ入った木こりは、大きな湖にうっかり『あるもの』を落として（以下略）。
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　仕事をしようと森に入った匡平（仮名）の前に、一人の神官が立ちふさがった。

　ずるずると裾すその長い灰色のローブを身にまとい、腰こしのベルトには祭礼に使われる宿り木――パナケアをぶら下げている。

　手にしている樫かしの木の杖つえは、頼たのみもしないのにこう、ねじ曲がったりして複雑な造形を誇こ示じしており、いかにも『魔ま法ほうの杖ですよ』的な雰ふん囲い気きをかもし出していた。どっちかというと魔ま法ほう使つかいっぽい感じだが神官であるらしい。何故なら胸に『神官』とでかでかと書かれているからだ。

「お主、何か困りごとがござろう」

　両手を広げて行く手を遮さえぎった神官が声高に叫さけぶ。

　何となく喋しやべり口調も神官らしくない気がしたが、まあとりあえず問題はそこではない。

「………」

「………」

　互たがいに無言の時間を過ごす事しばし。

　時計の秒針（この時代に以下略）が一周するだけの間をたっぷりと挟はさんで、脱だつ力りよく気味に匡平（仮名）は口を開いた。

「………何やってんだよ、クソ親父」

　この神官――実は匡平（仮名）の父親であった。

　あくまで仮に、仮にだがその名を周平と（以下略）。

「なんだ、ノリが悪いぞ匡平（仮名）。お父さんは寂さびしい」

「そうですか、こんな頭のイタイ男が父親なんて厳しい現実に俺は心底グッタリです――って言うか、マジで何やってんだあんた。その恰かっ好こうは何なんだよ。呪い師にでもなる気か？」

　確か、最後に見た周平（仮名）は羊飼いの恰好をしていた。

　角笛を片手に『世界の終わりが来るぞー』とか訳の分からない事を言っていた。

　その前は腰ミノ一丁であったし、ある時はでっかいハンマー抱えて鍛か冶じ屋やの恰好をしていた。勿もち論ろん――別に様々な職業の技能（スキル）が在る訳ではなくて、ただそれらしい格好をするだけなのだが。

　ちなみに匡平（仮名）が知る限り周平（仮名）の本職は行商人である。

　でもって……

「よくぞ聞いてくれました、さすが我が息子！」

　慢まん心しんの笑みを浮うかべて周平（仮名）は言った。

「これはだな、商売をより円えん滑かつに進めるために必要な衣装なのだ。この恰好で何の変へん哲てつもない木の枝を売れば、あら不思議！　なんと魔ま力りよくがあると勘かん違ちがいした人々が競って買ってくれるという――」

「詐さ欺ぎじゃねえか!?」

　こめかみに青筋をたてて喚わめき散らした匡平（仮名）に対して、周平（仮名）は悪びれた風もなく宣言する。

「それは違ちがうぞ、匡平（仮名）よ。父さんは――夢を売っているんだ!!」

「どっかの小説屋みたいな事言ってんじゃねえッ!!」

　次の瞬しゆん間かん――匡平（仮名）の右ストレートが綺き麗れいに炸さく裂れつしていた。

　真っ正面から拳こぶしを食らった周平（仮名）の体は、きりもみしながらワイヤーアクションばりに宙へ浮いて、一いつ瞬しゆん後にはコマの如ごとく回転しながら放射線を描えがき落下する。頼みもしないのに派手なリアクションであった。

　しかも着地点は……清らかな水をこんこんとたたえた森の湖。

　あ――と思った時には、もう遅おそかった。




　――ぼっちゃん。




　派手な水しぶきを上げて周平（仮名）は、水の中へ消えていく。

　匡平（仮名）は、その湖に嫌いやな思い出があった。

「まさか……」

　頬ほおを伝い落ちる一筋の汗あせが顎あごに達する間も無く……

「あら。あらあらあら～、また落としモノをしたのね～」

　ありとあらゆる必然とか常識とか道理とか、そーゆー大事な諸もろ々もろをガン無視し、おっとりとした声と共に、水の中からするすると浮ふ上じようしてくる女神が一人。いや、一応神様なので正しくは一柱だったりするが、それはさておき。

「…………」

　匡平（仮名）はとりあえず何も見なかった事にして、その場で踵きびすを返す。

　だが次の瞬間、匡平（仮名）はがくんと反り返る様な体勢でその場に留まるのを余よ儀ぎなくされた。後ろから伸ばされた何者かの手が彼の襟えり首くびを掴つかんで引き留めたのである。

　勿論――犯人は。

「待って待って待って、何で帰っちゃうの～？」

　振ふり返ると湖から身を乗り出しておろおろした表情の――ただしその右手はこれ以上ないって位にがっちりと匡平（仮名）の襟首を掴んでいる――薫子（仮名）がいた。

「女神様。人間には学習能力ってものがあるんです」

　匡平（仮名）は言った。

「アレでしょ、また『あなたが落としたのはどっちですか』って選せん択たく肢しを出されるんですよね？　一度引っかかるのはまあ授業料として我が慢まんしますが、二度引っかかるのは馬ば鹿かです。なのでさっさと俺は経験に従い退散します。君子危うきに近寄らずですよ」

「中世ヨーロッパの世界観なのに孔こう子しを引き合いに出すのは不適当だと思うの～」

「薫子（仮名）さんの台詞せりふ自体不適当だと思いますが」

　と匡平（仮名）。

　勿論女神はそんな都合の悪い事はまるで聞いていない。神様とはまあ古今東西大体そういうものではあるが。

「でも～、ここで帰っちゃったら殺人犯……」

「大だい丈じよう夫ぶです、あの親父の肉親は俺だけなんで黙だまってれば誰にも判りません」

「そんな～匡平（仮名）君に良心とか道徳心ってものは無いの～？」

「親父相手には適用外です」

　きっぱりと言う匡平（仮名）。

「それに無む駄だに生命力たくましいんで、きっと自力ではい上がってくるでしょう。俺は……親父を信じてます！」

「そんな付け加えた様な事を～。それにこのまま匡平（仮名）君に帰られちゃったら、湖の女神としての私のアイデンティティーがなくなっちゃう～！」

　すがりつくような眼まな差ざしを向けられて、匡平（仮名）は思わず唸うなる。

　草食動物を思わせる大きな双そう眸ぼうで見つめられ、懇こん願がんされれば、大たい抵ていの男は断れはしないだろう。神様の癖くせにやたらと保護欲を誘さそうのが巧うまい薫子（仮名）であった。

　ため息を漏もらしつつ匡平（仮名）は仕方なく湖へ向き直る。

「判りましたよ……でも、前みたいに罰ばつ則そくがつくなら前もって言ってくださいね」

「はーい。それじゃあ早速……」

　嬉うれしそうに頷うなずくと、女神は腰こしを屈かがめて右手を水面下に突っ込んだ。

「あなたが落としたのは、この『頑がん固こ親父な周平（仮名）』かしら～？」

　引っ張り出したのは――言うまでもなく周平（仮名）だった。

　そして言うまでもなく、匡平（仮名）の知っている周平（仮名）ではないのだった。

「…………」

　常に力んでいるようなしかめ面。威い嚇かくするが如ごとく、胸の前でがっちりと組まれた腕うで。頭にはねじり鉢はち巻まきまで巻いていて――まさしく『頑固親父』といった風情である。

「いいか、行商人だって立派な仕事だってんだ。法律違い反はんよ根無し草よと世間様になじられようが、それで助かる人も居るってんだ！　べらぼうめい！　なんと言われようが、俺はこの生き方はやめやしねーし息子のお前は俺の跡あとを継つぐべきだぜてやんでい！」

「………」

　こちらの言い分を一切はねつける勢いの『頑固親父な周平（江え戸どっ子Ver.）』を前にして――生まれて初めて匡平（仮名）は『ああ、あの親父でもちょっとはマシだったのかも』とか思った。父親としての威い厳げんやら甲か斐い性しようやらは在るのかもしれないが、こんなガチガチに自分の考えに凝こり固かたまって意見を押おしつけてくるよーなおっさんと親子関係を維い持じする自信は匡平（仮名）には無かった。

　いや、これで言ってることが正しければまだしも――どうも『法律違反上等』ではある様だし、つまりは、コスプレ癖やら、やる事のいい加減さはそのまま、態度だけが根こん拠きょも無くでかくなっただけっぽい。

　これだったら未まだあの軽けい薄はくな父親の方が何倍もマシだ。

　で――匡平（仮名）がそんな事を考えている間にも、薫子（仮名）は湖の中から次の『周平（仮名）』引っ張り出してくる。

「それとも、こっちの『お母さん的な周平（仮名）』かしら～？」

「…………」

　それは――色々な意味で匡平（仮名）の想像を超こえた存在であった。

　恰かつ好こうは最初に会った時と同じ、灰色のローブ。それはいい。だが……その上に白いエプロンを装着しているのは一体何の意味が。それもフリルとレースのついた、無駄に愛らしい物である上、胸に『愛』とか書かれている。漢字で。

「なんですか、匡平（仮名）さん」

「……『さん』？」

「そのチュニック、脇わきの部分がほつれかかっているじゃあありませんか！」

　指さされて確かめてみると、確かに右みぎ脇わき腹ばらの縫ぬい合わせがほんのちょっぴり――小指の先ほどにも満たない範はん囲いだが――ほつれかかって、糸がはみ出している。

「い……いや、あの、これくらいなら、たいした事、な、ないんだけど」

　怯おびえる匡平（仮名）に、しかし周平（仮名）はずいと身を乗り出して言った。

「みっともないでしょう？　男であっても身だしなみはきっちり、清潔に！　ほら、お貸しなさい。お父さんが縫ってあげますから」

　何処から取り出したのか、すでに糸の通った針を指先につまんで手招きしている。

　思わず後ずさりする匡平（仮名）。全身から嫌いやな汗あせがとめどもなく流れ落ちる。

　その行動をどう受け取ったのか、『お母さん的な周平（仮名）』は満面の笑みになる。

「心配しなくてもお父さんは手先が器用なんですよ。掃そう除じ洗せん濯たくはもちろんの事、出来ない家事なんかないんですからね！」

「………」

　心配なのはあんたの頭だ――という言葉を匡平（仮名）は飲み込む。

　匡平（仮名）の気持ちを知ってか知らずにか、異様な二人の周平（仮名）を左右にはべらせた薫子（仮名）がにっこりと笑って決め台詞ぜりふを言ってきた。

「あなたが落としたのは、どっちの周平（仮名）さんかしら～？」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込んで匡平（仮名）は二人の周平を見比べた。

　当然の如く『頑固親父な周平（仮名）』は却きやつ下か。

　ただでさえ匡平（仮名）を振ふり回している父親なのに、融ゆう通ずうが利かなくなれば災いの種以外の何者でもない。

　ならば――『お母さん的な周平（仮名）』か。

　いや。駄だ目めだ。こちらもやはり、却下だ。いくら世話好きでも、フリル付きのエプロンを恥はずかしげもなく装着したカマっぽい中年男となんて、一秒だって一いつ緒しよに居たくはない。

　それに……どちらの周平（仮名）も『匡平（仮名）の知っている周平（仮名）』ではないわけで。

　どっちを選んでも間ま違ちがいだ。前回の失敗をふまえて考えれば、選んだ時点で周平（仮名）が二人になってリリースされる事は間違いない。そんな最悪な事態は、全力で回かい避ひしたい。

　ならば――どう答えるかは決まっていた。

「どっちの周平（仮名）も違ちがいます」

「あらそう～？」

　何故か残念そうに言って首を傾かしげる女神。

「それじゃあ、もしかして、こっちの『歌って踊おどれる周平（仮名）』……」

　おもむろにまた右手を湖に突っ込もうとする薫子（仮名）を慌あわてて匡平（仮名）は制止した。

「二人だけじゃないのかよッ!?」

「充じゆう実じつしたアフターサービスが売りなのよ～？」

　と言いつつ女神が半ば水上に引っ張り出しつつ在るのは、ジェームス・ディーンみたいに白いビラビラ付きの衣装を着た周平（仮名）である。

「何の話ですか何の!?　出さなくていいです！　むしろ周平（仮名）はいりませんので差し上げます!!」

　きっぱりと言う。

「まあ……」

　頬ほおを染めて――何故か――薫子（仮名）は言った。

「くれるの～？」

「あげます」

　匡平（仮名）は断言した。

「どうぞ煮にるなり焼くなりしてください」

「あら～。あらあらあらあら～どうしましょう～」

　くるくると嬉うれしそうにその場で回りながら女神は言った。

「じゃあ匡平（仮名）君～、私の事は『ママ』って呼んでいいのよ～？」

「何の話ですか」

「でも～」

　薫子（仮名）はふと動きを止めて首を傾げた。

「貰もらいっぱなしってのは悪いわね～」

「いや、全然」

「なんて欲の無い人でしょう～じゃあ～せめてこの『頑がん固こ親父な周平（仮名）』と～『お母さん的な周平（仮名）』は代わりにあげましょう～」

「――いっ!?」

　たちまち岸辺へ上がってくる『頑固親父な周平（仮名）』と『お母さん的な周平（仮名）』。

「薫子さん！」

　匡平（仮名）は悲鳴じみた声で喚わめいた。

「それは仮の名よ～」

「俺、罰ばつ則そくあるんだったら前もって言ってくれって頼たのみましたよね！」

「これは罰則じゃなくてご褒ほう美びよ～」

　自分は自分で水面下から引っ張り上げた周平（仮名）のオリジナルに、まるでコアラの様にしがみつきながら女神は言った。

「それじゃあ、周平（仮名）さん達と仲良くしてね～？」

　手を振りながら、今ひとつ状じよう況きようが分からずきょとんとしているオリジナルの周平（仮名）もろとも、さっさと湖の中へ消えてしまう薫子（仮名）。

　でもって当然ながら。

「てやんでい、べらぼうめいッ！」

「匡平（仮名）。寂さびしかったら甘あまえていいんですよ？」

　腕うでを組んで唾つばを飛ばしながら明後日の方向に吠ほえる周平（仮名）と、何故かその場に正座して自分の膝ひざを叩たたいてみせる周平（仮名）がそこに残った。

　次の瞬しゆん間かん――

「なんでこうなるんだあああああああああああああああ！？」

　森中に匡平（仮名）の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたったのは、言うまでもない。




　　　　●　●　●




　むかしむかし、あるところに一人の年若い木こりがいました。

　ある日のこと。仕事をしに森へ入った木こりは、大きな湖にうっかり『あるもの』を落とし（以下略）。




　　　　●　●　●




　その少女は匡平（仮名）の背中に熱っぽい視線を注いでいた。

「先せん輩ぱい……今日も素敵………」

　木の陰かげに隠かくれているというか――木こ陰かげと同化しているような感じである。

　ぴっちりと切りそろえられたおかっぱ頭。計算されつくした円を描えがいている丸めがね（読者の方々のご理解と以下略）。よくよく見れば、良い意味で人形の様に整った顔立ちをしているのだが――全体的になんだか陰いん気きというか、闇やみの精せい霊れいとダース単位で契けい約やくしてそーな雰ふん囲い気きが全てをぶち壊こわしにしている。

　少女の名はあくまでも仮にだが村田早さ苗なえとしておく。

　とりあえず身分としては村娘で――白いチュニックの上から肩かた紐ひもでつるすタイプのワンピースを身にまとっているが、どっちかというと、黒いローブ着て、カラスをお供にでっかい鍋なべとかを掻かき回していた方が、似合いそうな空気が全身から漂ただよっていた。

　彼かの女じょは今日も今日とて熱心にストーカー……もとい、匡平（仮名）の重点的観察行動を実行中である。まあ昔はこーゆー行動は純愛の証とか思われていたので、とりあえず問題は無い。物もの陰かげに隠れているのは別に後ろめたいからではなく単に癖くせだ。

　それはともかく。

「ああ…………」

　恍こう惚こつとした熱い吐と息いきを漏もらす早苗（仮名）。

　彼女の瞳ひとみには今もなお、匡平（仮名）の姿がくっきりと映っている。

　斧おのを担かついで森の中を行く少年の姿のなんと凛り々りしいことか！　とまあ恋こいする乙おと女め脳で美化三割り増しして考えるのは別に驚おどろく事ではないが――

「先輩……」

　白魚の様な手にきゅうぅ、と握にぎりしめているのは――手の平サイズの藁わら人形。

　頭部にあたる部分にはストラップがつけられている。その胴どう体たい部分は『安全祈き願がん』と書かれたお札ごと、釘くぎでぶち抜ぬかれていた。

　なんで匡平（仮名）が『先輩』なのかとか、西洋にどうして藁人形やら漢字のお守りがあるかというと（以下略）。

「今日こそは……これを渡して、告白を………！」

　藁人形渡して告白すると大体失敗しそうな気がするが、まあ思い込みの激しい乙女はそういう事も気づかないものなのである。多分。早苗（仮名）だけかもしれないが。

　今日の仕事場をそこと定めたのか、一本の木の前で匡平（仮名）が足を止める。

　今にも爆ばく発はつしそうな勢いで脈打っている心臓を胸の上から押おさえて、早苗（仮名）はきっと表情を引き締しめた。

「………早苗（仮名）、行きます！」

　生おい茂しげる緑をがさがさとかき分けて、草場の陰から飛び出す早苗（仮名）。

　気配に気付いたのか、匡平（仮名）が振ふり返った。

　…………で。

　恐おそらく匡平（仮名）の眼には以下の様に映ったのだろう。

　他に人の気配も無い森の奥おく。

　藁人形を片手に握り締め。

　息も荒あらく眼を血走らせて。

　猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんしてくる村娘が一人。

　…………まあ多分匡平（仮名）は本能的に思った事だろう。

『殺ヤられる!?』と。

　なのでまあ――当然の如ごとく彼は、本流の如く溢あふれ出る乙女の気持ちを受け止めたりはせず、殺人的な勢いで近付いてくる村娘から、ひょいと身をかわした。

　だがその姿すら恋する乙女には別の様子に見えて。

「はぅ………！」

　切り取られた一いつ瞬しゆん。

　風にそよぐさらさらの黒くろ髪かみ。

　誠実な光を湛たたえた双そう眸ぼう。

　身を翻ひるがえすその瞬しゆん間かん、真しん珠じゆのように白くなめらかな肌はだが陽光を弾はじいて淡あわく光り、貴族のように繊せん細さいなラインを描く匡平（仮名）の顔立ちをひときわ輝かがやいて見せ――

　…………

　まあ全力突進の最中に、変な方向へ意識が旅立つとどうなるかは自明の理で。

　早苗（仮名）は、目め眩まいを起こした様な感じでよろめいた。当然、疾しっ走そう中の不安定な体勢のその体は、平衡バランスを失って。

　――ぼちゃん。

　湖の中へ派手な水しぶきを散らしながら落ちていく。

　だが。

　その顔は水面下に消えても尚なお、至福の表情だったという。




　　　　●　●　●




　とまあそういう訳で。

「もしかして今の――村田（仮名）さん!?」

　慌あわてて斧を投げ捨てると水辺に匡平（仮名）は駆かけ寄よった。

　ほんの一瞬、視線が交差しただけだったが――あれは薪まきを売りに行った村で何度か見かけた村娘だった。いきなり物もの陰かげから、物もの凄すごい気き迫はくを背負って飛び出してきたので、猪いのししか、新手の強ごう盗とうの類かと思って避さけてしまったのだが、落ち着いて考えると顔見知りだったと気づいたのだ。

　だが――

「…………」

　未いまだ波は紋もんを描えがく湖面を見つめて匡平（仮名）は足を止めた。

　二度ある事は三度ある。

　なので――

「呼ばれて～飛び出て～じゃじゃじゃじゃ～ん～♪」

　おっとりとした声と共に、水面を割って現われる女神――薫子（仮名）。

　やたら楽しげな笑顔である。

　対する匡平（仮名）は、『またか……』と脱だつ力りよく気味の表情で肩かたを落とした。

「………………」

　そして沈ちん黙もく。

　見つめ合うことしばし。時計の秒針（以下略）が半周するだけの間をたっぷりととって、沈黙に耐たえかねたのか、薫子（仮名）が小首を傾かしぐ。

「えっと、リアクションは何もないのかしら～？」

「だってこのパターン、三回目じゃないですか」

「もうちょっと歓かん迎げいしてくれてもいいじゃない～。私、いちおう女神様なんだし～」

「そりゃあ『どっちの人間ショー』がなけりゃ素直に歓迎しますけど……」

　ジト眼で女神を見つめながら匡平（仮名）は言った。

「だって～。神様が用もないのにほいほい姿を現すわけにはいかないでしょ～……と、いうわけで。さっそく始めるわね～あなたが落としたのは『どっちの早苗（仮名）でショー』」

　何が『と、いうわけ』なのか襟えり首くび掴つかんで問い質したい気もしたが、それはさておき。

　ここで踵きびすを返したいのは山々なのだが、早苗（仮名）が水の底にいるというのならばそうもいかない。神との問答をクリアして、早苗（仮名）を返してもらわなければなるまい。先の瑞人（仮名）や周平（仮名）と異なり、彼かの女じょは匡平（仮名）に別に迷めい惑わくを掛かける困ったちゃんという訳でもないし。

「…………」

　緊きん張ちようの面持ちで身構える匡平（仮名）。

　湖の中から薫子（仮名）は、いつもの如ごとく匡平（仮名）の見知らぬ『早苗（仮名）』を取り出した。

「あなたが落としたのは～この『快活な早苗（仮名）』かしら～？」

　現われたのは、眼鏡をかけていない早苗（仮名）である。腰こしに手を当てて、自信に満ちあふれた表情をしている。

「ボクは村田早苗（仮名）ッ」

　ぱちっとウインク一つ。

　でもって――

「趣しゆ味みは呪じゆ術じゆつ！　オカルトだよっ！」

　元気いっぱい快活に彼女は宣言した。

　まるで『ジュジュツ』とか『オカルト』とかいうスポーツでもあるんじゃないかと勘かん違ちがいしてしまいそうな闊かつ達たつぶりである。

　しかも――

「料理はちょっぴり苦手だけど、そんなもん気合いで何とでも出来るって、ボク信じてるんだ☆」

　どうやらボク少女属性も追加されているらしい。

　匡平（仮名）はおずおずと彼女の顔を見ながら尋たずねた。

「えっと、村田（仮名）さん。眼鏡は……？」

　ある意味で彼女の容姿を一番特とく徴ちようづけていた部品が無い。

　だが――

「そんなもん気合いでカバーッ！　だよっ！」

　気合いで視力が回復するなら、世界中から眼鏡っ子が消える。

　いや消えて困るのは一部の特とく殊しゆな趣味の人達だけかもしれないが、それはさておき。

　唖あ然ぜんとしている匡平（仮名）を余所に――薫子（仮名）は次の『早苗（仮名）』を湖面から引っ張り出してくる。

「なんだかご不満みたいね～？」

「いやあのですね。ご不満とかそーゆー問題ではなく」

「『快活な早苗（仮名）』じゃなければ、『清せい楚そ可か憐れんな早苗（仮名）』かしら～？」

　続いて現われたのは――控ひかえめに微笑ほほえみを浮うかべている早苗（仮名）だった。

　恰かつ好こうはオリジナルの早苗（仮名）と同じなのだが――

「…………南部（仮名）先せん輩ぱい」

　仕草が違ちがう。

　スカートを押おさえるように両手を前に置き、深すぎず浅すぎず、優ゆう雅がに一礼するその姿は、まるで深窓の令れい嬢じようといった雰ふん囲い気きがあった。
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「私、後こう輩はいとして至らないところが沢たく山さんあると思います。けれど――南部（仮名）先輩の為ために、頑がん張ばります。よろしければ、今後の参考までに色々なお話を伺うかがいたいので一いつ緒しよにお茶などいかがでしょう？」

　飾かざりっ気けがない分『清楚可憐な早苗（仮名）』は、素材の良さが生きている。

　貴族を思わせる上品な物もの腰ごしと態度は、村娘とは思えない魅み力りよくを持っていた。

　だが――

「さあ、匡平（仮名）君が落としたのは、どっちの早苗（仮名）ちゃんなのかしら～？」

「うーん……」

　問われて思わず唸うなる匡平（仮名）。

　元気少女系の早苗（仮名）と。

　清せい楚そ令れい嬢じょう系の早苗（仮名）と。

　実はどっちも棄すてがたい――ではなくてどっちも匡平（仮名）の知っている早苗（仮名）ではないのは明らかで。まあこの二人を押しつけられても先の瑞人（仮名）やら周平（仮名）やら程には苦労しないだろうが、何はともあれ、本物の早苗（仮名）を返して貰もらう事の方が先決だ。

「女神様」

「はい～」

「俺の知っている村田（仮名）さんはどっちでもありません」

「そうなの～？　じゃあどんな早苗（仮名）ちゃんなのかしら～？」

「じめっとした場所がよく似合う、太陽の光にあたるとむしろ溶とけそうな感じの子です」

「まあ～」

　薫子（仮名）が若干戸と惑まどった様に首を傾かしげるが、早苗（仮名）を取り戻もどそうと必死の匡平（仮名）は気づかない。

「花畑とかじゃなく、墓場の片かた隅すみとか、古城の地ち下か牢ろうとか、洞どう窟くつの奥おくとか、そういう湿しつ度どが高そうで、薄うす暗ぐらい場所が、とってもよく似合う女の子なんです！」

「あの～匡平（仮名）君～？」

「ちょっと黙だまって聞いていてください、正しい村田（仮名）さんを返してもらう為の説明なんですから。いいですか。微笑むときも何処かこう、斜ななめから、影が掛かかっている感じで！　駄だ目めです、この子みたいにあっけらかんとした笑顔じゃない！　何処か病的な位でないと駄目です！　そんな罪もない笑顔じゃない！　何処かこう、世をすねた様な、恨うらめしそうな感じが無いと村田（仮名）さんじゃありません！　ええい違う、そんなお日様の照らす明るい道が似合う子じゃないんだッ!!」

　力説する匡平（仮名）。

　彼による『村田早苗（仮名）』の『かくあるべし』という説明は熱を帯びて続いた。

　それは早く彼かの女じよを救い出さねばという彼なりの誠意であったのだろう。

　だが――

「……先輩…………」

　女神が浮かぶ水面――直下。

「……私のこと、そういう目で見ていたんですね……」

　膝ひざを抱かかえて、いじいじと落ち込んでいたりする本物の早苗（仮名）が控えているとは夢にも思わぬ匡平（仮名）であった。




　　　　●　●　●




　むかしむかし、あるところに一人の年若い木こりがいました。

（以下略）。




　　　　●　●　●




「怪かい現げん象しようを起こすというのは、この湖か」

　森の中にある大きな湖へ視線を据すえてその少女は呟つぶやく。

　光の筋を思わせる金糸の髪かみ。宝石の様な透すき通とおった輝かがやきを持つ青い瞳ひとみ。白磁の陶とう器きを思わせる肌はだは、染み一つ無い白さだ。整った容姿は、口を開かなければ腕うでの良い芸術家が丁てい寧ねいに作り上げた彫ちよう像ぞうとも見み紛まがう程の優ゆう麗れいさだった。

　とにかく美しい少女であった。

　村娘の服装をしてはいるが――野暮ったさは微み塵じんも無い。俗ぞく臭しゆうが欠落した容姿は、天上から舞まい降おりた天使を思わせる。あと数年も経てば、その美しさに神々すら嫉しつ妬とする様になるだろうが――今はまだ幼さが際だって、愛らしさが目立っている。

　パミル・テリル・カルル・ベルグマン（仮名）。

　自じ称しよう『亡国王女の身代わりアンドロイド』である。

　この時代にアンドロイドの概がい念ねんがあるのか、とツッコミが入りそうなものだが、電波ちゃんの言うことはえてしてツッコむだけ無む駄だなのでここではさておく。さておくったらさておくのだ。電波も（以下略）。

「あんまり近づくなよ。うっかり落ちでもしたら、大変なのは俺なんだからな」

　水辺へ歩み寄っていくパミル（仮名）に後方から注意を促うながす匡平（仮名）。

「キョウヘイ（仮名）、王族として、民たみ草くさの心をかき乱す事象の調査は、大事なことなのだぞ」

　パミル（仮名）は領民の訴うつたえ――匡平（仮名）の事だ――によりこの湖を調査に来たのだった。お供の者も連れていないのは不用心と言う他無いが、まあベルグマン家（仮名）は庶しよ民みん派はの王族なので不自然ではないのだ。

　……世の中、大たい抵ていは言い切った者の勝ちである。

　でもって。

「俺は目からビームだしたり、手から火か炎えん放射したりする姫ひめ君ぎみの方がよっぽど市民の皆みな様さまを不安にさせると思うけどな……」

　呆あきれ顔がおで匡平（仮名）は呟く。

　その言葉にむっとしたのか、勢いよく振ふり返るパミル（仮名）。

　彼女の蒼あおい眼がキラリと光った気がして、匡平（仮名）は反射的に身構えた。

「王家びぃいいいいいいいいんむっ！」




　――きゅば!!




　次の瞬しゆん間かん――匡平（仮名）の頬ほおをかすめて走る光条が一本。

　ついでにその直後、耳元で何かが焼ける嫌いやな臭においがした。

「…………」

　眼球だけ動かして自分の横を見る匡平（仮名）。

　ちりちりと毛の一部が熱にあぶられて縮んでいくのが見えた――よーな気がした。

　ほんの少しずれていれば、顔面に命中して、綺き麗れいな風穴が開いていただろう。冷ひや汗あせがどっと吹ふき出して、匡平（仮名）の背を濡ぬらす。

「お、おま……」

「危なかったな、キョウヘイ（仮名）。顔の側を大きな蜂はちが飛んでいたぞ」

　悪気なんか微塵も在りませんヨ？　といった感じの真面目な顔でパミル（仮名）。

「あほか！　蜂に刺さされる前に、お前に抹まつ殺さつされるわ!!」

「何を言う。私の自動照準システムは完かん璧ぺきだぞ。間ま違ちがってもキョウヘイ（仮名）を射い貫ぬく事などないから安心しろ」

「出来るか!!」

　全身を口にする勢いで喚わめき散らすと、パミル（仮名）は腕うで組ぐみをして唸うなる。

「むう……キョウヘイ（仮名）はいつまでたっても、私の性能を信用せんのだな。まあ、良い。人徳をつんでゆけば、その評価もいつかはひっくり返る。まずは手始めに、この湖で起こる怪現象の謎なぞをみごと解き明かして、領民の信しん頼らいを勝ち取ってやろうではないか」

　言うなり――踵きびすを返して、なんの躊躇ためらいもない感じで湖へざぶざぶと入っていくパミル（仮名）。

　慌あわてて止めようと手を伸のばしかける匡平（仮名）。

「ちょっと待てパミル（仮名）、不用意に水に入ったら……！」

「安心しろ」

　肩かた越ごしに振り返ったパミル（仮名）は、自信に満ちあふれた顔で言う。

「私のボディは耐たい水すい性せいだ」

「そういう事じゃねえよ!?」

　匡平（仮名）の叫さけびも虚むなしく――パミル（仮名）の姿は水の中へ消えていった。

　それから待つことしばし。

　時計の秒針が一周するだけの間をたっぷり挟はさんでも、何も変化は起こらない。

「………まあ、今回は『落とした』のではなくパミル（仮名）は自分の意志で湖へ入っていったわけだし……な……？」

　さすがに何も起こらないかもしれない。

　と――そんな風に匡平（仮名）が甘あまい期待をしかけた、その時である。

「また落とし物をしたのね～」

　おっとりとした声と共に水の中から現われる湖の女神、薫子（仮名）。

　がっくしと肩かたをおとして、匡平（仮名）は呻うめく。

「やっぱりそうなるか……」

「常連さんだし～もう説明はいらないわよね～？」

　とっても嬉うれしくない常連認定に匡平（仮名）は溜ため息をつくしかない。

「はあ……」

「あなたが落としたのは～『目からビームを出さないパミル（仮名）』～？　それとも『非常識な事をしないパミル（仮名）』～？」

　水面を割り薫子（仮名）を挟む恰かつ好こうで……二人のパミル（仮名）が姿を現す。

　その姿を見て匡平（仮名）は息を呑のんだ。

　これまで女神が提示してきた『落としモノ』は、極きよく端たんにオリジナルの本質からかけ離はなれていた。だからまあ『違ちがう』という事は悩なやむまでもなく一いち目もく瞭りよう然ぜんであった訳だが。

　しかし今回はぱっと見ても、どちらがどちらか区別がつかずに迷う程である上、湖の中に消えていったパミル（仮名）とも瓜うり二ふたつだ。

「………これって」

　困こん惑わくする匡平（仮名）に――薫子（仮名）はにっこりと笑うだけで。

　答えに窮きゆうしていると右にいる『パミル（仮名）』が何かに気付いたように口を開いた。

「キョウヘイ（仮名）、顔の近くを蜂が飛んでいるぞ。危ないから、下がれ」

　警告されて匡平（仮名）は羽音をさせて顔の近くを飛んでいる蜂の存在に気付く。

（警告したのは『目からビームを出さないパミル（仮名）』だな……多分）

　ビームを出せるパミル（仮名）であれば、注意を促うながすより先にビームが出ているだろう。

　と、言うことは――匡平（仮名）は、薫子（仮名）の左側に居る『パミル（仮名）』へ視線を向ける。

　視線に気付いたのか、『非常識なことをしないパミル（仮名）』。

「期待されてもビームは出さないぞ。何でもかんでも王家パワーを使って、いたずらに人を驚おどろかせる事もなかろう。それに蜂ごときに大げさであろう」

　正論である。

　正論ではあるのだ。

　そもそも普ふ段だんのパミル（仮名）ときたら――くしゃみの弾はずみでビームを出すし、すぐ火か炎えん放射するし、熊くまに襲おそわれても殴なぐり返かえすし、おまけに常識が根ね刮こそぎ欠落しているから、その有り余る王家パワー（？）で多大なる迷めい惑わくを匡平（仮名）にかける。

　少なくともこの二人はそういうパミル（仮名）ではなさそうだ。

　だが……

「匡平（仮名）君が取り戻もどしたいのは、どっちのパミル（仮名）ちゃんなのかしら～？」

　小首を傾かしげながら答えを求めてくる薫子（仮名）。

『ビームを出さないパミル（仮名）』と『非常識な事をしないパミル（仮名）』を、匡平（仮名）は交こう互ごに見比べた。

　外見では区別がつかない。

　ビームを出さない事。

　非常識な事をしない事。

　それは願ってもない理想的なパミル（仮名）で――どちらを押おしつけられても、匡平（仮名）は多分、困らないだろう。多分、二人まとめて押しつけられたって、あの元の眼からビームを出したりする非常識なパミル（仮名）を相手にするよりは多分、楽で。

　だから――

「………俺が落としたのは」

　落としてないだろうというツッコミはさておき――匡平（仮名）は考える。

　これは一種のゲームだ。

　だから勝つ為ためには――自分の望むものを手に入れる為には、それなりに頭を捻ひねる必要が在る。考えるための材料は既すでに過去三度の経験から手に入れている。

「落としたのは？」

「俺が落としたのは……どちらのパミル（仮名）でもありません。その二人を足してさらに大和撫なで子しこにした感じのパミル（仮名）です」

　……沈ちん黙もく。

　真意を探るような眼まな差ざしで見つめてきた薫子（仮名）は、やがて――何か得心した様子でにっこりと微笑ほほえんだ。

「あなたは大おお嘘うそをついたので」

「はあ――」

「本物のパミル（仮名）を連れてさっさと帰りなさい」

　その台詞せりふを残して、薫子（仮名）は『二人のパミル（仮名）』と共に水の中へと消える。

　入れ替かわりに岸へ上がってきたのは――ずぶ濡ぬれになったパミル（仮名）だった。

「パミル（仮名）！」

「うーむ」

　一連のやり取りなんぞ全く知らぬ様子でパミル（仮名）は言った。

「くまなく王家サーチャー・アイで探たん索さくしてみたが、普ふ通つうの湖だったぞキョウヘイ（仮名）」

「…………」

「うん？　どうしたキョウヘイ（仮名）？」

「…………いや」

　苦笑して首を振ふる匡平（仮名）。

　彼は空を振り仰あおぎながら――長々と溜ため息をついた。

「あーあ、結局こうなるんだよなあ……せっかくのチャンスだったのに、しくじった」

「む。何の話だ、キョウヘイ（仮名）？」

「なんでもねーよ、こっちの話。なんか、がっくり来て仕事する気も失せた。帰ろうか、パミル（仮名）」

「それは構わぬが……キョウヘイ（仮名）」

「なんだよ」

「何か――良いことでもあったのか？」

　パミル（仮名）は不思議そうに小首を傾ぐ。

「……別に？」

　踵きびすを返して帰路についた匡平（仮名）の後を、パミル（仮名）が子犬の様についてくる。

「ずるいぞキョウヘイ（仮名）、教えてくれても良かろう？」

「何でもないって」

　そう。何でもない。

　これでいつも通り――そんな、やり取りをしながら匡平（仮名）は自宅を目指す。

　彼は何度かしかめっ面を取とり繕つくろおうとしたが、何故かそれは巧うまくいかなかった。

　…………

　でもって。

「あ、お帰りー匡平（仮名）！」

　自宅の扉とびらを開けた匡平（仮名）は、そこにあった光景に凍こおり付いた。

「…………」

　一言で言えば大所帯だ。

　地じ獄ごく絵図とも言う。

　本来、一人暮らし用の狭せまい山小屋は、異様な程に人口密度が高かった。

　ソファーでくつろいでいる派手好きの瑞人（仮名）と、ガリ勉眼鏡な瑞人（仮名）。さらに、頑がん固こ親父な周平（仮名）とお母さん的な周平（仮名）。部屋の隅すみっこの方では、未いまだにいじけて膝ひざをかかえている早苗（仮名）の姿があり――何故か更さらにその隣となりでは女神と元々の周平（仮名）が新しん婚こん家庭のよーなノリでいちゃいちゃしていた。

「……忘れてた」

　呻うめく匡平（仮名）。

　ふとそんなとき――

「…………」

　彼は自分が手にしているものに視線を落とす。

　でっかい斧おの。

　それは――

「そうだよな」

　彼は独りごちた。

　何処か追おい詰つめられた様な表情で――

「――別に、木を切る為だけにしか、使えない訳じゃ、ないよな？」




　　　　●　●　●




　ちなみに。

　赤頭ず巾きんしかり、アラビアンナイトしかり、童話だの名作文学だのというものは、原典に立ち返ると、実はかなり残ざん酷こくなものが多いという事は、意外と知られていない。







あとがき







　毎度どうも、軽小説屋の[image: ]です。

　ホビージャパン社の『ノベルジャパン』改め『きゃらの！』に連載中の『フェイク・フェイク』第二巻をお届けいたしまする。




　そういえば前巻のあとがきで『ある小説家さんに言われた小ネタが実は原点』という話をしましたが。同じ作家さん――中里融司師に、某新人賞の授賞式でお会いした際に、また小ネタをいただいてしまいました。

「[image: ]さん[image: ]さん」

「なんでしょう？」

「この間のＨＪの連載ですが」

「あ、はい、『フェイク・フェイク』ですね」

「メモリーカードはどうなったのでしょう？」

「――は？」

「いや。あのロボット家の元ネタがア●ボなのでしたら、育てた際の個性に相当するデータがメモリーカードに保存されている筈はずなのです。だったら本体がどれだけ壊れていても新しい筐きよう体たいがあればあのロボ犬くんは無事なのです」

「をを！」




　という訳で、ちいとエピソードに書き足しをしてみました。

　まあ実際、その次の話で簡単にパミルが立ち直っているのが、個人的には気になっていた（月刊連載ではまあ、一ヶ月あくのでそうでもないのですが、文庫にまとめるとちょっとね……）ので、期せずして良いフォローになりました。

　中里先生、感謝です。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　先日、市場調査及び休養がてら台湾に行って参りました。

　いや実は『フェイク・フェイク』を含め、私の著作の台湾版は結構な数が出ておりまして。どんな風に店頭に並んでいるのか見てみたかったというのも台湾旅行の目的の一つ。三大親日国の一つとして有名な国なので（他はトルコとパラオだっけか？）気楽な感じで出掛けたのですが。




　まあ街中の雰囲気は殆ど日本と大差なく、日本語の看板もちょこちょこ見かけます（「の」という文字が流行らしく、漢語と漢語の間にはさまれてるのをよく見ました。多分日本の感覚だと『楽しい＆美味しい』とかそういうノリなんでしょう）。

　しかし本屋に入ると普通に「きゃらの！」が売ってるのにはちと驚きました。別にオタク・ショップを目指して行ってきた訳じゃないんですが、街中でちょろっと入った普通の本屋さんにも、日本のアニメやらゲームやらの雑誌が売ってます。勿もち論ろん、日本語版。

　日本でも洋書が売っていたりしますが、ああいうのって普通、本屋の片隅とか、専門店にしか無いじゃないですか。それとは全然違う感じで驚き。




　知り合いの絵師さんの画集やら、我々の著作の台湾語版も置いてありましたが、こちらはちょっとマニアックな感じでしたな（本棚の下の方とか、マニア系の店とか）。

　何はともあれ、飛行機乗って三時間の小旅行、楽しんで参りました。まあ旅行の為の時間を捻出する為に、その飛行機の中でこの本及び某社の本の著者校正を平行してやってたのは御愛敬。




　まあなんだかんだで、外国でも自分の名前が本屋に並んでいるのを見るのはちょっと不思議な気分でした。




　何はともあれ。

　この『フェイク・フェイク』あと一巻ばかり続くと思いまするが、読者の皆様、よろしければ最後までおつきあいの程を。







『フェイク・フェイク』制作スタッフ

　[image: ]一郎

　坂本未紀

　日高真紅（制作進行管理）
















初出　「ホワイトデイの逡巡」　　　　　　　　　ノベルジャパンｖｏｌ．８

　　　「見たいの」　　　　　　　　　　　　　　ノベルジャパンｖｏｌ．９

　　　「王家禁止令！」　　　　　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．２

　　　「兄としての自覚？」　　　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．３

　　　「アウトオブオーダー」　　　　　　　　　キャラの！ｖｏｌ．４

　　　「料理ってこんなにハードでしたっけ？」　キャラの！ｖｏｌ．５

　　　「外伝　湖のゴッデス」　　　　　　　　　書き下ろし
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
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